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　白っぽい石いし畳だたみにくっきりとした影を落とし、少女は走っている。

　軽やかに駆けていくその足音を、不ぶ作さ法ほうな無数の重い足音が、どかどかと追いかけてくる。

　それなりの年月を閲けみした白い壁の上をほっそりとした影がよぎり、しばらくの間を置いて、いくつもの影が追いかけていく。

　少女は苛いら立だっていた。

　馬ば鹿かな男たちは、自分たちが面白半分に追いかけている獲え物ものの正体を露つゆほども知らないのだ。

　薄汚れたその身なりから、大手を振って太陽の下を出歩けない不法入国者か何か――要するに、自分たちが少々イタズラをしたところで泣き寝入りするしかない相手だとでも思い込んでいるのだろう。

　それは半分は正しく、半分はまるで間違っている。

　確かに少女は、パスポートなしでこの国にもぐり込んできた、後ろ暗い立場の身ではある。けれど、だからといって何をされても泣き寝入りするしかないような、そんな殊しゆ勝しような性格の持ち主でもない。

　むしろ、人の弱みにつけ込もうとする相手は容よう赦しやなく叩たたきのめし、とびきり痛い目に遭あわせて口を封じるほうが自分の性に合っている。

　――と、本気でそう考えている少女である。

「――っタマ来た！」

　ひどくすり減ったボロボロの靴くつの底をぎゅりっと鳴らし、少女は暗い路地の手前で立ち止まった。

　背後を振り返り、点々と街灯のともる石畳の坂道を見み据すえる。チンピラたちの足音は次第にこちらへと近づきつつあった。あの坂の上の角を曲がって姿を現すのも時間の問題だろう。

　少女は頭に乗せていたキャスケットを投げ捨て、あちこちすり切れかけた粗そ末まつなシャツの袖そでをまくった。

「ホンキで痛い目見たいっていうなら見せてあげるわよ……！」

　拳こぶしを握り締め、ぼんやりとした光と闇やみがまだらに交こう錯さくする夜を見据えた少女の唇くちびるは、不敵な笑みに吊つり上あがりながらも震ふるえている。理不尽な追跡者に対する激しい怒りと同時に、そこには明らかに恐怖の色も混じっていた。

　その少女の肩が、不意に後ろから叩かれた。

「――ねえ、きみ」

「！」

　びくっと首をすくめた少女は、反射的に右の拳を振り回した。

「……ひどいな」

　少女の裏うら拳けんを顎あごの横にもらった男は、のんびりとした口く調ちようで一応非難の声らしきものをあげると、少女の頭越しに坂の上を見やった。

「誰だれかに追われてるの？」

　男が続けて尋たずねても、少女は男の顔を凝ぎよう視ししたまま答えない。

　男は使い込まれた大きなカバンとイーゼルをかかえていた。よく見ると、古ぼけたジャケットの裾すそにぽつぽつと絵の具が跳はねている。おそらく――あまり裕福ではない――画家か画学生なのだろう。

「――事情はよく判わからないけど、ここはぼくに任せてくれないかな？　また殴なぐられたりしない程度にはうまくやれると思うよ？」

　カバンとイーゼルをその場に置くと、男は顎を撫なでながら自信たっぷりに笑った。
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　小雨が降り始めていた。

　白から黒へ、濡ぬれて色が変わり始めた石畳の路地を出た男は――傘かさ代がわりのつもりなのか――カバンを頭上にかざして歩いていく。深夜、そして雨とくれば、モンマルトルにももう観光客たちの姿はほとんどない。しかし、男は躊ちゆう躇ちよすることなく坂道を登っていった。

「――――」

　男は上うわ目め遣づかいに坂の上を見やった。

　雨に濡れて少しすべりやすくなった坂道を、傘を持たない若者たちが、口々に毒づきながら下ってくる。

　悪態をつきつつあたりに視線をめぐらせている彼らの顔は、みな一様に赤い。どうやらそれはアルコールがもたらした赤さのようだった。ずいぶんと回って足元が怪しい者もいる。

「……くそっ、どこ行きやがったんだ、あいつ？」

「惜しいことしたな」

「コイツが足引っ張っからだよ。置いてきゃよかったんだ」

　ときおりしゃっくりをしながら、若者たちは男とすれ違って坂を下りていった。

　そんな若者たちが坂の一番底の角を曲がるのを確認してから、男はとあるアパルトマンの玄関に入った。

　海外からの留学生やバックパッカーたちのために、パリには数えきれないほどの小こ綺ぎ麗れいなアパルトマンが存在するが、古きよきパリの面影の色濃いモンマルトルには、よくいえば昔ながらの――はっきりといえば古くて安っぽいアパルトマンも存在している。どうやらここはそうした前時代の建物のようだった。

「――よいしょ」

　さして広くもない部屋が広く見えるのは、ろくな調度がないせいだろう。粗末なベッドの上にカバンを置いた男は、あらためて戸締まりを確認してから部屋の照明をつけ、薄っぺらなコートを脱いだ。

「ひとまず大丈夫だと思うよ」

　そういって、男はくくりつけていたイーゼルをはずしてカバンを開けた。

「…………」

　革製のカバンの中には、あの少女が膝ひざをかかえて身を丸めたポーズで押し込められていた。いくら大きなカバンとはいえ、中に人間を入れて持ち運ぶ仕様になっているわけではない。窮きゆう屈くつな姿勢のままパッケージングされていた少女は、難なん儀ぎしながらカバンの中から這はい出でてくると、真っ先に四し肢しを伸ばして深呼吸した。

「……窒ちつ息そくするかと思ったぁ」

「しないよ。かなり使い込んでるカバンだから、実はあちこちに穴が開いているし」

　男がそういうと、少女は顔をしかめて舌を出した。

「そういう意味じゃないわよ。この匂いで息が詰まりそうだったってこと」

「そこに文句をつけられても困るな。だってぼくは絵描きなんだから」

「……あんまり売れてるとはいいがたいみたいだけど」

　くきくきと肩や首の関節を鳴らし、少女は部屋の中を見回している。遠慮のないそのまなざしに、男は苦笑した。

「これでもぼくはまだましなほうだよ？　きょうだって、持っていった絵が珍しくあらかたさばけたから、こうして空のカバンにきみを忍ばせてくることができたんだ。それに感謝してもらいたいな」

　男はミニキッチンの前に立ってお湯を沸わかし、コーヒーを淹いれる準備にかかった。

　靴を脱いで床の上に放り投げた少女は、ベッドの上で壁に背を預けてふたたび膝をかかえ込むと、男の背中を静かに凝視した。

　少女を追いかけていた不ふ埒らちなチンピラたちからは、ひとまず逃げ切ることができた。しかし、だからといって少女が完全に気をゆるめているわけではないということは、その険のある視線からも明らかだろう。

　ティーケトルのお湯が沸くのをじっと見守っている男に、少女はいった。

「――ねえ」

「ん？　何だい？」

「アナタ、痩やせっぽちに見えるけど、けっこう力あるのね？」

「そうかな？　ふつうだと思うけど」

「ふつうじゃないわよ。だって――」

　少女を納めたカバンを、その重さを感じさせることなく頭上にかざしたり片手でぶら下げたり、力自慢の男でもなかなかできない芸当だろう。いかに少女がスリムで軽いにしても――だ。

「ああ、そうか」

　男は何か得心がいったように、頓とん狂きような声とともに振り返った。

「そうか、そういえばそうだ、きみには見えていないんだった」

「何の話よ？」

「ここでの暮らしが長いもんだから、ついつい、ね」

「だからぁ！　いったい何の話をしてるのよ？」

「そう警戒しなくていいよ。……ぼくはきみと同じだ」












　そう答えた男の背中に、灰色がかった光の翼が広がった。

「――――」

　呆ぼう然ぜんとその光景を見つめている少女に向かって、男は続けた。

「ふだんはさっきみたいに隠しておくんだ。そうするとまず見つからない。ぼくが人間にまぎれておだやかに生きていくために苦心して身につけた〝魔法〟さ」

　ちょっと自慢げなそのセリフにも、少女は何も答えない。ぽかんとした表情で、ただ男を見つめているだけだった。

　男は背中の翼を消し去り、ケメックスのコーヒーメーカーにお湯をそそいだ。殺風景な部屋の中に、挽ひき立たてのコーヒーの香りが広がっていく。

「実は同類と会うのは久しぶりなんだ」

　少し間を置いたあとの男の言葉に、少女ははたと我に返った。

「……え？」

「だから、同じウォーライクに会うのがだよ。……きみもウォーライクだろう？」

「――――」

　ふたたび少女は目を丸くして男の顔を注視した。
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「――きみの名前は？」

　ジルベールと名乗った男は、テーブルの上にコーヒーをそそいだマグカップを置き、少女に催さい促そくした。

「ルテティア」

　答えはしたものの、少女はまだ警戒心をなくしたわけではなかった。

　相変わらずベッドの隅で膝をかかえているルテティアを見て、ジルベールは笑った。

「それ、きみが自分でつけた名前かい？」

　ルテティアにはその質問の意味が判らなかった。

　ルテティアは生まれた時から――自分がいつ生まれたのかはっきりと覚えているわけではなかったが、少なくとも自分は自分なのだと自覚した時には――すでに自分の名前はルテティアなのだと認識していた。誰かから名づけてもらうまでもなく、少女は初めからルテティアという名前だったのである。

　これまでとは少し意味の違う怪け訝げんそうな表情を浮かべているルテティアに、ジルベールはいった。

「ルテティアっていうのはこの街の昔の呼び名だよ。……いい名前だ。きみにふさわしい綺麗な響きがある」

「名前の意味なんてどうでもいいわ」

　マグカップに手を伸ばすこともなく、ただそれをじっと見つめ、ルテティアは突き放すかのようにいった。

「わたしには、自分自身のことさえまだよく判っていないんだから」

「……きみは本当にまだ〝覚かく醒せい〟したばかりなんだね」

「アナタがいっているそのセリフの意味も判んないわ」

「つまり、『わたしはここにいる』ってきみが自覚してからまだ日が浅いって意味さ。パリに来る前はどこにいたの？」

「……イギリス」

「ずっと？」

「気づいたらロンドンにいたから」

　それが一年ほど前のことだった。それ以前の記憶がルテティアにはない。

　ただ、その時からルテティアは、自分が人間ではなくウォーライクなのだということを自覚していた。ウォーライクは同類を倒してその力を吸収して強くなるのだということも、いつか〝楽園エリジウム〟と呼ばれる場所に戻らなければならないのだということも、最初から理解している。

　おそらくそれは、ウォーライクとしての本能の部分に刷り込まれていることなのだろう。その意義はいざ知らず、ウォーライクは同類同士で戦い、ごく一部の生き残った者だけが〝楽園エリジウム〟へと帰還できる――その〝基本ルール〟を承知しているルテティアにとっては、ジルベールと名乗ったこの男さえ味方とはいいがたい。

「そうか……きみはロンドンにいたのか」

　あからさまにぴりぴりした空気をまとっているルテティアをよそに、ジルベールは窓辺の壁に寄りかかってコーヒーをすすった。

「――きみがパリに来たのは、偶然かもしれないけどいい判断だよ。最近ロンドンのあたりには、あまり顔を合わせたくないウォーライクが出るらしいからね」

「……どういう意味？」

「イグレインとかいったかな……たぶん、そのウォーライクに出会ったら、きみもぼくも命はないだろうね。かなり強いという話を聞いたことがある」

　こともなげに淡たん々たんと答えたジルベールは、自じ嘲ちよう気ぎ味みに唇を吊り上げた。

「きみは運がいいな。ぼくみたいに意い気く地じのないタイプは、実はとても珍しいんだよ。たいていのウォーライクというのは、まあ、きみももう知っているとは思うけど、同類を倒してその力を自分のものにしようと考える連中ばかりなんだ」

「みたいね」

「うん。だから、きみがそうしてぼくを警戒するのも判るし、賢けん明めいな判断でもある。用心深くないウォーライクは早死にするよ」

「でも、アナタはわたしを警戒してないじゃない。逆にわたしがアナタを倒そうとするかもしれないのに」

「それは無理だね」

　ジルベールは即答した。

「確かにぼくは意気地なしだけど、身を守ることにかけてはちょっとしたものだと自負してるんだ。まだろくに世間てものが判っていないきみに簡単にやられるくらいなら、とっくの昔に命を落としてるさ。……今のきみがぼくを倒すには、頼たより甲が斐いのある〝鞘ロのー主ド〟でも見つけないことには無理だろうね」

「ロード――」

　ルテティアはジルベールの言葉を反はん芻すうした。

　ウォーライクがその真の力を発揮するには、ロードと呼ばれる人間の助けが必要とされている。ルテティアはまだロードたるべき人間にめぐり会ったことはなかったが、たぶん、会えばその瞬間にそれと判るのだろう。

　ウォーライクとロードとの出会いは天がさだめた運命であり、それはきっと男女が恋に落ちる瞬間に似ている。

　――と、ルテティアは勝手にそう考えていた。

「まあ、にわかには信じられないかもしれないけど、とりあえずぼくにはきみをどうこうするつもりはないんだ」

　だからそう警戒しなくてもいいと、ジルベールはルテティアに説明した。

　確かにジルベールにその気があるのなら、わざわざルテティアに背中の翼を見せたりあれこれ説明したりせず、それ以前にこのアパルトマンに連れてくることさえせずに、夜のモンマルトルで追われていたルテティアの背後に忍び寄り、無言で不意討ちするだけでよかった。回りくどい小芝居を打つ必要はない。

　ようやく落ち着きを取り戻してきた思考回路でそこまで考えたルテティアは、ひとまず――あくまでひとまず――ジルベールを信用することにした。

「…………」

　膝をかかえていた手をほどき、ルテティアはそろりとベッドから降りると、ずいぶんと冷めてしまったコーヒーのカップに手を伸ばした。

「イギリス育ちならコーヒーより紅茶がよかったかな？　あいにくと茶葉を切らしてるんだけど」

「別にコーヒーでもいいわ」

　冷たくなったコーヒーをそっと口に含んだルテティアは、眉まゆをひそめてすぐにひと言つけ足した。

「――前言撤回」

「え？　口に合わなかった？」

「合う合わない以前の問題。泥どろを飲まされてるのかと思った」

「そりゃあひどいな」

　歯に衣きぬ着せぬルテティアの評価に、ジルベールも眉をひそめて自分のカップの中を覗のぞき込こんだ。

「――いつもこれがふつうだと思って飲んでるぼくの立場はどうなる？」

「知らないわよ。アナタの舌が壊れてるんじゃないのぉ？　とにかく淹れ直してよ。もしほかに豆がないなら買ってきて。それも無理ならミネラルウォーターでいいわ」

「現金だねえ、きみは。さっきまでは手も伸ばさなかったのに」

「安心したら喉のどが渇いたの。――それと、着替えとシャワーも貸してくれない？」

「そして最後にはそのベッドを貸せ、あんたは床で寝ろ。――そういうんだろう？」

「わたしそこまでひどいこといわないわ。床じゃなくてそっちのソファで寝ればっていおうとは思ったけど」

「……はいはい、きみはぼくが招待したお客さんだ、おおせにしたがいますよ」

　ジルベールはいったんは脱いだはずのコートをはおり直し、ミニキッチンの隣となりにあるドアを指差した。

「ウチにはこれ以上いい豆もミネラルウォーターもないから、ちょっとそのへんで何か買ってくるよ。――あ、そっちがシャワールームね。適当に捜せばタオルもあるし、着替えもまあ適当にどうぞ」

「そこまでわたしを信じていいわけ？　アナタが戻ってきた時、部屋の中の金目のものといっしょに消えてるかもよぅ？」

「ウチに金目のものがあるならこっちが教えてもらいたいくらいだよ」

　軽くウインクをして、ジルベールはアパルトマンを出ていった。

「――ルックスは抜群にいいのに、あの野や暮ぼったい恰かつ好こうじゃモテないわね。ホント、女っ気のない部屋だわぁ」

　無礼な呟つぶやきをもらしたルテティアは、アパルトマンの外観に見合った質素なシャワールームを確認すると、ベッドの置かれたリビングの奥にある部屋のドアを開けた。

　テレピン油の匂いがよりいっそう強く鼻を突く。壁を探って明かりのスイッチを入れると、無数のキャンバスが乱雑に積みかさねられた山々が、せま苦しい部屋の中に堂々とそびえ立っていた。

「画家っていうのは本当みたいね。……ついでに売れない画家っていうのも」

　指先に引っかけたキャスケットをくるくると回していたルテティアは、部屋の隅に白い布をかけられたイーゼルが立っているのに気づいた。

「…………」

　布の下に隠されていたのは、まだ描きかけの少女の肖しよう像ぞう画がだった。

　少女――なのだろう。肝かん心じんの目鼻がまだほとんど描き込まれていないために、その表情ははっきりとしなかったが、髪型や服装は明らかに幼い少女のそれだった。

　周りに積み上げられている絵はどれも風景画や静物画で、ざっと見たところ、人物を描いた絵はこの一点しかなかった。ひょっとすると、ジルベールにとって何か特別な意味のある絵なのかもしれない。

「……ま、わたしには関係ないけど」

　少女の絵にもとのように布をかけ、画家の仕事場をあとにしたルテティアは、汚れたシャツを脱ぎながらシャワールームに向かった。

　窓の外ではまだ雨が降り続けている。シャワーの音でその雨音をかき消し、数日ぶりに身体からだを洗い始めたルテティアは、そういえばジルベールはちゃんと傘を持って出かけたのだろうかと、そんなことをぼんやりと考えたりした。
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　雨に濡れた一匹の仔こ犬いぬが、アパルトマンの明かりを見上げていた。

　吠ほえもしない、尻尾しつぽを振りもしない、ただせわしない呼吸を繰り返しながら、じっと街灯が落とすぼんやりとした光の輪の中に立ち、悪夢のような緑色に輝く瞳ひとみを、アパルトマンの窓からもれる明かりに向けている。

　やがて仔犬は、ひたひたと静かな足音を引き連れて、雨の中をいずこかへと去っていった。
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　ゆうべは気づかなかったが、この部屋の窓からは風車が見える。

　現在のパリ一八区――モンマルトルは、かつてはああした風車がいくつも立ち並び、なだらかな丘きゆう陵りよう地帯に一面のブドウ畑が広がるのどかな田園だった。そんなパリ郊外の都市化が急速に進んだのは、一八〇〇年代の再開発によって、パリの中心部から追われた市民たちが移り住んできてからのことだという。

　ひさしぶりにシャワーを浴びて念入りに身体を磨みがき、ふかふかしたベッドでぐっすりと眠ったルテティアは、開け放たれた窓から流れ込んでくるバイオリンの音色で目を醒さました。すべてを忘れて聞きき惚ほれるほどの名演奏ではないけれど、ＢＧＭとしては悪くない。

　ルテティアがベッドの上で大きく伸びをしていると、買い物に出ていたらしいジルベールがちょうど戻ってきた。

「おはよう、ルテティア。よく眠れたかい？」

「木の上やトラックの荷台よりはね」

「これまでそんなところで夜を明かしていたの？」

「もっとひどいベッドもあったけど」

「若いのに苦労してるね」

　大おお袈げ裟さに肩をすくめたジルベールは、かかえていた麻の買い物袋をルテティアに差し出した。

「――これ、きみの着替え。古着屋でいろいろと買ってきたよ。少しサイズが合わないかもしれないけど、きみがゆうべ着ていた服はもう洗っちゃったし、第一、男物だったからね」

「……わざわざどうも」

　買い物袋の中身を一いち瞥べつし、ルテティアは引きつった笑みを浮かべた。ジルベール自身の服のセンスが今ひとつということを思えば当然だが、彼がこうしてチョイスしてきたルテティアの着替えもまた、今ひとつとしかいいようがない、微妙なセンスのものばかりだったのである。

　もっとも、当のジルベールはルテティアの軽い落らく胆たんに気づくことなく、キッチンに立って遅めの朝食の準備を始めた。いい匂いのするクロワッサンにナイフを入れて、そこにレタスやトマト、ハムやチーズを手早くはさみ込んでいく。ずいぶんと手て馴なれたその様子が、ジルベールのひとり暮らしの長さを物語っているようだった。

「――そういえば一番怖いことを聞いてなかったな」

「怖いことって？」

「きみ――やっぱりすごく食べるよね？」

「ふつうの人間よりはね」

　ウォーライクという存在は、人間と似て非なるその命をつなぐために、人間よりもはるかに莫ばく大だいなエネルギーを必要とする。端的にいえば、みな大食らいなのである。

「やっぱりそうか……ぼくも小食なウォーライクって会ったことないしなあ」

　苦笑混じりにぼやきながら、ジルベールは大量のクロワッサンサンドを作り続ける。どこの大家族の朝食かと思うほどの量を作って、それでもまだナイフを手放さない。

　安さと丈夫さを最優先したとしか思えない、デザイン的には特に見るところのない服をベッドの上に広げ、どういうコーディネイトをすれば一番見栄えがよくなるか、ひとり静かに涙ぐましい努力をしていたルテティアは、あちらはあちらで努力を続けているジルベールを一瞥し、淡々といい放った。

「……でもわたし、そんなには食べないわよ？」

「え？　本当？」

「代わりに甘いものが食べたいわ」

「甘いものって？」

「甘いものは甘いものよぅ。ケーキとかチョコレートとか、あとはフルーツとかぁ」

「もしかしてきみ、すごい偏へん食しよく？」

「逆に聞くけど、ウォーライクにとっての正しい食生活って、カロリーを大量に摂取する以外に何かあるの？」

「……それをいわれると返す言葉がないな」

　頭をかきながら、ジルベールは小さな冷蔵庫から赤く熟したリンゴを取り出し、しょりしょりと皮を剝むき始はじめた。

　パジャマ代わりに借りたシャツを脱ぎ、ジルベールが買ってきた古着のワンピースを頭からすっぽりと引っかぶったルテティアは、ふと思いついた疑問を口にした。

「――アナタ、絵を描いて生活してるっていってたけど、どこかの画が廊ろうに売り込みにいくの？」

「いきなり持ち込んだ絵が高値で売れるなんて、まずありえない話だよ。……このモンマルトルで絵描きが絵を売るといったら、テルトル広場に決まってるだろ？」

「そうなの？」

「観光客相手に絵を売ったり、似顔絵を描いたり……まあ、華々しいビジネスの世界には縁遠い画家たちが、日がな一日のんびりとしているところさ」

「ふぅん……」

　ルテティアがこのパリに着いたのはきのうの朝、モンマルトルにやってきたのはもう日が暮れる頃だった。だから、観光地としてのモンマルトルの姿をルテティアはまだ知らない。

　ルテティアは裸足はだしのままベッドを降りると、リンゴをフォークに刺して口に運び、ジルベールの横顔を見上げた。

「――そこに絵を持っていけば売れるのね？」

「いや、かならず売れるとは――」

「とにかくそこで売るんでしょ？　持っていかなきゃ売れないんでしょ？　なら持っていくしかないじゃない」

「……正しいね。きみのいうことは実に正しい」

「判ったらさっさと食べて、さっさと商売に行くわよ！」

　もりもりとリンゴをほおばり、ジルベールを急せかすルテティア。ジルベールは困こん惑わくの表情でクロワッサンサンドをかじりながら、

「急にどうしたんだい、きみ？」

「どうしたじゃないわよ」

　ルテティアは白いワンピースの裾をつまんで大おお仰ぎように嘆たん息そくした。

「ぜんっぜん可か愛わいくない！　もっと可愛いオシャレな服を買うの！　そのためにはアナタにもっと稼かせいでもらわないといけないでしょ？」

「ぼく、そういう贅ぜい沢たくは……」

「贅沢じゃないわよ、女の子にとっては最低ライン」

「うーん……その主張はありだとしても、どうしてぼくがそれに協力しなきゃいけないのか、よく判らないんだけど――」

「まだろくに世間てものが判ってないわたしに、いきなり稼げっていうわけぇ？」

　ゆうべのジルベールの言葉をそのまま突き返し、ルテティアはシャワールームと一体化した洗面台に向かった。
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　テルトル広場で絵を広げる画家たちが、雨が降っているわけでもないのになぜみんなパラソルを立てているのか、ルテティアにはよく判らない。直射日光が絵によくないのかもしれないが、わざわざジルベールに問いただして長々とした説明が返ってくるのも面倒だった。おそらくジルベールは、ルテティアが少しでもそうしたことに興味をしめせば、大喜びであれこれ説明してくれるのだろうが、実際ルテティアは、そこまで絵に興味があるわけではない。

　だからルテティアは、ことさらジルベールに話しかけるわけでもなく、ただぼんやりと膝をかかえて、ジルベールの隣にしゃがみ込んでいた。

　一方、肝心のジルベールはといえば、観光客相手に売り込みの声をかけるわけでもなく、さりとて似顔絵を頼まれることもなく、イーゼルを立ててのんびりと遠くの風景をスケッチしている。

「…………」

　ルテティアは広場にやってきた人々の流れにあらためて目をそそいだ。

　確かに地元の人間とおぼしい人よりも、観光客らしき人々の姿が目立つ。あとはその観光客相手に商売をしようとする人々。少なくともジルベールのような人種――人間以外のモノが混じっている様子はない。

「ぼくと同じような芸当を使えるウォーライクはそうはいないと思うよ」

　まるでルテティアの胸中を読み取ったかのように、ジルベールはキャンバスを見つめたまま呟いた。

「だから、この人混みの中にほかのウォーライクがまぎれ込んでいる可能性はまずないと考えていい。……きみ、それを警戒しているんだろ？」

「……まあね」

「そこは安心してくれていいよ。このへんにほかのウォーライクがいないと判っているからこそ、ぼくもこうして平然と外出していられるのさ。もしほかの同類に見つかる可能性があるなら、ぼくが真っ先に逃げ出してるよ」

「あまりいばれることじゃないし」

　自分の臆おく病びようさを誇ほこるかのごときジルベールのセリフに、ルテティアは呆あきれ顔がおで溜ため息いきをついた。

　しかし、ほかのウォーライクと遭そう遇ぐうしたらとにかく逃げろというジルベールの言葉には、確かに傾けい聴ちようの価値がある。さしたる力を持たない今のルテティアでは、攻撃的なほかのウォーライクに見つかったが最後、恰好の餌え食じきにされてしまうだろう。事実ルテティアも、イギリスにいた頃は何度かそういう生命の危機に瀕ひんした経験がある。

　そうしたことを思えば、同類でありながらルテティアを〝食料〟と見なさないジルベールのようなウォーライクは、なかなかに稀け有うで、またありがたい存在でもあった。少なくともジルベールのもとにいる間は、それなりに自分の身も守れるし、寝る場所や食事の心配もせずにすむからである。

　それにしても――と、ルテティアは思う。身の安全がひとまず確保された少女の身勝手さは、すでに別の方面へと向けられていた。

「……本当に売れないわねぇ」

「ん？　何かいったかい？」

　ルテティアの呟きに、ジルベールは小首をかしげて振り返った。

「アナタの絵、ぜんぜん売れないじゃない」

　カバンに立てかけて並べていたジルベールの絵は、昼前から一枚として売れていなかった。立ち止まって絵に見入る人間はいても、買おうとする人間はひとりもいない。

　ルテティアはジルベールを見上げて鼻を鳴らした。

「――きのうは全部売れたって、あれ、ウソじゃないのぉ？」

「ウソじゃあないんだけどなあ」

「ならどういうことなのよ？」

「そこはあれさ、漁と同じで売れる日と売れない日があるんだよ。――きょうは売れない日だねえ、どうも」

「アナタ何いってるわけ？」

　あまりに他ひ人とごとのようなジルベールの口調に腹が立ち、ルテティアは憤ふん然ぜんと絵を片づけ始めた。

「おい、ルテティア、いったい何を――」

「いいからほら、帰るわよ！」

「か、帰るって……？」

「ここでこうしててもムダよ、ムダでしょ？　だって絵が売れないんだもん。アパルトマンに戻ってリンゴでもかじってたほうがいいわ。おなかも空きっぱなしだし」

　勝手にスケッチ道具まで片づけたルテティアは、戸と惑まどい顔がおのジルベールの腕を引っ張って歩き出した。

　大きなカバンを提さげて人混みをすり抜けながら、まるで年下の子供をさとすような口調で、ルテティアはくどくどといった。

「――アナタ、謙けん遜そんって言葉知ってる？」

「そりゃまあ……うん」

「わたしはね、アナタが自分で売れない画家だっていってたのを、多少の謙遜が混じったセリフだと思ってたの。――でも現実は違ってた！　謙遜なんか一ポンドも混じってなかった！　アナタは売れない画家じゃないわ、ぜんぜん売れない画家よ！」

「……返す言葉がないね。きみのいっていることは実に正しい」

「それが他人ごとみたいだっていってるの！」

　間違いなくルテティアより人生経験豊富なはずなのだが、どうもジルベールには、経済的な意味での危機感が欠けつ如じよしているようだった。その呑のん気きさが許せなくて、ルテティアは反射的にジルベールの肩をひっぱたいた。

「――アナタ、よくこんなありさまで今まで生きてこられたわね？　っていうか、よく画家だなんていえたわねぇ？」

「うーん、画家になるには別に免許もいらないしなあ……ま、お金がないのはいつものことだから」

「いつもじゃ困るわよ！　収入がないのにどうやって食べていくわけ!?」

「何とかなるよ。これまでだって何とかなってきたんだし」

「――――」

　怒りや苛立ちを通り越し、ルテティアは激しい脱力感に襲われた。

「……一応参考までに聞くけど、アナタ、今の部屋の家賃を滞納してるなんてことはないわよね？」

　もしそんな事態におちいっていたとしたら、せっかく確保できたはずの安住の場から叩き出されないともかぎらない。毎日毎食、甘くてジューシーなフルーツを食べるどころの話ではなかった。

「いやぁ、それはないよ。あそこのオーナーは、旦だん那なさんに先立たれてずっとひとり暮らしをしているおばあさんだからね。彼女のささやかな暮らしを守るためにも、家賃はきっちり毎月手渡しで払ってる。――ただ」

「ただ？　ただ何なのよ？　何かあるの？　あるのね？」

「近くガスが止められるかもしれない。ずっと料金を払っていないんだ」

「ガスが止められたら熱いシャワーが出なくなるじゃない！」

「シャワーのお湯がぬるくても死にはしないよ」

「ぬるいお湯じゃないでしょ、水よ、水！　水しか出なくなるんでしょう？」

「そうともいうけど……だけどほら、水浴びだと思えばどうってことないよ。もう春だし、死にはしないから大丈夫」

「アナタねえ――」

　この楽天的な男に何をいっても今は無意味だろう。ルテティアはがっくりと肩を落とし、まるでゴルゴダの丘へと引き立てられていくキリストのような重い足取りで、アパルトマンへと続く石畳の坂を登っていった。

「――あれ？」

　ずっと鼻歌混じりのいい気分で歩いていたジルベールが、何かに気づいたように小さな声をあげた。

　つられてルテティアが視線を上げると、いくぶん褪あせたような白い漆しつ喰くい塗ぬりの古風なアパルトマンの前に、背の高い男が立っていた。マロニエの枝葉がおだやかな影を落とす路上に立ち、だらしなく伸びた黒髪をわしわしとかき混ぜながら、どうやら玄関の上に並んだ窓を見上げているらしい。

　ルテティアはジルベールの袖を引いてすぐそこの細い横道に身を隠した。

「……あからさまに怪しいわね」

「あの男の人が？」

「見るからに挙動不審じゃない」

「だけど、少なくともウォーライクじゃないよ、彼は。翼が見えないし、ぼくみたいに〝手品〟で隠してるわけでもない。彼はただの人間さ」

「だとしても、怪しいヤツには変わりないでしょ？　もしかしたら、ゆうべわたしを追い回してたチンピラたちの仲間じゃない？　そういえば何となく、あんな感じの男がいたんじゃないかって気がしてきたわ」

「そういう根拠のない決めつけはよくないなあ。きみの考えすぎだよ」

　そういって、ジルベールは何ごともなかったように横道を出ていこうとする。ルテティアは慌あわててそれを制し、貧乏画家の手から大きなカバンを奪い取った。

「いいからアナタはここで見てて！」

「え？　いったい何をする気なの、ルテティア!?」

「あんな奴やつら、群れてさえいなきゃ――」

　ウォーライクとしてはまだまだ未熟なルテティアだが、それでも彼女の身体能力はそのへんの成人男性を軽く凌りよう駕がしている。ウォーライクはまずウォーライクであるというだけで、人間よりも一段階高いところに位置する生物だといえるのかもしれない。

　その常識はずれな身体能力をフルに活用し、ルテティアはほとんど音を立てることなく一足飛びに男の背後に肉薄すると、革張りのカバンを両手で摑つかんでぐわっと大きく振りかぶった。

「いけない！」

　少女の暴挙を止めようとしたのか、それとも男に注意をうながそうとしたのか、ジルベールが咄とつ嗟さに声をあげる。それを耳にした男が振り返った時には、すでにルテティアは、男の脳天めがけてカバンを振り降ろしていた。

「――このっ！」

　ルテティアの力で殴りつければ、大の男でも脳のう震しん盪とうを起こすだろう。

　しかし、男はその不意討ちを身をひねってかわすと、少女の右の手首を取って足を引っかけ、ルテティアの身体を宙に舞わせた。

「きゃ――!?」












　ルテティア自身のいきおいをうまく利用した、合気道にも似た投げ技だったが、いずれにしてもルテティアには、自分の身に何が起こったのか理解できなかった。摑まれた手を中心に、少女の爪つま先さきが大きな弧こを描いて宙を舞い、そのまま石畳に背中から叩きつけられる。

　――いや、叩きつけられる寸前で、男は体操の補助をするようにルテティアの身体に手を添え、きちんと両足から着地させていた。

「…………」

　カバンを取り落とし、しばし全身を硬こう直ちよくさせて立ち尽くしていたルテティアは、ゆっくりと男を振り返った。

「初対面の美少女に、いきなりデカいカバンでブン殴られるような真ま似ねをした覚えはないんだが……誰かと間違えてるんじゃないか、マドモワゼル？」

　そういってにやりと笑った男は、黒い瞳に黒い髪の、明らかに東洋系の顔立ちをしていた。男が使うフランス語にも、どこかおぼつかない不慣れさが感じられる。どう考えても、ゆうべルテティアを追いかけ回していた連中とは無関係のようだった。

　素直にあやまることもできず、ただじっと男の顔を見上げているルテティアのところに、ジルベールが駆け寄ってきた。

「どうもすいません。妹がとんだ失礼をしてしまって――」

　ジルベールは男に軽く頭を下げた。ルテティアのことを自分の妹だといったのは――正直なところ、兄妹としてはまったく似ていないが――それが一番説明が面倒ではないと思ったからだろう。

「女の恨うらみを買うのは慣れてるよ。別に腹も立たないさ。むしろ俺おれのほうがこの子に怪け我がをさせなくて何よりだった」

　男はにやりと唇を吊り上げ、ルテティアに向かってウインクしたが、ルテティアは頰ほおをふくらませてぷいっとそっぽを向いてしまった。

　いきなり殴りかかった自分が悪いのはルテティアにも判っている。が、どことなく軽薄そうなこの男に――ただの人間に、逆にたやすく投げられてしまったという事実が、ルテティアの態度を硬化させていた。

　ルテティアがまた暴走することを警戒しているのか、さりげなく少女と男の間にポジションを取りつつ、ジルベールは男が肩からかけていた大きなバッグを一瞥した。

「日本人？　パリには観光で？」

「日本人は正解。でもあいにくと観光じゃない。金のない旅でも、観光だったらもっと気楽でいられたかもしれないんだがね。――人を捜してるんだ」

　男はかたわらのアパルトマンをちらりと見上げ、それから手にしていた一枚の古い絵葉書を振った。

「――あんたはここの住人なのかい？」

「ああ。ぼくはジルベール、この子はルテティア」

「あんたが正直者で助かるよ」

　男は目を細め、絵葉書の絵が描かれている面をジルベールに向けて差し出した。

「――？」

　ふたりのやり取りをむっつり顔のまま見守っていたルテティアは、その瞬間、ジルベールが眉み間けんに深いしわを刻んだことに気づいた。

「この絵葉書はあんたのお手製だろう、ムッシュ？」

「……そうかもしれない。はっきりと覚えていないけど」

「差出人はあんた、住所はこのアパルトマンになってるぜ？　この葉書だけを頼りに、はるばるやってきたんだよ、俺は」

「ぼくがきみに葉書を出したことがあるって？　確か初対面だと思うけど――」

「こいつを受け取ったのは俺じゃない。おれの兄貴さ」

　男は大きなバッグの中に葉書をしまい込み、代わりに小さな写真を取り出した。

「何年前のことかは知らないが、俺の兄貴はここであんたと会ってるはずなんだ。……この男だよ」

「――――」

　ジルベールが受け取った写真を、ルテティアも背伸びをして覗き込んだ。

　眼鏡めがねをかけた日本人の男性が、幼い少年を抱いた女性と並んで写っている。家族のポートレートかもしれない。眼鏡の男はひどく生き真ま面じ目めそうな顔をして立ち尽くしていたが、その顔立ちは、目の前にいるこの日本人とどこか似ているようにも思えた。

「……先生プロフエスール」

　写真を見つめていたジルベールが、ぽつりともらした。

「知ってる人なの、ジルベール？」

　ルテティアのその問いには答えず、ジルベールは男に尋ねた。

「きみは……プロフェスールの弟さんなのか？」

「正確には教授じゃなくて準教授なんだがね。……ま、わりと年は離れてるが、確かに俺はプロフェスール・ミヤモトの弟だよ」

「きみが捜しているというのは、プロフェスールのことなのかい？」

「ああ。……八年前にフランスから葉書が届いたのを最後に、ずっと連絡が取れない」

「……彼がここに来たのもそのくらいだったかな」

「そのあと兄貴はドーバー海かい峡きようを渡ってイギリスに向かい、アイルランドまで行ったことは判った。だが、そのあとの行方ゆくえはいまだに判らない。――どんなことでもいい、何か知らないか？」

「きみは――」

　そこでいったん言葉を区切り、ジルベールはうつむいた。薄い唇を嚙かみ締しめ、思案顔で何度か溜息をついてから、意を決したようにふたたび顔を上げる。

「きみは、プロフェスールがどういう研究をしていたか知っているのかい？」

「ああ」

　ジルベールの問いを予想していたのか、男は即座にうなずいた。

「だから、あんたの正体を聞かされても、いまさら驚いたりはしないぜ」

「…………」

　ルテティアは目を丸くした。ジルベールとこの男がいったい何の話をしているのか、何となく理解できたからである。

　ジルベールは少しさびしげな笑みを見せ、男に向かって右手を差し出した。

「力になれるかどうかは判らないけど――ようこそパリへ」
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　男は宮みや本もと頼より通みちと名乗った。

　ルテティアには発音しづらい名前だったので、勝手に心の中でミッチーと呼ぶことにした。

　部屋に戻ってきてからずっと、ジルベールと頼通は、額ひたいを突き合わせて何か話し込んでいる。といっても、別にふたりがルテティアをのけ者にしているわけではない。ルテティアがふたりから離れてベッドの隅に腰を降ろしているのは、彼らの話にあまり興味がないからだった。

　そもそもルテティアには、ふたりが何を話しているのかがちゃんと聞こえていた。それもまた、人よりすぐれた五感を有するウォーライクならではの芸当といえるだろう。だから、ふたりの会話の内容がほとんどルテティアの意識に残らないのは、真実その話に興味がないからである。

「…………」

　ルテティアはベッドの上で膝をかかえ、思い出したようにしょりしょりとリンゴをかじっている。もっとダイレクトに甘いものが食べたかったが、この部屋にはリンゴ以上に甘いものが料理用の砂糖しかない。さすがにルテティアも、砂糖をなめて空腹感を癒いやす気にはなれなかった。

「……確かにプロフェスールはここへ来たよ。ぼくがここに引っ越してきてすぐの頃だったかな」

　ぼんやりと天てん井じようを見上げていたルテティアは、ややトーンの変わったジルベールの声に視線を降ろした。

「それにしても、ぼくがいうのも何だけど、彼はずいぶんと変わり者だね。こんなことを研究しても、まともな学者たちは相手にしてくれないだろうに」

「できれば八年前にそういって諫いさめてやってほしかったな」

　椅い子すをきしませ、頼通はオーバーなアクションで肩をすくめた。

「――そうすりゃ俺が苦労することもなかった」

「ぼくはちゃんといったさ。これ以上深くまで踏み込むと、場合によってはとんでもないことになるかもしれないってね。……でも、妖よう精せいに魅み入いられた人間が途中で引き返すのは、なかなか難しいことらしい」

　ゆうべとどう違うのかルテティアにはまったく判らない安いコーヒーをすすり、ジルベールは申し訳なさそうにいった。

「妖精に魅入られる、か……。俺もやばそうかい？　結局、兄貴のあとを追って同じ藪やぶの中に踏み込んじまってるけどさ？」

「どうだろうね。きみはまだ魅入られてはいないと思うけど」

「そうか。当の妖精さんからのお墨すみつきならひとまずは安心かな」

　やに下がった笑みを浮かべ、頼通はコーヒーを飲み干した。

　宮本頼通が捜している行方不明の実兄は、妖精――ウォーライクについて調べていた学者だという。正直、その男の行方などどうでもいいことだったが、ロード以外にウォーライクの存在を知る人間が――おまけに大真面目にウォーライクを研究している学者が――いるという事実は、ルテティアにとっては小さな驚きだった。

「――でも、きみもよくプロフェスールの研究を信じる気になったね？」

「いや、兄貴がこういう素すっ頓とん狂きようなことを研究してるって最初に知ったのは、俺がまだガキの頃だったけど、その時はぜんぜん信じてなかったぜ？」

「だろうね」

「でもまあ、俺も兄貴と同じ道に進んで、兄貴が残した資料なんかにひと通り目を通すと、これがまるっきりの夢物語じゃなさそうだって判ってきたんだよ。だからここ数年は、俺なりに兄貴の資料の信しん憑ぴよう性せいを検証してきた」

「じゃあ、実際にウォーライクに会ったことも？」

「きょうが初めてってわけじゃないんだが……ただ、まともに相手をしてくれたのはあんたが初めてだ。これまでの連中は、俺が何を調べてるか口にしたとたんに逃げ出しやがった」

　そういって頼通は苦笑した。

「……実は兄貴には息子むすこがひとりいるんだ」

「ああ、さっきの写真の子かい？」

「もうずいぶんとデカくなったけどな。――その息子は、自分の父親が何の研究をしていたのか知らないんだ。できれば、俺もあいつには何も知らないままでいてもらいたいと思ってる。さっきの魅入られるがどうのって話じゃないが、確かに何の覚悟もなしにかかわっていい存在じゃないだろ？　その……あんたらウォーライクってのは？」

　頼通のいう〝あんたら〟の中には、たぶんルテティアも含まれているのだろう。ルテティアもまたウォーライクなのだということは、すでにジルベールの口から打ち明けられていた。

「もしかしたら、兄貴はもう死んでるのかもしれん。けど、兄貴がどこで何をしていたのか、どうやって死んだのか、それがはっきりしなきゃあ残された家族は先に進めないんだよ。……だから俺は兄貴の足跡を捜してるんだ。もちろん、ウォーライクってものに対する興味もあるがね」

「やっぱりきみも手遅れかもしれないな。ふつうの世界に引き返すには、もう深入りしすぎている」

「だとしても後こう悔かいはしないよ。誰のものでもない、俺の人生だからな」

　堂々とうそぶき、頼通は窓の外を見やった。

　つられて同じほうに視線を転じたルテティアは、茜あかね色いろに輝く夕空のまばゆさに目を細めた。あしたもきょうと同じようによく晴れるのだろう。

　サクレ・クール寺院の鐘かねが遠く鳴り響き、それに唱しよう和わするかのように、カラスたちが夜の間近いことを鳴き声で告げていた。
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　きのうの目醒めはわりと最高に近かった。

　だが、きょうのそれは最悪に近かった。

「…………」

　ベッドの上に身を起こしたルテティアは、ずきずき痛むこめかみを押さえたまま、部屋の中を見回した。

　ルテティアにベッドを奪われソファで寝起きしているジルベールは、ひと足先に起きていたのか、すでにソファにその姿はなく、代わりに綺麗にたたまれた毛布だけが置かれていた。たぶん、あとから起きてくるルテティアのために、フルーツか何かを買いに出かけているのだろう。

　――だから、そのことはまあいい。

　問題は、ルテティアが寝ていたベッドのすぐ下に転がっていた青い物体である。

　何度も目をこすり、ルテティアはそれを見てみた。

　しかし、何度見返しても、それは寝袋に包まれた東洋人の男にしか見えなかった。

　ルテティアの心の中ではミッチー――確か宮本頼通という名の日本人だった。

　なぜこの男がここに寝ているのか理解できず、ルテティアは必死に昨夜の記憶を絞り出そうとした。

　頼通が奢おごってくれるというので、三人で近くのビストロに行き、空腹だったこともあって、店の主人が顔色を変えるほど甘いものばかり注文していたことまでは覚えている。だが、カクテルに手を出し始めてから先の記憶が、どうにも曖あい昧まい模も糊ことしていて思い出せない。

「……うー……」

　頭がずきずきと痛むのは、おそらくその時に飲んだアルコールのせいだろう。酒を飲んだのは初めてではなかったが、これほどひどい二日酔いになったことは一度もない。つまり、それだけ暴飲したということだろう。

　とにかく冷たい水で顔を洗いたくて、ルテティアはほとんどよろめくようにしてベッドを降りた。

「ぐあ!?」

　気持ちよさげに眠っていた頼通を踏みつけてしまったような気もしたが、正直、今のルテティアには他人を気遣っていられる余裕がない。男がもぞもぞと起き出してくる気配を背中で感じながら、ルテティアはシャワールームに入った。

「あうー……」

　身をかがめてシャワーの下に頭を差し出し、ざばざばと顔を洗う。冷たい水流が後頭部を打ち、シャツの襟えりもとが水を吸って変色し始めたが、それも今はさして気にならなかった。

「――可愛げのないパンツが丸見えだぜ、マドモワゼル？」

「！」

　不意に後ろから飛んできた声に、ルテティアははじかれたように身を起こし、自然とずり上がっていたシャツの裾を両手で引き下げた。

「二日酔いのつらさは判らんでもないが、人を踏みつけていくのはひどいな」

「あ、アナタ――」

　ルテティアが慌てて振り返ると、長い黒髪をわしわしとかき混ぜながら、大あくびをする頼通がそこに立っていた。

「シャワーはもういいのかい？　だったら交代してくれないか？　俺もまだゆうべの酒が抜けてないんだ」

「どっ、どうして――」

「どうして？　どうしてってのはどういう意味だい？」

「どうしてアナタがここにいるのよ!?　ホテルに戻るんじゃなかったの？」

「俺はきのうパリに着くなりここへ直行してきたんだ、ホテルなんかハナっから予約してないよ。どこかの安宿にもぐり込めればそれでいいかなと思ってたしな」

「じゃあそうすればよかったじゃない！」

「……覚えてないのか？」

「何を!?」

「ブッ潰つぶれたきみをこの部屋まで背負って帰ってきたのは俺だぜ？」

「え……？」

「日本と違って、こっちは高校生くらいの子供でもアルコールＯＫなんだな。……だけど、だからといってあれは飲みすぎだろ？　クレームブリュレを肴さかなに甘ったるいカクテルを飲むような子には、さすがの俺も初めてお目にかかったよ」

「う、噓うそ……！」

　ひんやりとしたタイルの壁に寄りかかり、ルテティアは頰をひきつらせた。

　しかし、いわれてみればけさは何となく腹が満たされているというか、あまり空腹感を感じない。思う存分甘いものを食べて飲んで、それからまだ数時間しかたっていないというのなら、この充足感も当然だろう。

　少しずつ鮮明になっていく記憶に呆然とするルテティアを、さりげなくシャワールームから押し出し、頼通は代わりに自分が中に入ってドアを閉めた。

「――そうそう、ジルベールなら買い物に出かけたぜ」

　ドア越しに聞こえてきた頼通の声に顔を上げ、ルテティアは溜息をついた。いきなり頼通がこちらの部屋へ顔を出したりできないよう、シャワールームのドアの前にソファを移動させ、濡れたシャツを脱いでワンピースに着替える。

「……それで、アナタはいつまでここにいる気なの？」

「さてね」

「は？」

「予定ではパリにしばらく滞在したあと、カレーを回ってイギリスに渡ろうと思ってたんだが、こうしてコミュニケーションの取れるウォーライクに会えたんだ、どうせならもっといろいろと話を聞きたいしな」

「ちょっと……ありえない、ありえないわ」

　脱いだシャツで髪を大おお雑ざつ把ぱにぬぐい、ルテティアはベッドの端にへたり込んだ。

「アナタもしばらくここに厄やつ介かいになるってことぉ!?　そんなの無理！　この部屋にこれ以上住人が増えるなんて無理よ、無理！」

「そんなことないだろう？　現にゆうべは三人でうまく棲すみ分わけできてたし」

　シャワーの水音に混じって呑気な鼻歌が聞こえてくる。ジルベールとは別の意味で、頼通もまた楽天的な男なのだと察したルテティアは、カッとなって頼通のバッグを蹴け飛とばそうと立ち上がり、しかし絶妙のタイミングでこめかみを直撃した疼とう痛つうにめまいを覚えて、そのままへなへなと仰あお向むけに倒れてしまった。

「うううう……」

「聞けばあんたも前の日にここへ転がり込んできた居い候そうろうだって話だしな。ちょいとせまくなるかもしれんが、困った時はおたがいさま、仲よくやってこうぜ、マドモワゼル」

「…………」

　もはや頼通の言葉にいい返す気力もなく、ルテティアは頭をかかえてふたたびベッドにもぐり込んだ。

　もう一度寝て、そして次に目醒めた時には、この頭痛も声の大きな東洋人も、綺麗さっぱり消えていればいいのにと、ルテティアはぎゅっと目をつぶってそう念じた。
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　ジルベールが買ってきたキッシュとワインで、もはやランチと呼ぶにも遅すぎるきょう最初の食事を軽くすませたあと、ジルベールは半分くらいまで白ワインが入ったショットグラスをふたつ、テーブルの上に置いた。

「――ぼくたちの事情を知るヨリミチが現れたからというわけじゃないけど、ちょうどいいから教えておくよ」

「何をだい？」

「ぼくたちの〝血〟――〝魔性の血エルフインブラツド〟のことをね」

　ジルベールは小さなナイフで自分の指先に小さく傷をつけると、数滴の血を絞しぼってグラスのワインの中にしたたらせた。

「――――」

　赤い雲のようにむわりと拡散し、薄まっていく血をじっと見つめていた頼通に、ジルベールがいった。

「ヨリミチ、飲んでみて」

「これを？」

「ああ。――プロフェスールがどこまで書き残していたかは知らないけれど、ぼくたちウォーライクが戦う場合、たいていはロードの資質を持った人間の手を借りることになる。そして、ただの人間を一時的に超人に変えるのが、このぼくたちの血なんだ。一種のドーピング剤だと思っていれば間違いないよ」

「これがか……？」

　眉間にくっきりとしたしわを刻み、頼通はグラスをかざして見つめた。

「まあ試しに飲んでみてよ。研究の一環だと思って」

「ま、毒じゃないってんなら別にいいけど」

　ほとんど躊躇することなく、頼通は血の混じったアルコールを一気にあおった。

「…………」

　ルテティアとジルベールが見守る中、頼通は胸を押さえて首をかしげた。

「……俺、何か変わったか？」

「それはぼくが聞きたいよ。どう、飲んだ感じは？」

「いや、これといって特に――本当に効きき目めあるのかい？」

「万人に効果があるわけじゃないからね。相性ってあるんだよ。……要はぼくとヨリミチの相性がよくないってことさ。あいにく、ヨリミチじゃぼくのロードにはなれないみたいだね」

　そう解説するジルベールが、自分に向かってナイフを差し出していることにルテティアは気づいた。

「え？　何？」

「ほら、きみも」

「わたしもって――」

「もしかしたらきみとヨリミチの相性はいいかもしれない。いざという時、ロードになってくれる人間が近くにいるのはいいことだよ」

「この人がわたしのロード？　ないわよ。ありえない。絶対に選ばないし」

「だとしても、彼にエルフィンブラッドの効果を知ってもらうために、ちょっと協力してくれないかな？　指先を切るのがいやなら、より自然なやり方でやってくれても別にかまわないけど」

「――――」

　どこか悪戯いたずらっぽく笑うジルベールに、ルテティアは顔を真まっ赤かにした。ウォーライクが自分の血をロードに分けあたえるには、たいていの場合、キスによる口移しによるしかないのである。

　それよりはと、ルテティアはナイフをひったくり、指先をぷちりと突いた。

「ウォーライクがロードを選ぶ場合、何か儀ぎ式しきみたいなもんをするのかい？」

　少女の血がひたりひたりとしたたるのを見ながら、頼通がジルベールに尋ねる。

「いや、特にそういうものはないね。……きみたち人間にとってはいい迷惑かもしれないけれど、ロードに選ばれる人間のほうにはいっさいの選択権はないんだよ。ウォーライクが一方的に選ぶだけなんだ。極端な話をすれば、本人が気づかないうちにいつの間にかロードに選ばれているということもありえるね」

「マジかよ？」

「もちろん、実際に武器を取って戦うのはロードのほうだから、ちゃんと事情を話して本人の協力を取りつける必要はあるけどね。それに、今見せたように相性の問題もあるから、誰でも好きな人間をロードに選ぶというわけにはいかないんだ」

「はい、これでいいでしょ？」

　血のにじんだ指先を口にくわえ、ルテティアはショットグラスを男たちのほうへ押し出した。

「美少女の生き血か……何やら猟りよう奇き的てきな響きがあるねえ」

　頼通はふたたびグラスを傾け、ワインを一気に干した。

　ルテティアは興味のないふりをしながら、さりげなく頼通の変化を見守った。

　これまでひとりとしてロードを選んだことのないルテティアは、当然のことながら、人間がエルフィンブラッドを飲んで超人化するところを見たことがない。自分たちの血が人間をどう変えるのか――ウォーライクのパートナーとなるべきロードがどれほどの力を持っているのか、そこに興味があった。

「……なあ」

　ショットグラスを置いた頼通は、口もとを押さえて怪訝そうに眉をひそめた。

「やっぱり何も変わらないんだけど」

「気分はどう？」

「ちょっと身体が熱くなったような気がするといえばする……かな？　でも、これならそれこそ強い酒をひと息に飲み干した時のほうがカ～ッと来るぜ？」

「……どういうこと、ジルベール？」

　肩透かしの結果に、ルテティアは指先の傷口をなめながら、年長のウォーライクをじとりと睨にらんだ。

「いや、実はこうなるんじゃないかとは思ってたんだ」

　ジルベールは悪びれることなくグラスを片づけ始めた。

「ロードが自分と相性のいい人間と出会う確率というのはそのくらい低いんだよ。……だいたい、もし本当にヨリミチがぼくやルテティアのロードになれる資質を持っていたら、きのう出会った瞬間に判っていただろうからね」

「…………」

　膝をかかえていたルテティアは、ジルベールのその言葉に、自分の考えは正しかったのだと再確認した。ウォーライクとロードの出会いは激しい恋に似ている。出会えば一瞬でそれと判るのだ、と。

「――期待して損しちゃった」

　ルテティアはベッドから降りると、大おお股またでシャワールームに向かった。

「アナタたち――っていうか、特にそっちのオジサンにいっておくけど、絶対に覗かないでよね？」

「え？　俺？」

「そうよ！　ジルベールがここに置いてあげるって約束したんじゃ仕方ないけど、もし覗きなんかやらかしたらすぐに叩き出してやるから！」

　きょとんとしている頼通にべ～っとピンク色の舌を出し、ルテティアはシャワールームに引っ込んだ。

「あ、ちょっと、ルテティア――」

　食器を洗っていたジルベールが何かいいかけていたが、ルテティアはさっさとドアを閉め、ワンピースと下着を脱いでシャワーのバルブをひねった。

「――！」

　次の瞬間、ルテティアは声にならない悲鳴をあげてシャワールームから飛び出した。

「ちょっ――みん、みみ、みっ、水！　み、水がっ！」

「はあ？」

「ジルベール！　ガス切ったでしょう!?　どっ、どうしてそういうことするのよ!?」

　すぐにお湯が出ると思っていたのに、ルテティアが頭から浴びてしまったのは完全な冷水だった。お湯が出るのを確認もせずに浴びようとしたルテティアも迂う闊かつだったが、こっちがシャワールームに入るタイミングでガスを切るなんて、悪質なイタズラ以外の何物でもないだろうに――と思う。

　ルテティアはほとんどダイブするようないきおいでベッドに突っ込み、毛布をかぶって身体を丸めた。

「別にガスを切ったわけじゃないんだけど」

　毛布の中からカメのように顔だけ出したルテティアのところに、苦笑しながらジルベールがバスタオルを持ってきた。

「――きのうもいったと思うけど、しばらくガス料金を払ってなかったんだよね。いろいろとあって結局払うの忘れちゃってて」

「あー、そういや俺がさっき浴びた時も水だったな」

「え!?」

　いまさらそんなことをいい出した頼通を睨みつけ、ルテティアは真っ青な顔でわめき立てた。

「どうしてその時にいわないのよ!?　鼻歌混じりにあんな冷たい水浴びるって、アナタどこかおかしいんじゃないの？　それとも日本人はみんなサドゥーなわけ？」

「サドゥー？」

「ルテティア……それはインドの苦行僧のことじゃないかな。日本人にはあまりヒンドゥー教徒はいないと思うけど」

「どっちにしたっておかしいでしょ！　いいから今すぐお湯が出るようにしてよ！」

「といわれても……先立つものが、ねえ……？」

　ジルベールはちょっと困ったように笑っている。

「だっ……だからいったのよ、わたしは！　もっと本気で商売しないといつか困ったことになるって！　アナタ貯金くらいないの!?」

「貯金があったら公共料金くらいきちんと毎月払ってるよ。……そういえば電気料金の支払いも溜まってるんだったっけ」

「こっ、この……！」

「まあまあ」

　他人ごとのように呟くジルベールからバスタオルを取り上げ、それをふわっとルテティアの頭に乗せてやった頼通は、シャツのボタンをはめ直しながらシャワールームに向かった。

「――ジルベール、きょう払えばあしたにはまたガスが使えるのか？」

「たぶんね。少なくともこれまではそうだったよ」

「それって常習犯てことじゃないの、ねえ！」

「いやあ」

「怒るのはあとにしなよ、マドモワゼル」

　長めの黒髪をざっとととのえて戻ってきた頼通は、自分のサイフの中身をジルベールに見せた。

「……なあ、当座のガス代と電気代、このくらいで足りるか？」

「えっ？　そりゃあ足りるけど――いや、悪いよ、きみにそんなことまでさせたら」

「気にすんなよ。一宿一飯の恩義ってヤツさ。――ほら、きみもいつまでもそんなところにもぐってないで、さっさと着替えろよ」

「え？」

　もぞもぞと頭を拭ふいていたルテティアは、目を丸くして頼通を見返した。

「ガスが止められてるってことは、お湯ひとつ沸かせないってことだろ？」

　確かにガスコンロが使えない以上、きょうの夕食は何かできあいのものを買ってくるか外食ですませるか、そのどちらかしかない。

「さすがにきのうの店にはしばらく顔を出せないけど、このへんには夜遅くまでやってるカフェテラスなんていくらでもあるんだろ？　ツケの効きそうな店とかないのか、ジルベール？」

「ツケで飲み食いするほど切迫したことはなかったからな……顔馴染みの店なら何軒かあるけど」

「じゃあ決まりだ、そこへ行こう。――おい、マドモワゼル、俺たちは外で待ってるから、さっさと着替えて出てくるんだぜ？」

「ちょっと――」

　ルテティアの意見などまったく聞くつもりがないのか、頼通はさっさとジルベールの腕を引いて部屋から出ていった。

「……まったく、勝手にひとりで決めるんだから――」

　溜息とともにひとりごち、ルテティアはベッドからのそのそと這い出た。

　確かに宮本頼通は、少なくともルテティアやジルベールに対しては独善的といえるかもしれない。ルテティアをすら鼻はな白じろませる自己中心さを見せる一方で、しかし、頼通には現実的な行動力がある。ただ自分の主義主張だけを声こわ高だかに叫んでわがままを通そうとするルテティアとは、そこが決定的に違っていた。それだけはルテティアも認めざるをえない。

「……まあ、ガスが使えるようになればわたしはそれでいいんだけどさ」

　頼通のいう通りに行動せざるをえないことが癪しやくに障さわりつつも、ルテティアはふたたびワンピースに着替え、濡れた髪を綺麗に梳すき始はじめた。
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「――なあ、あんた」

　彼らが初めて出会ったアパルトマンの前の通りで、頼通はゴロワーズの煙けむりを静かにたゆたわせていた。

「ん？」

「ここに入居する前はどこに住んでたんだ？　やっぱりパリか？」

「この部屋を借りる前はシテ島に住んでたんだ。その前はモンパルナス、その前はブローニュの森のほうに小さな家を借りてたこともあったね。……いずれにしろ、ずっとパリ住まいだよ」

　問われるままにそう答えたジルベールは、両手の人差し指と親指を使って、夕空に向かって枝葉を広げた早春の緑を四角い構図に切り取っている。

　ほっそりとしたその横顔を見つめ、頼通はいった。

「ひとつ疑問なんだが」

「何だい？」

「あんた、いったいいくつなんだ？」

「――――」

　手を降ろし、ジルベールは頼通を振り返った。

「あんたはもう八年前にはここに住んでいたんだろう？　おまけにそれ以前にも、パリのあちこちで暮らしてきてる。あんた、いったいこのパリで何十年暮らしてるんだ？」

「実はぼくも覚えていない」

　肩をすくめたジルベールは、自分の部屋の窓をちらりと見上げた。

「――あの子がそれを自覚しているかどうかは判らないけど、ぼくたちウォーライクは人間とは年の取り方がまるで違うんだ。ほとんど年を取らないといってもいい」

「不老不死ってことか？」

「そこまではいわないけど、たぶん寿命は人間よりもはるかに長いだろうね。ただ、その寿命が尽きる前に、たいていのウォーライクはほかのウォーライクとの戦いに敗れて消滅するか、あるいは戦いに勝利して〝楽園エリジウム〟に帰還する。でなきゃ、この世界はもっとたくさんのウォーライクたちであふれ返ってるよ」

「あんたはそのどちらも選ばなかったわけか」

「選ばなかったというか、選ぶ余地がなかったというか……ぼくはとにかく臆病で、戦うのが嫌いだったからね。ひたすら戦いを避け続けてきた結果、今はここにいる。〝楽園エリジウム〟というのがどんな場所で、具体的にどこにあるのか、興味がないわけじゃないけど、そこに帰ろうという欲求よりも、戦いに対する恐怖のほうがはるかに強いんだ」

　自嘲の笑みをこぼすジルベールを、頼通は目を細めて見つめた。

　ぱっと見た感じでは、ジルベールと頼通はほぼ同世代のように思える。少なくとも頼通の感覚では、ジルベールはまだ三〇前のように見えた。

　だが、ウォーライクが人間よりもはるかにゆっくりと年を取るというのが事実なら、外見的な年ねん齢れいなどまるで意味をなさない。頼通はふと、自分の目の前に立っている痩せぎすの男が、それこそフランス革命すら体験してきたのではないかという錯さつ覚かくさえ覚えていた。

「――まあ、そういうわけだから、定期的に住む場所を変えないと怪しまれるんだよ。ほら、一〇年たってもほとんど外見が変わらなかったりしたら……ねえ？」

「なるほど……いっそ白髪しらが頭の老人だったら、そこまで神経質にならずにすんだだろうにな」

「そういうこと。ぼくはいうまでもなく、ルテティアならなおさらだ。あの子にはなるべく早く人間の社会の中での身の処し方を教えてあげないと――」

「――ねえ、何の話？」

　男たちが話し込んでいると、玄関の扉を押し開けてルテティアが出てきた。

「男同士のナイショ話だ。きみが性転換したら教えてやってもいいぜ」

　頼通はタバコの煙を少女の顔にふ～っと吹きかけた。

「ちょっ――」

　軽く咳せき込こむルテティアをよそに、頼通はジルベールと連れ立って歩き出した。

「――それはそれとして、この先どうするんだ、あんた？」

「どうするって？」

「あんたひとりならともかく、あのいかにもゼイタクの好きそうなマドモワゼルと同居するんじゃ、今回みたいなことがたびたび起こるんじゃないか？　いかにも金食い虫って感じだぞ？」

「……それはもう、ほかならぬルテティアから指摘されてるよ。もっと稼げって」

「そこまでしてあの子をかくまう理由があんたにあるのか？　同族だから……ってわけじゃないよな？」

　頼通の問いに、ジルベールは答えなかった。

　より正確にいえば、ジルベールが答えるより先に、駆け足で追いついてきたルテティアが、背後から飛びつくようにして頼通の首を締め上げたおかげで、うやむやになってしまったのである。
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　人は何かを食べなければ生きていけない。

　しかし、食べるものさえどうにか確保できれば、金はなくとも生きてはいける。

「……とはいえ、やっぱ金は必要だよな……」

　くわえタバコでインターネットカフェを出てきた宮本頼通は、今年の夏の暑さを予感させる蒸し暑い風に顔をしかめて歩き出した。

「――やあ、ヨリミチ」

「よう」

　サンドイッチとコーヒーを買ってテルトル広場に向かった頼通は、地味な傘の下でスケッチをしている友人を見つけて手をあげた。

「相変わらず売れてねーな」

　みっしりと並べられている風景画を見下ろし、頼通は苦笑した。頼通がジルベールたちと共同生活するようになってから半月以上がすぎたが、その間にジルベールが売った絵は片手で数えられるほどしかない。ウォーライクふたりに人間ひとりの食費など、とても捻ねん出しゆつできるような稼ぎではなかった。

　しかし、これもまた相も変わらず、ジルベールはまったく動じた様子もなしにマイペースで絵を描いている。ルテティアをかくまい、頼通が転がり込んできたあのアパルトマンで、ジルベールだけが――おそらく以前と変わることなく――自分の〝日常〟をただひたすらに淡々と繰り返していた。そこに頼通は、俗ぞく世せとの交流を断っておのれの信仰のみに没頭する修道僧に通じるような、一種のストイックさを感じていた。

「……何かあったのかい？」

　頼通から昼食を受け取ったジルベールは、熱いコーヒーをすすって切り出した。

「ついさっき、日本にいる甥おいっ子こからのメールをチェックしてきた」

　タバコをもみ消し、頼通はジルベールの隣にしゃがみ込んだ。

「……甥っ子のところに、兄貴からの妙な荷物が届いたようだ」

「プロフェスールから？　行方が判ったのかい？」

「いや、七年前にダブリンから送ったはずの荷が、トラブルか何かで今になって届いたそうだ。……中身は金髪の美少女だったとさ。とびきり大食いで、剣に変身しちまうんだと」












「――――」

　ジルベールは薄い笑みを消し去った。頼通の話がいつものような冗じよう談だんとは違うと察したのだろう。

「兄貴のヤツ……自分の息子をわざわざ巻き込むような真似をしやがって――」

「……それで、きみの甥御さんは何だって？」

「突とつ拍ぴよう子しもない話だから信じてもらえないかもしれないが、とにかくすぐに日本に戻ってきてくれとさ」

「きみはどうするの？」

「俺が日本に戻ったからって、あいつを――伊い織おりを助けてやれるわけじゃない。どうもメールを読むかぎりでは、あいつはその美少女のロードに選ばれちまってるみたいだしな。自分の身を守るってことでいえば、もう俺の手助けはいらないくらいだろう」

「だとしても、精神的にはそうじゃないんじゃないかな？」

「判ってる。……ただ、あんたらのことを放置していく気にもなれん。ウォーライクについてもっと調べる必要もある」

「……きみは一見すると軽い男だけど、実際には義理堅くて責任感が強いんだよね」

「褒ほめるなら素直に褒めろよ」

　膝に手を当ててゆっくりと立ち上がった頼通は、皮肉っぽく唇を吊り上げた。

「――ところでルゥはどうした？」

「きょうは暑いからって先に帰ったよ。きっとシャワーでも浴びてるんじゃない？」

「……一度あいつに、パリの一般家庭の光熱費とあの部屋の光熱費とを比較した資料でも見せてやりてーな」

　この数週間、三人は否いや応おうなく慎つつましやかな生活を続けている。世帯主であるジルベールの稼ぎがかんばしくない以上、贅沢ができないのは当然のことだった。だが、ルテティアがそれに文句をつけることはあっても、何らかの形で協力しようとしたことは一度もない。

「――んじゃま、せいぜいがんばってくれ。俺は先に戻って夕食の準備しとくから」

「ありがとう」

　ジルベールと別れ、頼通は軽く買い物をしてからアパルトマンへ戻った。

「あー……」

　合鍵でドアを開けて室内に足を踏み入れると、案の定、シャワールームのほうから贅沢な水音が聞こえてきた。

「自分で稼ぎもしねえ、家事もしねえお子サマはこれだからなあ……ま、ガキってのはふつうはそういうもんだが」

　ぶつぶつとぼやきながら、頼通は大おお鍋なべでお湯を沸かし始めた。

「――ミッチー？」

　しばらくしてシャワールームのドアが開いた時には、すでに頼通はフライパンにオリーブオイルを垂らし、そこににんにくのみじん切りを放り込んでいるところだった。

　バスローブをはおり、濡れ髪をタオルで拭きながら出てきたルテティアは、ベッドの端に腰を降ろしてひと息ついた。

「アナタどこ行ってたの？　わたしが起きた時にはもういなかったわよね？」

「んー？　そりゃあまあ、銀行とかカフェとか」

「銀行？　もしかしてミッチー、実はお金持ってる人？」

「お金持ってる人って……あのな、ルゥ。俺はこう見えても大学ではたらいてた学者の卵なんだぜ？　確かに今は休職中で稼ぎはないけど、一応それなりのたくわえはあるんだよ。でなきゃ祖国を離れてあちこち飛び回ってられないだろ？」

「何よ、それ!?　初耳！」

　タオルを首に引っかけ、ルテティアはいきおいよく立ち上がった。

「貯金あるんだったらもっと景気よく使えばいいじゃない！」

「どうせそのセリフのあとには、『わたしのために！』って続くんだろ？」

　熱したフライパンにアサリを投入し、ワインを振ってフタをした頼通は、ルテティアを振り返ってタバコに火をつけた。

　ルゥ、というのは、頼通がルテティアという名前が発音しにくいという理由でつけた愛称である。もっともそこには、ルテティアが自分をミッチーと呼ぶことに対する意趣返しの意味もあったのだろう。ふたりの距離は、この半月ほどの間に、たがいを愛称で呼び合うくらいには縮まっていた。

「口座に貯金があるからって、そいつを全部使うわけにはいかないんだよ。……俺は日本に家族がいるんだ」

「家族？　ミッチーって結婚してたの？」

「独身だよ。ただ、行方不明の兄貴の息子が日本でひとり暮らしをしてるんだ。俺が海外で無む駄だ使づかいしたら、今度はあいつが困る」

「無駄じゃないわよ、わたしのために使うんだったら」

「はいはい」

　手早く完成させたボンゴレ・ビアンコを皿に盛り、フォークとセットでテーブルに運んだ頼通は、靴を脱いでソファにあぐらをかき、静かにタバコの煙を吐はき出だした。

「世捨て人みたいなジルベールはともかく、ミッチーなら判るでしょ？」

　ルテティアは、手にしたフォークでベッドの上に脱ぎ散らされた自分の服を指ししめした。

「――あんなので満足できる若い子なんていないわよ、たぶん」

「ジルベールにそっちの方面のセンスが欠けてるってのには同意するがね。……そんなにお洒落しやれだの何だのがしたかったら、ジルベールに頼るだけじゃなく、自分で金を稼ぐことを考えたらどうだ？」

「無理よ。だってわたし、はたらけないもん。身分証明なんてできないし……それよりはミッチーがはたらくほうがまだ現実的じゃない。こうやって料理もできるんだし」

　つるつるとパスタを食べながら、ルテティアはおだてるようにいった。しかし、少女のお世辞に簡単に頰をゆるめるほど、頼通ももう純情ではない。

「はたらいてジルベールを助けてやりたいのはやまやまだが、あいにくと労働ビザがないんでね。――だからこうして家のことは手伝ってる」

「だからわたしにも手伝えって？」

「手伝えとはいわない。――ただ、光熱費のことをちょいとでも考えてくれるとありがたいかな」

「…………」

　フォークを口にくわえたまま、ルテティアは天井を見上げた。

　基本、自分の欲望に関することしか考えないこの少女が何を思いめぐらせているのかと、頼通はさりげなくルテティアの横顔を観察していたが、彼女がパスタをたいらげるわずかな時間では、その胸中をどうにも忖そん度たくすることはできなかった。
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　ルテティアが具体的な行動に移ったのは、数日後のことだった。

　その日の朝食が、各自リンゴ一個だけだったことが直接の原因だった。

「――もう限界だわ！」

　ソファにジルベールを座らせ、ルテティアはわめいた。ちなみに頼通は、用事があるといって昼前に出かけたきり、まだ戻ってきていない。

「このままじゃ三人とも飢うえ死じにしちゃう！」

「そう簡単には死なないよ」

「死ぬの！　死にます！　そもそもここで唯ゆい一いつはたらけるアナタがそんな呑気なことでどうするの!?　わたしは別にダイエットがしたいわけじゃないのよ!?」

「それは知ってるけど……」

「根本的に見直さないとダメよ」

　ルテティアは隣の部屋からジルベールが描き溜めた絵を運んできては、一枚チェックするとそれをベッドの上に置き、また一枚チェックしては積み上げていくということを繰り返した。

「これも、これもこれも――これも！」

　ルテティアには、絵の良よし悪あしは判らない。技術的なことに関しても素人しろうとである。

　ただ、ルテティアがジルベールの絵を見て真っ先に感じるのは、うまいにはうまいが華がない、ということだった。まるでジルベール本人を見ているような気がする。素材としては二枚目なのに、野暮ったくてぱっとしない。

「――よく判らないけど、まず題材がぜんぜん駄目だわ」

　ルテティアはジルベールを振り返り、キャンバスの山を指差した。大雑把にいって、六割が静物画で四割が風景画である。

「駄だ目めかなあ」

「駄目よ。駄目ね」

　かさねて否定したルテティアは、テーブルの上に残されたリンゴの芯しんをつまみ上げ、ぷらぷらと揺らした。

「――だいたい、誰が好き好んでリンゴとコップだけの地味な絵なんか買うのよ？」

「……静物画っていうのはそういうものなんだけど」

「だからぁ、そもそもの題材からして駄目なんだっていってるの！　もっと売れそうな絵を描きなさいよぅ」

「別にそんなに売れなくても――」

「売れなかったら食べていけないでしょ！　もしアナタがお金がありすぎると困るっていうなら、わたしが代わりに散財してあげるから、とにかく稼げる絵を描く！」

「虫のいい話だねぇ」

　ジルベールは苦笑しながらルテティアからリンゴの芯を取り上げ、ゴミ箱に捨てた。

「――けど、やっぱりぼくには売れる絵なんか描けないよ」

「そういうことは努力してからいいなさいよ。……ほら、まずきちんと考えて。手っ取り早く売れそうな絵って何なの？」

「今までそういうことを意識したことないからなあ……そうだね、観光客相手に売るんだったら、いかにもパリらしい風景画とか、似顔絵とか……下世話だけど、ヌードデッサンを売っている人もいたかな」

「じゃあそういうのを描けばいいのよ」

　こともなげに答え、ルテティアはワンピースの襟もとのリボンをほどいた。

「え？　な、何？」

「ほら、さっさと用意しなさいよ」

　きょとんとしているジルベールを急き立てたルテティアは、白いレースのカーテンを引き、躊躇なくワンピースを脱ぎ捨てた。

「…………」

　ルテティアの白い裸身を前にしても、ジルベールは特に慌てたりしなかった。ただ首をかしげ、

「……できれば一日に何度もシャワーを浴びるのは控えてもらいたんだけど……」

「誰がシャワーを浴びるなんていったの？　ヌードを描くのよ、ヌード！　わたしがモデルになってあげるっていってるの！」

　もちろんルテティアも人並みに羞しゆう恥ち心しんは持っているから、人前で肌はだをさらして平気なわけではない。ただ、相手がジルベールだと、あまり抵抗を感じないのも事実だった。

　なぜそう感じるのか、ルテティアにもよく判らない。ジルベールが自分と同じウォーライクだから――というのは理由にはならないだろう。むしろ世の中のウォーライクの多くは、積極的に同類を襲ってみずからを成長させる〝敵〟である。その目の前で文字通り丸裸になるなど正気の沙さ汰たではない。

　たぶんルテティアがジルベール相手にいだく安心感というのは、彼が平和主義者のウォーライクだからというより、彼が男らしさをあまり感じさせない中性的な人格の持ち主だからだろう。それに、万が一血迷って襲いかかってきたとしても、ジルベールなら腕力で勝てそうな気がする。

　仮にも男であるはずのジルベールの前で、すんなりと服を脱ぐことができた理由を、ルテティアはそう結論づけた。

　それでもかすかに頰が熱くなるのを感じながら、ルテティアは窓際に立った。

「どうすればいい？　どういうポーズなら売れそう？」

「というか、ぼくは人物画は描かないんだけど――」

「ウソよ。だって、描きかけの肖像画があるじゃない。女の子の」

「……ああ」

　ジルベールの表情が一瞬こわばったが、すぐにその顔には弱々しい笑みが浮かび、束つかの間ま浮かんだ暗い影を覆い隠してしまった。

「あれは……習作だよ。それに未完成だし」

「それでもあれだけ描けるってことは、わたしの絵だって描けるんでしょう？　だったら描く！　とびきりの美少女のヌードが売れないはずないんだから！」

「売るって……きみ、本当にいいのかい？」

「あ、顔はダメよ、顔は描かないで。誰がモデルか判らないようにして、いやらしい感じじゃなく綺麗な感じにしてね。それでどうにか傑けつ作さくを描くのよ？」

「……本当に注文が多いねえ」

　結局、ルテティアのいきおいに押し切られる形で、ジルベールはスケッチの準備に取りかかった。

「え～と……マハみたいな感じがいい？」

「あんな有名な絵の構図を真似したって笑われるだけだよ。きみがそんなこと気にする必要はないから」

　イーゼルを立て、その前に椅子を運んできたジルベールは、ルテティアに窓辺に立つように指示した。

「そこに、こっちに背中を向ける感じで立って」

「……こう？」

「そう。左手は窓まど枠わくに添えるみたいに……うん、顔は横に向けて、その指先を見下ろすような感じで」

「……はい」

　一度大きく深呼吸し、ルテティアはジルベールにいわれるままのポーズを取った。

「――――」

　ちらりと瞳を動かして確認すると、すでにジルベールは、真っ白いキャンバスに向かって手馴れた様子で線を引き始めている。そこは長年絵筆を握ってきた身だからか、人物画は描かないといいながら、作業に取り組む姿勢は真剣そのものだった。いつも茫ぼう洋ようとしている呑気な男の表情が、今だけはどことなく鋭さを増しているように見える。

　だからルテティアも、ずっと押し黙ってモデル役に徹した。

　だが、何度か休憩をはさみながら作業を続ける間に、ルテティアの胸にむくむくと疑念が湧わいてきた。

　売れる売れないはともかく、ジルベールがやはり画家なのだということは、この真剣な面おも持もちを見ればよく判る。ずっといっしょに暮らしていながら、ルテティアはきょう初めてジルベールの画家としての一面を見た気がした。

　しかし、男としてはどうなのか、とも思う。

　どうしてこの男は、目の前にこれだけの美少女が裸で立っているというのに、こうまで平然としていられるのか。枯れきった老人でもあるまいに、こうまで風景や静物と同じようなあつかい方をされるのでは、女としての沽こ券けんにかかわる。

　――などということを、身勝手にも、ルテティアは思ってしまう。

　ジルベールが目の色を変えて襲いかかってきたりしない男だと考えた上で、自分からヌードモデルをやると提案したくせに、その一方では、ジルベールが襲いかかるどころか表情ひとつ崩くずさないことが納得できない。自分には女としての魅力が欠けているのではないかと、そんな不安すら胸をよぎる。

　いつの間にか部屋の中には小さな明かりがひとつだけともされていた。カーテンの隙すき間まから見下ろした通りには街灯がともり、群ぐん青じよう色いろの空には星がまたたき始めている。

　人知れず肺の中の空気を新鮮なものに入れ替えたルテティアは、意を決してジルベールに話しかけた。

「ねえ――」

　やや裏返りかけた少女の声を、ドアが開く音が上から押し潰した。

「よう、ただいま！」

　いつも以上に陽気な声とともに、頼通が帰宅してきた。

「――お！　いいねいいね、芸術だね！　ついにジルベールくんもこういう方面で才能を開花させる気になったわけか！」

　窓辺に立つルテティアの姿を見た頼通は、顎を撫でながらにんまりと笑った。

　その視線を意識した刹せつ那な、ルテティアは白い肌をあざやかな薄うす紅べに色いろに染め上げ、声にならない悲鳴をあげた。

「ばっ……バカ！　ミッチーのバカ！」

　ワンピースを引っ摑み、ルテティアは大慌てでシャワールームに逃げ込んだ。

　ジルベールには見られてもいいけれど、頼通には見られたくない。どうして自分がそう感じたのか、ルテティアにもよく判らなかったが、とにかく恥ずかしかった。

　手早くワンピースを引っかぶり、鏡を覗いて髪の乱れを直したルテティアは、ドアを細く開けて頼通たちの様子を窺うかがった。

「――なあ、もうちょいヒップが大きくてもいいんじゃねーの？」

「そうかな？　あの子のプロポーションはこんなものだと思うけど」

「あるものをただあるがままに描くだけじゃ写真と変わらんぜ？　もうちょいボリュームがあったほうがいい女に見えるって」

　自分のヌードデッサンを眺めながら知ったような口を叩く頼通を見て、ルテティアは今度は逆にシャワールームから飛び出した。

「ちょっ……み、見ないでよ！」

「何だよ、別にいいだろ？　いずれ完成したら売るつもりだっていうんなら」

「それでもダメ！　ミッチーは見るの禁止！」

「ずいぶんと理不尽だな。ジルベールはＯＫで俺は駄目なのか？」

「じ、ジルベールはいいけど、ミッチーは目がいやらしいから駄目なの！」

「そいつは誤解だな」

　身体を張って自分のヌードデッサンを頼通の視線から隠そうとするルテティアに、頼通はふふんと唇をゆがめていった。

「――別に俺の視線がいやらしいわけじゃないぜ。ジルベールはおまえを子供として見てるが、俺はおまえを一人前のレディとして見てる。要するにそういう差だろ。……なあ、ジルベール？」

「そうだね。ヨリミチの表現は実に的確だよ」

「――――」

　男たちのやり取りに、ルテティアは唐とう突とつに自覚した。

　確かに頼通のいう通りかもしれない。頼通はルテティアをひとりの女性として捉とらえているが、ジルベールは彼女をまだ子供だと考えているのだろう。

　ただ、それはルテティアのほうも同様だった。ルテティアは頼通をひとりの男として見ているから、その視線から裸身を隠そうという意識がはたらくが、ジルベールには、男というより父親に対するような感覚で接している。もちろん家族のいないルテティアには父親もいないが、おそらくふつうの人間が父親に接するような感覚なのだろうという、そのくらいの想像はつく。

　そのことをはっきりと自覚して呆然としていたルテティアは、ふと眉をひそめて頼通を睨みつけた。

「……そもそもアナタ、きょうはずっとどこへ行ってたのよ？」

「ああそうだ、忘れてた」

　と、頼通はかかえていた紙袋をテーブルの上に置いた。

「ちょいと小銭を稼いできたんでな、食べるもんを買ってきた」

「小銭を稼いできたって……どうやって？」

「稼いだといっちゃあ外聞が悪いな。一応はたらいちゃまずい身分だし。……まあ、ちょっとした謝礼ってヤツかな？　そんなもんだよ。街で知り合った日本人観光客に頼まれて、ガイド役を引き受けてやったんだ」

「…………」

　大きな紙袋をじっと見つめていたルテティアは、頼通の胸に顔を近づけ、くんくん鼻を鳴らした。

「……その観光客って女でしょ？　しかもふたりか三人」

「はい？」

「匂いで判るわよ。何種類か香水の匂いが残ってる。……ずいぶんと至近距離でガイドをしてたみたいだけど」

「すごいな。そんなに鼻が利きくならコスメメーカーに雇ってもらえるんじゃないか？」

「話を逸そらさない！　どうなの、ミッチー？　観光客って女だったんでしょ？　いったいどこへ案内したの？」

「いいか、ルゥ。日本には個人情報保護法というのがあってだな――」

「だからごまかさない！　女でしょ？　女だったんでしょ!?」

「そこに嚙みつかれてもな……第一、男の観光客なんて俺が相手にしたくねーし、向こうだって俺の世話になりたいとは思わんぜ、たぶん？」

「まあまあ、別に相手が誰だっていいじゃない、ヨリミチがみんなのためにやってくれたことなんだから」

「どうせわたしにはお金を稼ぐ才能なんかありませんよーだ！」

　ふたりの間を取り持とうとしたジルベールにまで嚙みつき、ルテティアはアパルトマンを飛び出した。




「ずいぶんと判りやすい子だね」

　下の通りを窓から見下ろし、ジルベールは苦笑した。

「ガキだな」

　大きなボウルに卵を割り入れてかき混ぜながら、頼通も苦笑した。

「それでも、あの子はきみのことが好きなんだよ」

「そりゃあ判る。ただ、本気で相手はできないな」

　ジルベールを振り返った頼通は、料理用に買ってきた白ワインの封を切り、ひと口あおって肩をすくめた。

「――恋多きフランス人がどう思うかは判らんが、少なくとも日本では、俺が女子高生とつき合ったら犯罪者呼ばわりされる」

「あの子の気持ちは尊重してあげてほしいな」

「尊重してやるっていうのは受け入れてやれってことか？　人間とウォーライクの間にそういう関係は成り立つもんなのかね？」

「それは成り立つよ、たぶん。……少なくとも、人間もウォーライクも精神構造はよく似ているし、外見的にもそっくりなんだし、人間と動物の間の恋愛関係よりははるかにありえる話さ」

「そいつはあんたの実体験に基づく話かい？」

「……そういうこともあったかもしれない。でも、いちいち覚えてもいないよ」

「あんたは人畜無害そうな顔をしてしたたかだな。意外にずるい」

　冷凍のパイ生地に卵液を流し込み、頼通はエプロンをはずした。

「――これ、オーブンに入れといてくれ」

　作りかけのキッシュをジルベールに任せ、頼通はアパルトマンを出た。

　外へ飛び出していったルテティアは、何をするでもなく、街灯に寄りかかってうつむいていた。

「そろそろ夕食だぜ」

「…………」

　通りに出てきた頼通を一瞥しただけで、ルテティアは何もいわなかった。唇を軽くとがらせ、恨みがましいまなざしでちらっちらっと頼通を見ている。

　ルテティアに歩み寄った頼通は、小さな包みを少女に差し出した。

「……何これ？」

「プレゼント。そう高いもんじゃないけどな」

　首をかしげて包みを開いたルテティアは、中身を確認して目を丸くした。

「どっ……どうしたの、これ？」

「いや、必要だろ？」

「でもこれ、ラ・ペルラじゃないの？」

　包みの中身はイタリア製の高級下着だった。もちろんルテティアは、雑誌では見たことはあっても、実際に手にしたのは初めてである。そもそも、ガスが止められただの電気が止められそうだの、そんな生活をしている人間には不相応な品だった。

　呆然としているルテティアに、頼通がいった。

「次に金が手に入ったら、その時はおまえも連れてってやるよ。下着を買う時こそフィッティングすべきだっていうしな」

「……これ、ミッチーが買ってきたの？」

「ジルベールには任せられないだろ。安かったからって理由でおまえにサイズの合わないパンツ穿はかせて、それでＯＫって思ってる朴ぼく念ねん仁じんだぜ？」

　ウインクする頼通の顔を見上げたルテティアは、顔を赤くして唇を震わせた。

「あ、あの……ええとぉ――」

「感謝の気持ちならここに頼む」

　頼通は身をかがめてルテティアの前に横顔をさらし、自分の頰を指差した。

　その催さい促そくに、ルテティアは拳で応こたえた。もちろん、彼女が渾こん身しんの力で殴りつければ、頼通の顎の骨はあっさり砕くだけてしまうだろう。充分に手加減した一撃を軽薄そうな男の顎にごつんとお見舞いし、ルテティアは身をひるがえした。

「あだっ……な、何すんだよ、おい!?」

「わたしのお尻しり見た仕返し！」

　それだけいって、ルテティアはアパルトマンの玄関ホールに駆け込んだ。

「……ったく、素直じゃねえな」

　にやりと笑って顎を撫でた頼通は、ふと視線を感じて顔を上げた。

　三階の窓からカーテンをめくって自分を見下ろしていたジルベールと目が合い、頼通は軽く手を振って自分も中に入った。

　　　　　[image: ]

　パリには、アール・ヌーヴォーのお手本ともいうべきエントランスを持つ地下鉄の駅がいくつかあるが、ブローニュの森のかたわらにたたずむポルト・ドーフィヌ駅も、パリ万博に合わせて一〇〇年以上も前に作られた、アール・ヌーヴォー建築の代表作のひとつである。

　エクトール・ギマールの手による独特なデザインのエントランスを、ヒールの音を鳴らして地上へと上がってきた女は、たたんだ傘を振り回して後ろを振り返った。

「――ちょっと!?　いまさら何いってンの、ルイ！　泊まるところがないってどういうことよ!?」

「どういうこともこういうことも、そのままの意味だ。……友と連絡がつかなくなったのだよ」

　女に遅れて階段を上がってきた男は、仕立てのいいスーツの懐ふところから取り出した手鏡に顔を映し、眉間にしわを寄せてあれこれと角度を変えている。

「……まったく、我わが輩はいは本当に不幸だ。友と信じていた人間には裏切られ、今こ宵よい羽根を休める寄よる辺べとてないとは――」

「何をカッコつけてンの、あんた？」

　女は赤くてらつく唇をゆがめて男をなじった。

「だいたい、そいつホントにあんたの親友？　あんたが一方的に友達呼ばわりしてるだけで、実はすっご～く関係の薄い単なる知人とかじゃなくて？」

「無論、親しい友人だ。以前、我輩が事業にしくじって困こん窮きゆうしていた時に、こころよく金を貸してくれたこともある」

「……あんたまさか、その借金を踏み倒したりしてない？」

「失敬だぞ、メヒティルト」

　ポマードでてかてかしているオールバックの黒髪を手で撫でつけ、男はじろりと女を睨みつけた。

「――誇り高き貴族の末まつ裔えいであるこの我輩が、そのようなさもしい真似をするはずがあるまい？」

「貴族っていったって、勝手に自称してるだけじゃん、あんたの場合。……じゃあちゃんと返したの？」

「返す意志は今もある。ただ金がないだけだ。ない袖は振れん」

「は？　返してないの？」

「表向きはそういうことになるな」

「表向きも何も……それじゃ連絡を取ろうとしても無視されて当然じゃないの？」

「礼を失するのに当然の理由などなかろう？」

「はァ？　マジでいってンの、あんた？」

　メヒティルトと呼ばれた女は、大袈裟に肩をすくめてかぶりを振った。

「どうせあんたのことだから、借金返さずに夜逃げでもしたんでしょ。あんたにかかわると損をするって判ってるから、誰ひとり相手にしてくんないンじゃないの？」

「そう思われているのだとしたら哀しいことだ。まずはそのあたりの誤解から解きたいのだが――」

「たとえ誤解が解けたって、すぐにまた絶縁されるに決まってンじゃん。……だってあんた、結局カネを借りるためにここまで来たんでしょ？」

「返す返すも失敬だぞ、メヒティルト。我輩は純粋に旧友たちとの久きゆう闊かつを叙じよするために来たのだ。……もちろん我輩も、彼らからの贈り物を固辞するほど狭きよう量りような男ではないつもりでいるが」

「要するに、金を貸してくれるっていうならいくらでも借りるってこと？」

「……以前から思っていたのだが、きみはいささか品性に欠けるな、メヒティルト」

「あんたにはプライドがないわね、ルイ」

　男と女――ルイとメヒティルトは、しばしそのまま睨み合っていたが、やがてどちらともなく相そう好ごうを崩し、くすくすと笑いながら歩き出した。

「――ところで話はがらりと変わるが、〝楽園エリジウム〟とはどんなところかね？」

「さあ？　知らないし興味もないわ。知ってるヤツに会ったこともないし」

「しかし、きみたちはいずれそこに帰還することを至上の願いとしているのだろう？」

「確かにそれにこだわるヤツも多いけど、わたしにはこの世界のほうがよっぽど楽しいンじゃないかって思えるわね。……もちろん、贅沢ができなきゃ意味ないけど」

「なるほど。……では、我々の共通の願いをかなえるためにいざまいろうか」

「その前に、まずは今夜の宿と食事をどうにか確保してよ。ブローニュの森で野宿なンてありえないし」

「善処しよう」

　髭ひげの先端をぴんと指ではじき、ルイは唇を吊り上げた。
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　これまでジルベールがなぜ人物画を描いてこなかったのか、ついにルテティアが知ることはなかった。それを本人に尋ねたことは何度かあったものの、そのたびにうまくはぐらかされてしまったのである。

　たぶんそこには、よほど口にしたくない過去があるのだろう。

　しかし、ルテティアの絵――窓辺に立つ少女の絵は、彼女がジルベールを日夜せっついたおかげで、とにもかくにも一応の形にはなった。どこまで塗りを重ねれば完成となるのか、素人のルテティアには判らなかったが、ジルベールが絵筆を置いたということは、作者自身がそれで完成だと判断したのに違いない。

「……こんなに根を詰めて絵を描いたのは久しぶりだよ」

　眠たげに目をこすり、ジルベールはベッドにもぐり込んだ。

　すぐに寝息を立て始めた男のかたわらで、ルテティアは完成した絵にじっと見入っている。

「やっぱヒップのサイズを大きくして正解だったな」

　ルテティアの後ろから覗き込んでいた頼通がしたり顔で呟く。

「こっちのほうがグッとくるぜ」

「そういう目で見ないの！」

「おまえね、この場合、ゲージュツ的なヌードになんざ一ユーロの価値もないんだぜ？　そういうものを求めてる客を相手に商売しようってんならなおさらだろ。……それとも、いまさら売るのが嫌になったか？」

「……べ、別にそういうわけじゃないけど」

　キャンバスを手に取り、ルテティアは唇をとがらせた。

　人物画は苦手だというわりには、よく描けていると思う。少なくとも、何が面白いのかまったく理解できないリンゴやらコップやらの絵とくらべれば、こちらのほうがはるかに判りやすい。

　つまるところ、これはよくできたヌードだった。頼通がいうように、男ならこういうものに目が行くのは当然だし、そういうものでなければ金を出してまで買おうという気にもならない。そしてこの絵は、そうした条件を充分に満たしている。

　疲れ果てて眠るジルベールを一瞥し、ルテティアは絵を布に包んで小脇にかかえた。

「さっそく売りにいくのか？」

「出し渋ったって値が上がるわけじゃないじゃない」

「そりゃそうだ」

　頼通はカップを片づけてシャツをはおり、カバンとイーゼルを持ってルテティアといっしょに部屋を出た。

　皮肉なことに、三人の中でもっとも絵の売り子として有能なのは、絵を描いた本人であるジルベールでもなければ美少女のルテティアでもなく、無精髭をだらしなく生やした頼通だった。

　ジルベールは自分の好きな風景をスケッチするのに夢中でろくに客の相手もせず、ルテティアはルテティアで、絵を買いに来た観光客に愛想笑いのひとつもできなかったが、頼通は客相手に物もの怖おじすることなく自分から声をかけ、ルテティアいうところの軽薄なセールストークで、さして面白みのない絵を何枚も売りさばいていた。買っていったのは日本人の女性観光客ばかりだったが、一枚も売れないよりはまだましだろう。

　だから、最近はルテティアと頼通がふたりでテルトル広場におもむくことがほとんどだった。

「いくらにするんだ？」

　すでに通い慣れたといっていい勾こう配ばいのついた小道を歩きながら、頼通がルテティアに尋ねる。おそらく絵の値段のことをいっているのだろう。

　胸にかかえた包みをぎゅっと抱き締め、ルテティアはうつむいた。

「…………」

「一〇〇ユーロか、二〇〇ユーロか？　たぶんけっこうな高値をつけたいんだろ、おまえとしちゃあさ？」

　頼通の言葉に、ルテティアは開きかけた口をすぐに閉ざした。

　図星だった。

　同じジルベールの絵でも、ほかの絵なら安売りしただろう。現にそうしなければまったく絵が売れずに、金に困って一日三食リンゴだったという日が何度もあった。

　しかし、この絵は違う。

　ジルベールが自分をモデルにして完成させた、初めての人物画なのである。ジルベールにとっても特別な作品だろうし、モデルとなったルテティアにとってもそうだった。金に困っているからといって、そうそう安売りはしたくない。

　といって、高い値をつけたら絵は売れない。観光客が相手ならなおさらだろう。

　そこにジレンマがある。

　頼通の問いにどう応えたらいいか判らず、それ以上の質問をさえぎるかのように、ルテティアはつばの広い帽子を深くかぶり直した。

　モンマルトルはきょうもよく晴れていた。人出も多い。

　なのに――いや、だからこそというべきか――いつもの定位置に陣取り、絵を広げ始めた時から、ルテティアは何となく落ち着かなかった。

　正直なところ、いつもならジルベールの描いた絵を並べても、注目されることはほとんどない。ほかの画家たちが並べている絵とくらべると、明らかにぴんと来ない絵ばかりだから当然である。

　だが、きょうはなぜか周りの人間がみんな自分たちに注目しているような気がして仕方がなかった。自意識過剰だといわれればそれまでだが、これから自分がモデルになった絵を人前に出そうと考えただけで、人の目が気になってしまうのである。

　日よけの傘を広げて立てていた頼通が、さっきから押し黙ったままのルテティアにそっと声をかけた。

「――おい、顔がこわばってるぞ？　営業スマイルを忘れるなよ、マドモワゼル」

「判ってるわよ」

　ぼそりと答えはしたものの、なかなか笑顔は出てこない。

　そして、ほかの絵をすべて並べ終えたというのに、肝心の自分の絵を出す勇気も出てこなかった。

「…………」

　ルテティアは頼通に絵の包みを突きつけた。

「ん？　どうした？」

「……ミッチーがやって」

「は？　イーゼルに置くだけだろ？」

「いいから！　わたしもう疲れたの！」

　幼稚園児でもあるまいに、アパルトマンからここまで歩いてきたくらいで疲れるはずもない。それこそ幼稚園児でも使わないような言い訳だったが、それで何かを察したのか、頼通は変に茶化すこともせず、素直に包みを受け取った。

「…………」

　ルテティアはその場にしゃがみ込み、膝をかかえてうつむいた。

「――結局いくらにするんだ？」

　くだんの絵をイーゼルにかけ、頼通が尋ねる。

「……一万」

「一万!?　正気か、おまえ？　一万ユーロっていったら、日本円だと一二〇万……いや、もっとか？　とにかく観光客が土産みやげを買うために気軽にサイフから出せるような額じゃないぞ？」

「それでいいの！　もう決めたの！」

　膝頭に額を押しつけたまま、ルテティアはわめいた。

　眉をひそめてゴロワーズに火をつけた頼通は、しかし、それ以上何もいわなかった。
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　ルテティアの絵は売れなかった。

　絵のできはいい。いつもなら素通りしていく観光客たちを、ルテティアたちの前にしばし立ち止まらせたのは、その絵にそれだけの魅力があったからだろう。

　しかし、絵を買おうという人間は現れなかった。

　当たり前である。

　絵のできはすばらしくとも、さすがに高すぎた。世間一般どころか好こう事ず家かや評論家たちの間でさえまったくの無名の画家の作品に、一万ユーロという高値をつけるほうが間違っている。

　だから、足を止めて少女のヌードに見入る人間は多くとも、誰もが一様に、その絵の値段を聞くと呆れたように肩をすくめて去っていく。そのうちの幾いく人にんかは、頼通の調子のいいセールストークにおだてられてほかの絵を買っていったから、まるで役に立っていないとはいえないが、今のところは単なる客寄せパンダにしかなっていない。

「――この絵のモデルはあんたなのかい、お嬢じようちゃん？」

　頼通の隣でずっとしゃがみ込んでいるルテティアに、にやけた笑いとともにそんなことを尋ねる男もいたが、そういう手合いはすぐに頼通がうまくあしらって追い払ってくれた。

「こりゃ売れねーな」

　恥ずかしさで顔を真っ赤にしているルテティアにいうともなく、頼通が呟いた。

「――不景気のこのご時勢、一万ユーロもあったら貯金するだろ、ふつう」

「…………」

「安心しろよ。まず間違いなく売れ残るから、この絵」

「べっ、別にわたしは――！」

「強がるなって。……売りたくなくなったんだろ？」

　そういって、頼通はルテティアの帽ぼう子しをくいっと押し下げた。

　誰にも見られることなく、目尻に浮いた涙をそっとぬぐったルテティアは、膝に手を当てて立ち上がった。

「ミッチー、お金ちょうだい」

「は？」

「何か飲むもの買ってくるから」

「そんじゃ俺、コーヒーね。ブラック。――勝手にひとりで甘いモンとか買い食いすんなよ？」

「はいはい」

　折りたたまれたユーロ紙幣を受け取ったルテティアは、不意に頼通の頰にキスをすると、駆け足でその場から立ち去った。




　ぼんやりと空を見上げ、頼通はぷかりと煙を吐き出した。

　ヌードのおかげか、足を止める観光客はいつもの何倍もいたが、絵を買う客がほとんど現れないという意味では、いつもと変わらず暇だった。

「――きみ」

　あまりの退屈さに大きなあくびをもらしていた頼通は、不意にかけられた声に慌てて口を閉じた。青空から視線を降ろすと、目の前に背の高い男が立っている。

「何かご用で？」

　にこやかな営業スマイルとともに聞き返す裏で、頼通はさりげなくこの男を値踏みした。

　男が着ているのは仕立てのいい黒いスーツだった。その服装と、ポマードでぴっちり撫でつけられた黒髪につんと跳ねた髭が、今となってはいささか時代錯誤な、前時代的な貴族風の貫禄を彼にあたえている。そして、男の連れの美女は、ゴールドのラメが入ったジャケットを身にまとい、赤い唇に意味ありげな笑みを浮かべて無言で頼通を見つめていた。

　男が次の言葉を発するより先に、頼通は彼を金にならない客だと判断した。着ているものは上等だが、どこかそれがしっくりしていないように感じられたのである。本当は貴族でも資産家でもないのに、上っ面を取りつくろうためだけに、身の丈たけに合わないものを身に着けているのではないかと、頼通は直感的にそう思った。

　頼通の身勝手な人物評をよそに、男はイーゼルに飾られた絵を指差し、

「この絵は売り物かね？」

「ええ、まあ」

「描いたのはきみかね？」

「違いますよ。名もない貧乏絵師です。人物画は滅多に描かないんですけどね」

「ふむ」

「気に入りましたか？」

「いくらかね？」

　男の問いに、頼通は右手の人差し指を一本立てた。

「一〇〇〇ユーロ!?　きみ、それはいかにも高いよ」

「ノンノン」

「違う？　では一〇〇ユーロかね？」

「一万ですよ、ムッシュ」

　頼通がにんまりしながら答えると、男はあからさまに眉をひそめ、一度ぐぐっと絵に顔を近づけてから、大袈裟に嘆息してかぶりを振った。

「……よく見ると我輩の感性にはちと合わん作品だった。我輩はもう少しボリュームのある女性が好みでね。この絵の少女はまだ青い果実といったおもむきであるな」

「そいつは残念」

「ちょっと、ルイ」

　連れの女が男の袖を引き、早口の小声で語りかけた。

「――あんたの悪い癖くせはねえ、ものの価値なんかまったく判ンないくせに、見栄や箔はくづけのためにヘンなところで散財するところよ。あんた、絵に興味なんかぜんッぜんないじゃない」

「メヒティルト、そういうことはふたりきりの時にいってくれないか？」

「少しは恥じ入りなっていうの。――ほら、行くわよ！」

　女は男の後ろ襟を摑み、なかば強引に引っ張っていった。

「……やっぱ金持ってねえ口か」

　人混みの向こうに消えていくふたりを見送り、頼通は唇をゆがめた。

　そこに、両手に紙コップを持ったルテティアが戻ってきた。

「よう、遅かったな。どこまで行ってたんだ？」

「――――」

　ルテティアに気づいた頼通が声をかけても、当のルテティアは返事をしなかった。ただその場に立ち尽くし、先刻のふたりが消えたほうをじっと凝視している。

「おい、どうした？　ルゥ？」

「やばい……やばいよ、これまずいって――」

「は？　何がやばいんだ？」

「……とにかく、早く戻ろう」

「え!?」

「いいから！」

　事態が呑のみ込こめずにいる頼通を急き立て、ルテティアはあわただしく絵を片づけた。

「おい、まだきょうはろくに売れてないんだぜ？　もう店じまいかよ？」

「そんなこといってる場合じゃないの！　とにかく急いでジルベールに伝えなきゃ！」

　買ってきたばかりのコーヒーを、隣でうつらうつらしていた老画家に押しつけると、ルテティアは頼通の腕を引いて足早に歩き出した。

「いったいどうしたんだ、ルゥ？　少しはこっちに判るように説明しろ！」

「ミッチーがさっき接客してたふたり組――」

「あのゾロみたいなヒゲと金ラメの美女のことか？」

「あれ……たぶん、ウォーライクだよ」

　テルトル広場の人混みを抜け出したルテティアは、頼通を振り返りもせず、こわばった表情でそう呟いた。

「ウォーライク!?　どっちが？」

「女のほう。だから、男のほうはロードだと思う」

「――――」

　頼通はルテティアの告白に反射的に後ろを振り返ったが、もちろんもうあのふたりの姿はどこにも見えない。

「……マジかよ？」

「前にジルベールに聞いたでしょ？　わたしたちウォーライクの背中には、ウォーライク同士でなければ見えない光の翼があるって。……さっきの女の背中にはそれがあったわ。金色と銀色が混じったような下品な翼が」

「それでおまえ、そいつに見られたのか？」

「見られてはいないと思う。戻ってきたらミッチーの正面にあの女がいたから、慌てて物陰に隠れて様子を窺ってたの」

「そうか……ならひと安心だな」

「――とはかぎらないのよ、たぶん」

「どういう意味だ？」

　ルテティアは答えなかった。

　その代わり、何度も何度も背後を確認しながら、ほとんど小走りのような速さでいつもの坂道を登り、アパルトマンへと駆け込んだ。

「――ジルベール！」

「……きょうはまたやけに帰りが早いね」

　ルテティアの声で目を醒ましたのか、ベッドの上に身を起こしたジルベールが、腕時計を確認して呟いた。

「それで、例の絵は売れたの？」

「そんなことどうでもいいわ」

　そういいつつ、自分の絵は大事そうに部屋の隅に立てかけて、ルテティアはベッドに這い上がった。

「――さっきテルトル広場にウォーライクがいたわ」

「――――」

　あくびをもらしかけていたジルベールは、口を閉ざしてルテティアと頼通の顔を順繰りに見やった。

「……見つかったのかい？」

「いや、客として来たふたり組の女のほうがそうだっていうんだけど、その時相手をしてたのは俺だけで、ルテティアはちょうどそこにはいなかったんだよ」

　ルテティアに代わって頼通が答える。しかし、ルテティアは絶望的な表情で弱々しく首を振った。

「……たぶんバレたと思う」

「は？　だから、おまえは連中に見られなかったんだろ？　だったら――」

「いや、ことはそう単純じゃないんだよ、ヨリミチ」

　怯おびえるルテティアの頭をそっと撫で、ジルベールはベッドを降りた。

「ウォーライクが、ひとりひとり固有の光を放っていることは前にも説明したよね？」

「ああ」

　頼通もそのことは、同居を始めたばかりの頃にジルベールから説明を受けた。

　ウォーライクはその燐りん光こうによってほかの同類の存在を察知したり、識別したりする。中にはジルベールのように、その光自体を抑える〝隠身ボイド〟と呼ばれる特技を使える者もいるが、それは本当にごく少数派で、大多数のウォーライクは、ほかの同類の目からその光を隠すことができない。

「問題はね、妖精が放つその光は、蝶ちようの鱗粉のようにほかのものに付着してしばらく光り続けるってことなんだ。――もちろん人間の視覚では確認できないけど、今もこの部屋の中には、ボイドを使えないルテティアの光の痕こん跡せきがあちこちに残ってる」

「――まさか」

　自分の目には見えないと知りつつも、頼通は自分の身体を見下ろした。

「俺にもか？　その光が残ってるのか？」

「ばっちりね。一番新しいのは……ほっぺたに残ってるやつかな？」

　思わずルテティアにキスをされた頰を押さえ、頼通はベッドの上でうずくまってしまった少女を見やった。

　いつものんびりとしているこの男にしては珍しく、ジルベールは手早く顔を洗って着替えをすませた。ふだんはめったにかぶらない帽子をかぶり、服装もどこかかしこまった感じがする。

「――よほどにぶくないかぎり、そのウォーライクも、ヨリミチの身体についていたルテティアの痕跡に気づいたはずだ。少なくとも、ヨリミチの周辺にウォーライクがいることくらいは察するだろうね」

「そりゃあまずいな……」

　このあたりのカフェやスーパーを回って半日も聞き込みをすれば、頼通がどのあたりに住んでいるか、もしくはどのあたりによく出没するかくらいのことはすぐに知れるだろう。黒髪のエキゾチックな色男は、その程度には目立つ存在だった。

「……俺がここに居候してるってことがバレるのも時間の問題か」

「どうしよう？　ねえ、どうする!?」

「落ち着くんだ、ルテティア」

　取り乱すルテティアをたしなめ、ジルベールは革靴に履き替えた。

「――たとえそのウォーライクがここを突き止めたとしても、昼間からいきなり襲ってくるような真似はしないだろう。動くとしたら夜だ。とりあえず、きみたちは荷物をまとめておいてくれ」

「夜逃げの準備か？　そいつはかまわないが、あんたどこへ行く気だよ？」

「今回ばかりはぼくも呑気なことをいっていられそうにないからね。少しまとまった金を作ってくる」

「手馴れた感じだな」

「まあ、こういう事態になったのは初めてじゃないからね」

　にっと唇を吊り上げ、ジルベールはアパルトマンを出ていった。

　相変わらずジルベールは泰然としていて、まったく慌てている様子がなかった。しかし、そのことがかえって今の頼通には頼もしく思える。おそらくジルベールは、これまでに何度も同じような窮きゆう地ちに立たされ、それをくぐり抜けてきたのだろう。

「……大丈夫かな……？」

「大丈夫だろ。あいつは俺と違って面が割れてないし、自分の正体を隠す特技も持ってる。たとえ連中とすれ違ってもバレやしないさ」

　ジルベールがわざわざふだん着ないような服に着替えて外出したのは、ルテティアの痕跡がこびりついていないものを選んだ結果なのだろう。さすがに人間社会に溶け込んで長く生きてきているだけあり、ジルベールは慎重で抜け目がない。

　頼通はルテティアの肩に手を置き、そのつむじに口づけした。

「今はジルベールの判断に任せよう。俺たちは俺たちにできることをやろうぜ」

「……うん」

　のろのろとだが、それでもようやく動き始めた少女を見て、頼通は静かに安あん堵どの吐と息いきをもらした。

　だが、頼通自身、自分の言葉ほどに楽観視できる状況ではなさそうだということを自覚してもいた。

　ウォーライク同士の戦いがどんなものなのか、頼通には想像することしかできない。しかし、ジルベールから話を聞いたかぎりでは、彼らの身体能力は常人をはるかに凌駕し、その〝血〟を摂取したロードの戦闘力はそのウォーライクすらしのぐという。

　広場で出会った男女がどれほどの力を持つウォーライクとロードなのか、それもまた頼通には判らなかったが、もし彼らにほかのウォーライクを攻撃する意志があるのだとすれば――それはウォーライクとしてはごく自然な選択肢なのである――ことは穏おん便びんにはすむまい。すでにこの近くに〝獲物〟がいると知った彼らを倒すか、もしくはこちらが逃げ延びるかしないかぎり、ルテティアとジルベールがふたたび安らかに暮らす道はないだろう。

　パスポートやなけなしの現金以外の荷物を薄汚れたバッグに押し込み、いつでも逃げられる準備をすませた頼通は、大量の服をベッドの上に広げたルテティアを見つめ、ゴロワーズに火をつけた。

「…………」

　極論すれば、頼通は今すぐにでもここから逃げ出せる。あのふたりが狙ねらっているのはあくまでウォーライクであり、ウォーライクとかかわりのある人間ではない。とすれば、頼通ひとりなら、何食わぬ顔をしてパリから脱出することなど造ぞう作さもないだろう。日中の人混みにまぎれ、手持ちの現金で一番遠くまで移動できる切符を買い、列車に乗ってしまえばいい。たとえあのふたりにどこかで発見されても、少なくとも、いきなり殺されたりすることはないだろう。

　だが、頼通はその考えをすぐに捨て去った。

　ルテティアやジルベールを見捨ててひとりだけ逃げるような真似はできない。ここまで深くかかわっておきながら、いざ火の粉がかかりそうになったとたん、俺はロードじゃないからといってひとりで逃げ出せるほど、頼通は厚こう顔がんな男ではなかった。

　むしろ、俺がロードであれば――とは思っている。もし頼通がルテティアのロードになれるのであれば、逃げる算段よりもまず戦うことを考えるだろう。ロードの戦いがどんなものか、頼通にも判らなかったが、後ろめたさをかかえて逃げるよりは、たとえ傷つくのだとしても戦うほうがいい。

　しかし、それが不可能だからこそ、頼通は忸じく怩じたる思いをかかえて逃走の準備をしなければならなかった。

「悪いな、ルゥ」

「え？」

　赤い目をして荷物をまとめていたルテティアが、唐突な頼通の呟きに顔を上げた。

「俺じゃおまえを守ってやれない。……すまん」

「そんなの……ミッチーがあやまることじゃないじゃん」

「確かにそうかもしれんが、男はそういうところにこだわっちまうんだよ」

　静かに吐き出した煙は、いつもより苦く感じられた。
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　ジルベールが戻ってきたのは、完全に日が没したあとのことだった。

「無事だったか、ジルベール」

「ごめん、ちょっと手間取った」

　帰宅したジルベールは、いきなりテーブルの上に厚みのある財さい布ふを置いた。

「ヨリミチ、きみが管理して」

「何？」

　頼通が手に取った財布の中身を、ルテティアも脇から覗き込んだ。

「うわ……」

　財布の中にはみっちりとユーロ紙幣が詰まっていた。少なく見積もっても五〇〇〇ユーロ以上はあるだろう。

　頼通はいぶかしげにジルベールを凝視した。

「あんた……どこかでスリでもしてきたのか？」

「そんな真似はしないよ。隠し財産を換金してきただけさ」

　そういって、ジルベールはきらりと輝くものをふたりに投げ渡した。

「こいつはもしかして……ナポレオン金貨か？」

「うん。いざという時に備えて何枚かキープしてたんだよ」

「え？　何？　高いの、これ？」

「ああ。俺もマニアじゃないからよく知らんが、だいたい一〇〇年くらい前に鋳ちゆう造ぞうされたこの手の二〇フラン金貨の中には、単純な重さ以上の値がつくレアな代物もあるっていうからな。特にこのナポレオン一世の横顔を刻んだヤツは高いはずだ。アメリカにいた頃、骨こつ董とう屋やで一枚二〇〇〇ドルくらいの値がついてるのを見たことがある」

「といっても、一〇〇年前は額面通り二〇フランの価値しかなかったからね。いずれ値が上がると踏んで貯め込んでたものが、今になってようやく役に立ったよ」

「やっぱ俺が思ってた通り、かなりの長生きなんだな、あんた」

「ぼくのことより、ルテティアのことを頼んだよ、ヨリミチ」

「……何？」

　コインをジルベールに投げ返したポーズのまま、頼通は動きを止めた。

「どういう意味だ、おい？」

「ルテティアをうまく逃がしてやってくれ。――ぼくはここに残る」

「残る!?　冗談でしょ!?」

　ルテティアはジルベールのもとに駆け寄った。

「いや、本気だ。パリを離れたくないんだよ」

「離れるといったって、別に永遠に離れるってことじゃないだろ？　一時的に難を避けるだけだろーが！」

「だとしてもだよ。……ぼくはもう、疲れたんだ」

「何にだ!?　売れない絵を描き続けることにかよ!?」

「うん、そうかもしれない」

　思わず声を荒げた頼通に対し、ジルベールは溜息混じりに苦笑した。

「……きみがいうように、ぼくは確かにかなりの長生きだよ。革命前からこのパリで生きてきた。ただ、以前のぼくは、ある意味ではごく当たり前の生き方をしていたんだ。ロードと組んでほかのウォーライクたちを倒すという、ウォーライクとしての普通の生き方をね」

　ジルベールはそっと手を伸ばし、ルテティアの手を握り締めた。

「…………」

　細い手だった。指も細い。絵筆を握るにはふさわしく思えるが、しかし、この手でこれまで数多くのウォーライクたちを倒してきたとは、少なくともルテティアにはにわかには信じられなかった。気性からいっても、ジルベールに他人を攻撃できるとは思えない。

　だが、ジルベールはルテティアの疑念を読み取ったかのように繰り返した。

「――ぼくは多くのウォーライクと戦ってきた。その戦いの数だけ誰かが死んでいったよ。相手のウォーライクだけじゃない、相手のロードも死んだ。ぼくのロードだって何人も命を落とした。死ななかったのはぼくだけだ」

「それが、どうして……？」

「判らなくなった。自分がしていることが正しいのかどうか、判らなくなったんだ」

　ジルベールは目を伏せて自嘲した。

「ぼくだって、昔は〝楽園エリジウム〟に戻りたいと思っていたよ。そこがどんな場所なのかも判らないくせに、漠ばく然ぜんとそこへ戻りたいと思って戦ってきた。――ぼくたちウォーライクだけが傷つくのなら、それは自業自得だ。けど、そのために人間たちまでが傷ついて、時に命まで落として……それは、何か違うと思うようになった」

　たぶんぼくは長生きをしすぎたんだ――と、ジルベールは呟いた。

「人と深くかかわりすぎた。人のことを思いやることを知ってしまった。もっと冷淡であり続けることができればよかったのに、ぼくにはもう、人間を傷つけてまで自分のエゴを押し通すことが耐えられなくなっていたんだ」

「それで戦うことをやめたのか？」

「ああ。ぼくの最後のロードは、モンパルナスの病院で出会った少女だった。まだほんの一二か一三くらいの娘で、ぼくのエルフィンブラッドを飲んだ時だけベッドから起き上がれるような、病弱な子だった。その子は……元気に走り回れる身体が欲しかったんだ。だからぼくと取り引きをした」

　長い戦いに勝ち残ったウォーライクが〝楽園エリジウム〟に帰還する時、ともに戦い抜いたロードは、たったひとつだけ、どんな願いでもかなえてもらえるという。少女が望んだものは、平凡な人間なら当たり前のように持っているはずの、ただ単に人並みに健康な肉体だったのだろう。

「もしかして――」

　ルテティアは隣の部屋に向かい、白い布をかけられたままの絵を手に取った。顔の中身が描かれていない、幼い少女の肖像――これこそがジルベールのいう少女なのだと、ルテティアは直感的にそう察した。

「……ぼくは、結局その少女すら死なせてしまった。それ以来、ぼくはロードを持つことをやめ、ほかのウォーライクと戦うこともやめた。ボイドを覚えて同類の目を逃れ、静かに隠いん遁とんする生活を選んだんだよ。絵を描くようになったのはそれからさ」

「――――」












　絵を片手に、ルテティアはジルベールのもとへ戻った。

「でもね、実際にやってみると、それはそれで苦痛なんだ」

「苦痛……？」

「何しろぼくたちは人間よりはるかに長生きだからね。いつ現れるか判らない敵の影に怯えながら生き続けるっていうのは、当初ぼくが考えていたよりはるかにきつかった。そしてぼくは、いつの間にか、この長すぎた人生に幕を引く日が来ないかって待ち望むようにさえなっていたんだよ。……自分で自分の命を断つ度胸はないくせにさ」

　ルテティアに差し出された絵を膝に置き、じっと見つめていたジルベールは、小さく嘆息した。

「そんなある日、きみと出会った」

「あの夜のこと？」

「うん。きみがウォーライクだってことはすぐに判った。その時ぼくが考えたのは、もし今ここでこの子に倒されてしまえば、楽になれるだろうなってことだったよ。でもきみは、戦う力なんかほとんど持っていない、目醒めたばかりのひよこだった。だからぼくは、きみを助けることにしたんだ。……正直、きみをぼくが死なせてしまったあの子とかさねていた部分もあった。きみのために自分が何かしてやれるなら、これまで未練たらしく長生きしてきた自分の人生にも、多少の意味はあると思えるだろう？」

「あんた……罪滅ぼしのためにきょうまで生きてきたのかよ……？」

　やりきれないといった表情で、頼通は顔をそむけた。

「自分のせいで何人も死んだっていうけど、結局は自己責任だろ？　あんたを手にして戦うのは戦う意志のある人間なんだ。嫌なら手にしなけりゃいいだけの話じゃねえか！　自分で戦うことを選んだ以上、たとえ怪我しようが命を落とそうが、そいつはもうそいつ自身の責任だろ！」

「確かに理屈はそうだけど、それで綺麗に割り切ることはぼくには無理だった。……ちょっと不ふ愉ゆ快かいなたとえかもしれないけど、いわせてもらうよ？」

「……何だよ？」

「たとえばきみの甥っ子が、ウォーライクとかかわったことでもし命を落としたとしたら、きみはそれを甥っ子の自己責任だって納得できるかい？　その少年を巻き込んだウォーライクを責めたくなるんじゃないのかい？」

「それは――」

　いつも雄弁で頭の回転も速い頼通が、ジルベールの問いに言葉を失っていた。

　ウォーライクという立場のルテティアにも、頼通の葛かつ藤とうは何となく理解できた。確かに頼通は、自分がウォーライクとかかわって危険な目に遭うのはみずから望んだことだと、そう納得できる性格の男ではある。ただ、自分の親しい知り合いや身内にまでその考えをしいることができるほど、冷酷な男でもない。

　甥に対する頼通の情を垣間見た気がして、ルテティアは一瞬、見たこともないその少年に嫉しつ妬とした。

　床の上に置かれていた大きなバッグを頼通に渡し、ジルベールはいった。

「ぼくは充分に長生きした。もう思い残すことはない。………でも、ルテティアはまだ死ぬには早すぎる。だからヨリミチ、この子を連れて逃げてくれ。そして、できれば頼りになるやさしいロードを見つけてやってくれないか？　やっぱりウォーライクには、ロードが必要なんだ。戦うという意味ではなく、身を守るという意味で」

「……そこで俺がウィ、ムッシュとでもいうと思ってんのか、あんたは!?」

　不意にジルベールの襟首を摑んで引き寄せ、頼通は低い声で怒ど鳴なりつけた。

「そんな告白を聞いたあとじゃますます置いていけねえだろ!?　どうせあんたのことだ、ここに例のふたり組が現れたら、相打ち覚悟で戦うつもりなんじゃねーのか、おい!?」

「ほっ、それホント？　本当なの、ジルベール!?」

「いや、もちろんできれば戦いたくはないけど……でも、ぼくにはボイドがある。彼らがぼくをただの人間だと思ってくれれば、不意をつくことも可能だよ」

「それで確実に倒せんのか!?　ウォーライク同士の戦いでは、ロードのあるなしは絶望的なくらいの差になるって教えてくれたのはあんただろーが！」

「それでも、きみたちが逃げるまでの時間稼ぎくらいは――」

「わたし、ジルベールといっしょじゃないとどこにも行かないわよ！」

「ちょ、ちょっと、ルテティア――」

「俺も同意見だ」

　これ見よがしにタバコをくわえ、その煙をジルベールの顔に向かって吹きかけながら、頼通はふてぶてしく唇を吊り上げた。

「――日本男児をナメんなよ。俺たちだけ先に逃げられるシチュエーションか、これが？　死なばもろとも、一いち蓮れん托たく生しようって言葉を知らねえか？」

「ふ、ふたりとも、よく現状を考えて――」

「もう理屈がどうのって話じゃないの！　わたしがそうしたいの！」

「だそうだぜ、ジルベールの旦那？」

　頼通に襟、ルテティアにシャツの裾をがっちりと摑まれたジルベールは、しばらく天井を見上げていたが、やがて長々とした溜息をもらし、ゆっくりと両手をあげた。

「……降参だよ」

「いっしょに来るのね？」

「確かに、いざという時にきみたちを守れるのも、たぶんぼくだけだろうからね」

「判りゃいいんだ、判りゃあ。……な？」

「うん♪」

　ルテティアと頼通は顔を見合わせて微笑ほほえみ、おのおののバッグを肩にかついだ。

「――で、具体的にはどうする？　メトロでサン・ラザールまで行って、ノルマンディー行きの特急を捜すか？　つねに人目のあるところを選んで行動したほうが――」

「いや、充分に力のあるウォーライクなら、人混みの中ですれ違いざまに、一撃でこっちの心臓を撃ち抜くぐらいのことはできるよ。人目があるからといって安全なわけじゃないんだ。それに、騒ぎを起こして警察に通報されるのも困る」

「そうか……俺はともかく、ルゥには身分証明書もパスポートもないんだっけか」

　最初から警察権力に頼るつもりなどなかったが、頼る以前に目をつけられることさえ避けなければならないのだと気づき、ルテティアは唇を嚙み締めた。

　乱れた襟もとを正し、ジルベールはドアに向かった。

「無関係な人間を巻き込むのはきみたちにとっても本意じゃないだろう？」

「ああ」

「とりあえず、何があっても対処できるように地上を歩いていこう。列車に乗るのは最終的にパリから抜け出す一度だけ、敵に追われていないことが確認できてからだ。でないと、動く密室の中で戦うはめになりかねない」

「判った」

　街灯のともる石畳の路上へと出てきた三人は、ジルベールを先に立てて歩き出した。

　まだ日が暮れて間もないせいか、通りを歩く人の姿は少なくなかったが、そのすべてが怪しく思えて、ルテティアは緊張の糸をゆるめることができなかった。もちろん、光の翼を持つウォーライクとただの人間を見間違えることはありえないけれど、歩いている人々の陰や曲がり角の向こうから、不意にあのふたり組が現れないとはかぎらない。その不安感をどうしようもできなくて、ルテティアは頼通の腕にすがり、その手をぎゅっと握り締めた。

「…………」

　頼通はルテティアを一瞥し、オレンジがかったその髪を、くしゃりと撫でてくれた。
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「――ほう」

　冷ややかな夜風に吹かれてオペラグラスを覗き込んでいたルイ・ダーヴィッド・マクシミリアンは、小さく驚きの声をあげて髭を撫でつけた。

「地道に網を張っていて正解だったな。さっそく引っかかってくれたよ」

「どれ？　ちょっとわたしにも見せなさいよ」

　隣にいたメヒティルトが、ダーヴィッドからオペラグラスをひったくる。

「間違いないな。昼間の東洋人といっしょに行動している少女がウォーライクだ。……しかし、この青黒い闇に彼女の光は悪目立ちするな。運がないというべきか、我輩たちにとっては幸運というべきか――」

「ちょっと待って。……確かにあの子がウォーライクなのは間違いないでしょうけど、あの東洋人のほかに、もうひとり連れがいるじゃない」

「いたかね？」

「いるわよ。……何だか頼りなさそうな痩せっぽちが」

「では、そちらが少女のロードなのではないかね？　あの東洋人は我輩を見ても何の反応もしめさなかった。あんな間の抜けたロードはまずいまいよ。――とすれば、もうひとりの男が少女のロードで、東洋人は何らかの事情があって行動をともにしているだけと見るべきだろう」

「……違うわ」

「何？」

　メヒティルトはいぶかしげな表情でオペラグラスを降ろした。ゆるやかにウェーブした髪が、風を受けて旌せい旗きのように大きくはためいている。

「もうひとりの男……あれ、あいつもウォーライクかもしンない」

「何？」

「たぶん、ボイドを使って巧こう妙みように隠してるんだと思う。……じっくり観察しなかったら見逃してたかもしれないけど、何となく感じるのよ。あの痩せっぽち、ウォーライクだわ」

「ボイドか……珍しい特技を持っているな。我輩の目ではただの人間のようにしか見えないが」

「あの痩せっぽち、かなりの手て練だれよ。ガキのほうはまるっきり新米だけど。……で、どうする？　やる？」

　オペラグラスを投げ返し、メヒティルトはダーヴィッドに尋ねた。しかし、すでにその顔には、獲物を狙う獣を思わせる獰どう猛もうな笑みが浮かんでいた。

「ロードのいないウォーライクがふたりにただの人間ひとりだろう？　聞くまでもないのではないかね？」

「ふふン……ひと晩でふたりもご馳ち走そうにありつくなんて初めてだわ。ラッキーね」

「ここで景気をつけて、次はいよいよイギリス行きだな。最近何かと噂うわさを耳にするロンドンの〝白い魔女〟とやら、我輩たちの手で討ち取ってくれよう。――行くぞ、メヒティルト」

「いちいち指図しないでよ、エセ貴族」

　ダーヴィッドの呼びかけに毒どく舌ぜつで応じたメヒティルトは、やや丸みを帯びた急斜面を蹴って飛んだ。ダーヴィッドとメヒティルトが立っていたのは、モンマルトル一のランドマークともいうべきサクレ・クール寺院――バジリカ大聖堂のドーム型の屋根の上だったのである。

　メヒティルトにわずかに遅れて大きく跳ちよう躍やくしたダーヴィッドは、民家の屋根を蹴って高速で移動しながら、金ラメのジャケット姿の相棒にいった。

「ロードのいないウォーライクが相手では〝逢魔が刻トワイライト〟に引き込むことは不可能だ。どこか人ひと気けのない場所に追い込んでけりをつけよう」

「どこに追い込むって？」

「死者には死者にふさわしい場所があるとは思わないかね？」

「ああ……了解！　あんたは先回りしてて！」

「頼んだよ、共犯者どの」

　軽く投げキスをして、ダーヴィッドはメヒティルトとは別の方角へ向かった。
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「……そういやモンマルトルに滞在してけっこうたつのに、ここには一度も来たことがなかったな」

　火のついていないタバコをくわえ、頼通はうそぶいた。いつもなら頼通のふてぶてしいセリフに頼もしさを感じるルテティアだったが、しかし、今はとてもそんな感想をいだけない。

　パリ一八区モンマルトル――その西に広がるモンマルトル墓地は、著名人の墓が数多くあることから観光スポットのひとつに数えられることもあるが、やはりその場所柄からか、テルトル広場のように観光客たちでにぎわうということもなく、ましてや夜ともなれば、ほぼ完全に人気はなくなる。

　森しん閑かんとしてカラスの鳴く声ばかりが響き渡る墓地で、ルテティアたちは、特徴的な髭の男と対たい峙じしていた。

「――ヨリミチ」

「ああ、俺が会ったのはこいつらだ」

　低いジルベールの声に、頼通は小さくうなずいた。三人の正面にはしつこいくらいに髭をいじり続ける背の高い男、そして背後には、派手なジャケットの肉感的な女が立っている。

　その女が放つ、金と銀が混じったようなぎらぎらしい輝きに急き立てられて、ルテティアたちはここまで逃げてきた。そして、今また髭の男に行く手をさえぎられたのである。おそらくこの男女は、最初から三人をここへ追い込むつもりだったのだろう。

　肩越しに女を振り返っていたルテティアは、ジルベールにそっと耳打ちした。

「……ねえ、前にいるヒゲをぶちのめして強行突破すればいいんじゃない？　ロードさえ倒せば、後ろの女だって――」

「そううまくいくかな」

　前と後ろ、双方に神経を配りながら、ジルベールは呟いた。

「……どうやらこのふたりは、ぼくと違って荒っぽいことが大好きらしい。かなり場慣れしているようだよ。後ろの女ひとりなら、たとえ一対一でも負けないくらいの戦いには持ち込めるんだけど、そこへロードに割り込まれると手が出ないな」

「だからよ！　だからロードのほうを先にやっちゃおうっていってるんじゃない！」

「……きみ、女の子なんだからもう少し言葉を選ぼうよ」

「それ、今しないといけない説教？　今いわないと死ぬの？」

「死ぬ前にいっておきたいことではあるね。ぼくの遺ゆい言ごんだと思って聞き入れてくれると嬉うれしいな」

「あのな、おまえら――」

「ごめんよ、ヨリミチ」

　ルテティアとジルベールの口論に割って入ろうとした頼通を、いきなりジルベールが突き飛ばした。

「――ぐ!?」

　一瞬で数メートルも吹き飛ばされ、大きな墓石に激突してその向こう側へと転がった頼通は、息を詰まらせてその場に倒れた。

「ミッチー!?」

「ヨリミチにはあのままおとなしくしてもらっていたほうがいい。……それより行くよ、ルテティア」

「えっ!?」

　わけも判らないまま、ルテティアはジルベールに手を引かれて走り出した。

「正しい判断――というより、そうするしかなかろうね、きみらには」

　まっすぐ突っ込んでくるふたりのウォーライクに対し、髭の男――ダーヴィッドは慌てた様子もなく、左手は腰の後ろに回したまま、ただ髭を撫でつけていた右手を降ろしただけだった。

　いや――その手を水平に伸ばし、すぐそこにあった墓ぼ碑ひの十字架を無造作に摑んだ。

「!?」

　何をする気なのかと目を見開いたルテティアは、ダーヴィッドがそのまま十字架を引き抜くのを見た。

「ふっ――」

　ジルベールが右腕をひと振りすると、その指先から灰色の輝きがほとばしり、細い針となってダーヴィッドに殺到した。

　それをダーヴィッドは、器用に十字架をかざして受け止めた。光の針が無数に突き立ち、石造りの十字架はまたたく間に崩れていく。

　その間にダーヴィッドの懐へと踏み込んだルテティアは、力任せにその横っ面を殴りつけようとした。

「この……！」

「ルテティア！」

　ルテティアの痛烈な平手がダーヴィッドの横顔を捉える寸前、ふたたびジルベールが少女の手を引いた。

「！」

　ジルベールにかかえられて宙を舞ったルテティアは、めまぐるしく天地が入れ替わる中、さっきまで自分が立っていた場所に、金色の光の針が突き立っているのを見た。

「ちょこまかとうざったいのよ……！」

　いつの間にか、虚空に逃れたルテティアとジルベールの頭上に、ラメのジャケットの女――メヒティルトが迫っていた。大きく振りかぶられたその両手の爪の先に、凶悪な金色の輝きが宿っている。

「――死ンじゃいな！」

「くっ！」

　ジルベールはルテティアを背後にかばいながら、右のてのひらをメヒティルトに向けて突き出した。そこにかすかなゆがみのようなものが生じ、メヒティルトが放った一〇本の金色の針をことごとくはじき返した。

「ボイドに〝魔矢エルフインダート〟にお次は〝塚守バロウキーパー〟？　ずいぶンと芸達者だこと――」

　ダーヴィッドのかたわらに着地したメヒティルトは、無傷のルテティアたちを見て、憎々しげに眉をひそめた。

「何もきみひとりでかたをつけなくてもよかろう、メヒティルト？　我輩にも活躍の場をもらおうか」

「……了解」

　ふんと鼻を鳴らしたメヒティルトの身体が、その影の中へ静かに呑み込まれていく。そして、それと入れ替わりに、影の中からひと振りの剣がせり出してきた。中世の貴族が決闘にもちいていた、エペと呼ばれる細身の剣に酷こく似じしている。

　その光景を凝視していたルテティアは、ジルベールをかえりみ、

「ジルベール！　アナタ、剣は使えるの？」

「剣!?　いや、ぼくはもっぱら使われる一方で――」

「それでもわたしよりはましでしょ!?　だって、アナタのほうがわたしより力も強いし速いし、何より経験があるんだから！」

「え？　きみ、何を――」

「ちゃんとあつかってよね！」

　いうなり、ルテティアは自分の影の中に飛び込んだ。




「くっ……」

　苔こけむした墓石にすがるようにして、頼通はどうにか立ち上がった。

　痛打した背中はまだ痛むが、どこかの骨が折れるほどのダメージは負っていない。しばらく休めば痛みも消え、呼吸もおだやかになるだろう。ジルベールの絶妙な力加減に舌を巻きつつ、頼通は彼らの戦いに目を向けた。

　あざやかなオレンジ色に輝くファルシオンを手にしたジルベールが、エペを手にしたダーヴィッドと戦っている。ジルベールの持つ片刃の得物がルテティアの変じた姿だということは、その瞬間を見そこなった頼通にも判っていた。

　と同時に、そこに自分の居場所がないということもひと目で判った。

　いかにもスマートな細身の剣をあやつるダーヴィッドの動きはすばやい。速く、コンパクトで、そしてその刺し突とつは鋭かった。ジルベールが身をかわすたびに、代わりにすぐそばの重厚な墓石に、簡単に穴が開いてしまうのである。あの鋭えい利りな切っ先なら、人の身体に穴を開けるなど造作もないだろう。

　ウォーライクを手にしたロードの強さがそこにあった。たとえ大型拳銃で武装していたとしても、凡百の人間が相手をできる存在ではない。

　つまり、頼通はただの足手まといでしかなかった。だからジルベールは、彼らとの戦いが不可避だと悟った瞬間、頼通を戦いの場から遠ざけるのと同時に、一時的に身体の自由を奪ったのだろう。でなければ、頼通はみずからの危険をかえりみず、彼らの戦いに割って入っていたかもしれない。

「くそっ……」

　墓石にもたれかかるようにして腰を降ろし、頼通は小さく咳き込んだ。

　頼通も合気道を習っていたことがあるが、もはやルテティアたちの戦いは、その程度の経験が何らかの役に立つようなレベルではない。今の頼通にできるのは、ルテティアたちの勝利を祈りながら、ただここで傍ぼう観かんすることだけだった。




　ダーヴィッドの音速の突きをどうにか受け流した時、ジルベールの口からもれたひと言を、ルテティアは聞き逃さなかった。

『ジルベール！　今何ていった!?』

「……え？」

『重いっていったわね!?　それ、わたしが重いってこと!?』

　剣と化した全身を震わせ、不用意な男の呟きに嚙みつく。文字通り命を削けずるような戦いの最中だというのに、ジルベールは少女のそんな叫さけびに苦笑をもらした。

「ごめん、きみが思っているような意味じゃないんだ」

『ならどういう意味よ!?』

「それを持つ資格のない者にとって、ウォーライクが変じた武器というのは、本来の何倍、何十倍もの重さに感じられるんだよ」

『え……？』

「それも相性の一部なんだけどね。もしぼくがただの人間なら、二、三度振り回しただけでもうギブアップするだろう。こうしてどうにか戦い続けていられるのは、まがりなりにもぼくがウォーライクだからさ。――けど、ウォーライクのぼくにも、さすがにこの重さは、きつい、な……！」

　そういわれて初めて、ルテティアはジルベールの額にびっしりと汗が浮かんでいることに気づいた。

　一方のダーヴィッドは、まったくといっていいほど汗をかいていない。呼吸も落ち着いたものだし、戦うというよりはダンスでも踊っているかのような余裕が感じられる。それこそが剣を持つべき者と持つべきでない者の差――正当なロードとウォーライクの差なのだろうが、しかしルテティアは、そのことに愕がく然ぜんとするより先に腹を立てた。まるで相手が自分たちをなぶって楽しんでいるように思えたのである。

　そしておそらく、その感想は間違っていない。

「ウォーライクを持ったウォーライクと戦うのは初めてだが――存外に歯応えがないものだな。いささか期待しすぎたか」

　髭をひくりと震わせ、ダーヴィッドが笑った。矢継ぎ早に繰り出した突きでジルベールの肩口や手の甲に浅い血の線を引き、すぐさま後方へと飛びのいてエペを横一文字に一いつ閃せんさせる。

「――久しぶりの戦いだというのに、これではつまらんよ！」

　エペの軌き跡せきがあの金色の光の矢を生み出し、ジルベールに襲いかかった。

「！」

　ジルベールは反射的に左手をかざし、ふたたび目に見えない壁を張ってそれをしのごうとしたようだった。だが、相性のいいロードとウォーライクはたがいの力を増幅し合う存在なのか、メヒティルトひとりで使っていた時よりも、光の矢の威力は明らかに増していた。

「ぐっ、ふ――」

『ジルベール!?』

　張った壁ごと吹き飛ばされたジルベールは、誰のものかも判らない墓石をいくつも薙なぎ倒たおし、全身傷だらけで地面に転がった。

『ジルベール！　ねえ、大丈夫!?』

「だい、じょうぶじゃ……ないけど、息は、ある、よ――」

　ジルベールはルテティアを地面に突き立て、それをささえにゆっくりと立ち上がった。

「自業自得とはいえ……ブランクが長すぎたな。戦いの勘かんがまだ戻らないよ」

　自嘲の呟きの合間にも、ジルベールは乱れた呼吸をととのえている。

『ジルベール――』

　生まれて初めてほかのウォーライクと戦うことになったルテティアには、今ひとつその違和感が実感できなかったが、よくよく考えてみれば、本来ならウォーライクがみずから武器を取って戦うことなどまずありえない。魔法じみた特技を使える者もいるが、あくまでそれはサブウエポンであり、メインウエポンとなるのは武器と化した自分自身――そしてそれを使うのはロードなのである。今、ジルベールがルテティアを手にして戦っているのは、彼にしてみればあまりに勝手の違う行為であった。

　しかし、相手がそこに温情をかける気配は微み塵じんもない。

「いかに人気のない夜の墓地とはいえ、あまり長引かせるのはよくないな」

『さっさと始末して、今夜こそまともな宿で休みたいンだけど！』

「我輩もだよ。……では、そろそろフィナーレといこうか」

　ダーヴィッドはエペを持つ右手を前に突き出し、左手を後方に向けてかかげた。

「――はっ！」

　フェンシングを思わせる動きで、ダーヴィッドが一足飛びに距離を詰めてくる。同時に繰り出されたエペの切っ先が、ジルベールの喉もとへと一気に伸びてきた。

「……！」

　あらたに赤い血が飛び散る。ジルベールは咄嗟に首を振ってかわそうとしたが、完全に避けきれずに顎の脇を小さく裂かれていた。

　さらにそこへ、息をつく暇もなく第二、第三の突きが飛んできた。

『ジルベール！』

　ジルベールの手に握られているルテティアには――認めたくはなかったが――限界がすぐそこまで近づいていることが判っていた。

　すでにジルベールはダーヴィッドの動きについていけていない。三つにひとつはルテティアの刃でどうにか受け流していたが、残りのふたつは避けきれていなかった。疲労から腕が上がらなくなってきているのだろう。それでもまだ致ち命めい傷しようを負っていないのは賞賛すべきことだったかもしれないが、それも時間の問題だった。

「――ジルベール！　ルテティア！」

　ようやく起き上がってきた頼通が、墓石を拳で叩いて叫んでいた。

「……ルテティア」

　一瞬だけ頼通を横目で捉えたジルベールが、ほとんど消え入りそうな声でいった。

「たぶんきみは、ぼくよりもヨリミチとのほうがまだ相性がいいはずだ」

『えっ？』

「もしうまくいかなかったら、きみだけでも逃げてくれ。……最後の、お願いだ」

『ジルベール!?　いったい――』

　その言葉の意味を問いただす前に、鋭さをいや増したダーヴィッドの突きがジルベールの胸もとへと飛んできた。

「ロードも見つけられないようなウォーライクに生きる意味などなかろう！　せめて我輩たちの明るい未来を祝福しながら、ひと足先に〝楽園エリジウム〟に向かいたまえよ！」

「そうさせてもらうよ。……でも、ぼくが祝福するのはきみらじゃあない」

　受けることも、身をかわすこともせず、それどころか手にしていたルテティアすら放り投げて、ジルベールはその場に立ち尽くした。

『――ジルベール!?』

　星の少ない夜空に投げ上げられたルテティアは、だが、すぐに別の手によって受け止められた。
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　目が合った瞬間、ジルベールのいいたいことが判ったような気がした。

　そんな気がしただけで、それは単なる頼通の思い込みだったのかもしれない。

　しかし、頼通は迷わず飛び出した。

　次の刹那、ジルベールはルテティアを手放し、そのままダーヴィッドの一撃によって串くし刺ざしにされた。

『――ジルベール！』

　ルテティアの叫びが頼通の耳を打つ。

「ジルベール！」

　頼通も叫んだ。

　叫びながら涙を流していた。

　涙を流しながら、目の前の墓石を蹴って飛んでいた。

　したたかに打った背中の痛みは完全には消えていなかったが、怒りがそれを中和してくれている。頼通はジルベールから託たくされた少女――ルテティアの柄つかを空中でしっかりと握り締めた。

「！　貴様――」

　ルテティアが頼通の手に渡ったのを見たダーヴィッドは、ジルベールの胸からエペを引き抜こうとした。だが、どこにそんな力が残っていたのか、ジルベールはカップガードを摑むと、エペを引き抜くどころか、逆に自分の胸へとさらに深く刀身をめり込ませた。

『ダーヴィッド！　早く抜いて！』

　エペが震え、メヒティルトの声でヒステリックにわめき立てた。

「うるさい！　我輩に指図するな！」

　ダーヴィッドはジルベールの頰に拳をめり込ませたが、ジルベールの腕の力はゆるまなかった。

　そこへ、頼通が落ちてきた。

「貴様……貴様ら！」

　ジルベールの身体からエペを引き抜こうとしていたダーヴィッドは、結局、頼通の一撃をかわすために、柄から手を離して大きく飛びのいた。

「――っの野郎！」

　すさまじい重さを感じさせるルテティアを、頼通はそのままメヒティルトに叩きつけた。ダーヴィッドを倒すことは最初から考えていない。ダーヴィッドが寸前で逃げ出すだろうことも何となく判っていた。

　だから頼通は迷うことなく渾身の一撃をメヒティルトにぶつけた。ジルベールが自分にやらせたかったのはこれだという確信があった。

『――――』

　ほんの一瞬、甲かん高だかい悲鳴のようなものが聞こえたが、それがメヒティルトの悲鳴だったのか、それとも細い刀身が折れた音だったのか、もはや確かめるすべはない。

　頼通はジルベールのかたわらに膝をつき、地面に深々とめり込んだルテティアの柄を両手で握り締めたまま、肩を揺らして荒い息をついていた。

「ば、馬鹿な……！」

　ここまで無傷だったはずのダーヴィッドが、足元をふらつかせ、鬱うつ蒼そうとした葉を茂らせる古木に取りすがっていた。

「どうして、こんな……貴様らなぞに、我輩が……我輩の、わ、我輩が手にするはずだった富は、どっ、どう、どうなる――？」

「きみの望みは現世での富か。……いや、いかにも人間らしいね」

　力なく笑ったジルベールの胸には、もうエペの刀身は突き刺さっていない。頼通のすぐそばに転がっていた柄のほうの残りの半分も、すでにそのほとんどが消滅しかかっていた。

「…………」

　大きく息を吸い込み、頼通はウォーライクというものの最さい期ごを凝視した。戦いに敗れて砕かれたウォーライクは、こうして静かに消滅していくのだろう。

「――がっ！」

　メヒティルトが完全に消滅するのと同時に、黒髪を振り乱してぶつぶつうわ言めいた呟きをもらしていたダーヴィッドが、ひとつ大きく身体を震わせて崩れ落ちた。

「……勝った、のか……？」

「ああ……ウォーライクとのつながりをいきなり断ち切られたロードは、かならずこうなるんだ。――そして、次に目醒めた時には、もう、何も覚えていない――」

　ひどくかすれた声でジルベールが答える。もともと白かった顔は完全に青ざめ、ただ口もとを汚した血の赤さだけが毒々しいほどにあざやかだった。

「ジルベール！」

　ふと我に返った頼通は、ふらりと倒れ込んできたジルベールを慌ててささえ、その場に横たえた。

「ジルベール！　ねえ、大丈夫!?」

　本来の姿に戻ったルテティアが、ジルベールのかたわらにしゃがみ込み、その手を握り締めた。

　だが、その手はすぐに実体を失った。ジルベールの身体が、四肢の先のほうから少しずつ、淡い光の粒子に溶けて消え始めているのだった。

「……！」

　ルテティアは口もとを押さえて絶句した。悲鳴はもれてこなかったが、代わりにその瞳からは熱い涙があふれてくる。つい数分前、ふてぶてしいウォーライクの最期を見たふたりには、それがジルベールの死期が近いことを意味する現象なのだと判ってしまっていた。

「ヨリミチ……」

　淡い光につつまれたジルベールは、ひどくおだやかな声でいった。

「しゃべるな！　静かにしてろ！」

　ジルベールの呟きをさえぎり、頼通は地面を何度も叩いた。

「今すぐ何か食うものを買ってきてやる！　食うもの食ってればウォーライクってのは傷が治るんだろ!?　前にそういってたよな？　だから死ぬな！　あきらめんな！」

「いや、もういいんだ。……どうせもう助からない。自分でも判ってるよ」

「あんた……！」

「あの子を死なせてしまってからのぼくは、生きたままで、死んでいるようなものだった。……それを思えば、これは……ずいぶんと贅沢な最期だと思うよ。ねえ、カッコいいだろう？」

「ああ……カッコいいよ、あんたは！　服のセンスはいけてねえし、ヘアスタイルも今イチだけど、あんた……カッコいいよ、なあ――」

「ふふ……」

　必死に涙をこらえて声を絞り出す頼通に笑いかけ、ジルベールはルテティアに視線を移した。

「……メヒティルトを倒したことで、きみは少し強くなるだろう。できることなら、きみには頼れるロードを見つけて、できるかぎり生き延びてもらいたい……でも、ウォーライクとロードがおだやかに生きていくのって、とても、む、ず――しい、ん」

「ジルベール!?」

　ジルベールの声が不意にくぐもったことで、ルテティアはついに悲鳴をあげてしまった。あふれる涙をぬぐいながら、しかし、手が素通りしまうことを恐れているのか、ジルベールの身体にすがることもできずに泣いている。

「ヨ、リミチ――」

「何だ？　何がいいたい？」

　青く変色した唇は、もはや満足に動かないようだった。頼通は身体を伏せ、ジルベールの口もとに耳を寄せてかぼそいその声に聞き入った。

「〝吟遊詩人ミンストレル〟――」

「ミンストレル!?」

「彼らは……永遠の黄昏たそがれの向こうから、いつもぼくたちを見ている。彼らに、気をつけて――どうか、ルテティアを、し、あわせ、に――」

「ジルベール!?」

　頼通は目を見開いてジルベールの顔を見つめた。

　静かに目を閉じたジルベールは、それからほどなく、血の一滴までも光の粒と化して完全に消え去った。
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　塀へいの上に猫ねこがいた。

　塀の下には犬がいる。

　どちらも毛並みは真っ黒で、この夜の闇の中ではほとんど影に溶け込み、うっかりすると見すごしてしまいそうになる。

　ただ、その瞳だけが、一方は金、もう一方は緑に輝いて、おたがいをじっと見つめていた。

「いやー、感動のひと幕だったわ～」

　猫がいった。

「こういうことがあるからヒューマンウォッチングはやめらんないわ～」

「……相変わらずそれか」

　犬がふすんと鼻を鳴らした。

「――ラ・ベルのように目の色を変えてわめく女も度しがたいが、おまえのような輩やからにも腹が立つ」

「あれ？　もしかして怒ってる？」

「ふん」

　先に視線を逸らしたのは犬のほうだった。

「確かにおまえのいう通り、これでひと幕は終わった。……が、すべてが終わったわけではない。終わりなどないのだ、この芝しば居いには」

「いいじゃんいいじゃん、退屈しないですむんだったらさあ」

「……その態度に腹が立つといっている」

「そぉ？」

　香こう箱ばこ座すわりのまま、猫は大きなあくびをした。

「――ある意味、みんなの中ではわたしが一番本来の役目に忠実だと思うけどな。――このお芝居の永遠の傍観者っていう意味では。役目を忘れかけてるのはオッサンどもや小娘のほうじゃない？」

「……もし〝男だん爵しやく〟に会ったら、おまえがそういっていたと伝えておこう」

「やめてよ、自分のこと棚たなに上げてわたしを悪者にするのは」

「ふん」

　その時、何かが街灯の明かりをさえぎった。

　白い塀に巨大な獣じみた影が映ったように見えたが、それは本当に一瞬のことだった。

　ふたたび街灯の弱々しい明かりが射してきた時、そこにはもう、猫も犬もいなかった。
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　シャワールームから戻ると、がらんとした部屋の中で絵を見ていた頼通と目が合った。

「――本当に持っていかなくていいのか、この絵？」

「うん。ミッチーが持ってて。わたしの代わり」

「おまえがそういうならそうするけどさ」

　頼通はキャンバスを二枚かさねて白い布で包んだ。一枚はルテティアを描いた絵で、もう一枚は名前も知らない少女を描いた未完成の絵――考えてみれば、ルテティアたちはこの少女の名前さえ知らない。それを聞く前に、ジルベールは消えてしまった。

　それも、もうひと月も前のことになる。あれから頼通とルテティアは、主を失ったこのアパルトマンで、人目を避けるように肩を寄せ合って暮らしてきた。

　大事そうに絵を片づける頼通にそっと抱きついたルテティアは、その背中にぐいぐいと顔を押しつけた。

「おいおい、急にどうした？」

「……どうしていっしょに日本に来てくれないの……？」

「……悪いな」

　声をくぐもらせて涙ぐむルテティアに、頼通はぼそりと答えた。

「どのみち俺がついていっても、ロードになれない俺じゃあおまえを守ってやれない。あの夜、ジルベールとおまえが必死に戦ってるのを見て痛いほど思い知ったんだ。――おまえたちの戦いの場では、むしろ俺がいるのはマイナスなんだ。足手まといにしかならない」

「そんなことないじゃない……！　あの時だって――」

「まぐれはそう何度も続かないからまぐれなんだぜ？」

　頼通はルテティアに向き直り、少女を抱き締めてベッドに腰を降ろした。

「――日本には俺の甥がいるって、前に話したよな？」

「うん。……イオリ、だっけ？」

「そうだ。あいつは俺と違って堅実なリアリストだし、腕っ節のほうは頼りないが、そこはまあロードになったって話だから問題ないだろう。伊織といっしょにいれば、おまえも安全にすごせる」

「そんなのやだよ……ミッチーもいっしょに行こうよ。ふるさとなんでしょ？」

「悪いな。こっちでもう少し調べたいことがあるんだ」

「それが心配なの！　ひとりでそんな危ないことに首突っ込むなんて――」

　ジルベールが消えても、特にモンマルトルに変化はなかった。広場にやってくる画家崩れはいくらでもいたし、そこからひとり姿を消したくらいで騒ぎになるはずもない。それに、もともとジルベールは他人との接触を嫌ってひっそりと暮らしていたから、彼の姿が見えなくなったことに気づいた人間自体いなかったろう。

　だが、あの夜の真実を知るルテティアと頼通は、相変わらずのように見える日常の中に、きのうとは明らかに違う変化を感じ取っていた。

　ルテティアを膝に乗せ、やさしくその背中を撫でてやりながら、頼通はいった。

「……俺たちが誰かに監視されてるのは間違いない。今はまだ具体的に手を出してきていないが、今後もそうだって保証はどこにもないんだ」

「でも、それはミッチーも同じじゃない？　パリにひとりで残るなんて――」

「いいや、違う。監視されてるのは俺じゃない、たぶんおまえだ」

　ここ一週間ほど、ルテティアたちは、アパルトマンの周囲に何ともいいようのない気配のようなものを感じることが多くなった。誰が自分たちを見張っているのか、それは判らない。監視者の姿をはっきりと見たわけではなく、ただ何者かが四六時中自分たちを見張っているような視線を感じているのである。

　おそらく相手は人間ではない。少なくともふつうの人間ではないだろう。ただ、だからといってあらたなウォーライク、もしくはロードなのかといわれると、それにも肯こう首しゆはしかねた。ウォーライクなら当然あるはずの痕跡が、あたりにまったく残っていないからである。

「ジルベールのようにボイドを使えるウォーライクなのか、それともロードなのか、さもなければウォーライクでもロードでもない、まったく別の何かなのか――俺にはそこまでは判らん。ただ、そいつが監視しているのは、まず間違いなく、凡人の俺なんかじゃなくて、ウォーライクであるおまえなんだよ。……それに、ジルベールがいい残した言葉も気になるしな」

「……ミンストレル？」

「ああ。――ミンストレルってのは吟ぎん遊ゆう詩し人じんのことだ。だが、なぜ今いま際わのきわにジルベールがそんなことを口にしたのか……何か特別な意味があるのか、特別な何かを表す言葉なのかもしれないが、俺なりに調べてみたいんだ」

「学者みたいなこといってる」

「学者だよ。前にいったろ？」

　ルテティアの額にキスをして、頼通は少女を立ち上がらせた。

「――なら約束しようぜ」

「約束？」

「ああ。日本の学校が夏休みになったら、俺も一度日本に戻る」

「ホント!?」

「だから約束するっていってるだろ？　俺はできない約束は絶対にしないんだぜ？」

「それは判ってるけど――」

「心配すんなよ」

　足元のバッグをルテティアに渡し、頼通はいった。

「――必要な荷物はあとから送るよ。足りないものは向こうで買えばいい。せいぜい伊織をこき使ったらいいさ」

「うん」

「あとこれ、ケータイ。たぶん日本でも使えるはずだから、無事に向こうに着いたら連絡してくれ」

「うん」

「いい子だ。……その制服も似合ってるぜ」

「ねえ」

「ん？」

「どうして日本に行くのにわざわざこんな恰好するの？　これ、向こうのハイスクールか何かの制服なんでしょ？」

「いい質問だ」

　頼通は自分の携けい帯たい電でん話わを取り出し、制服姿のルテティアをカメラで撮影した。

「なぜそんな恰好をさせたかといえば――」

「いえば？」

「日本の男は、制服を着た美少女にとても親切だからだよ」

　片目をつぶり、頼通はルテティアの肩に手を置いた。




　しばらくアパルトマンの窓を見上げていたルテティアは、未練を断ち切るかのように大きく深呼吸し、歩き出した。

　頼通はついに窓辺に姿を見せなかった。ドアのところでおたがいに手を振り、そのまま別れてそれっきりだった。

　それでいいと、ルテティアは思う。あとひと月かふた月もすれば、頼通も日本へ戻ってくるといっていた。なら、今はそれを信じたい。

　燦さん々さんと陽光が降りそそぐモンマルトルの坂道を、ルテティアは颯さつ爽そうと下っていく。これから未知の国へ旅立つことに対する不安はあったが、それも初めての経験ではない。ロンドンからこの国へやってきた時とくらべれば、今はよほどましだった。

「――――」

　ルテティアはふと足を止め、フランスの春のひとときをすごした古びたアパルトマンを振り返った。

　あの部屋に、本来のあるじはもういない。そこに恋しい男をひとり残して、ルテティアはもう歩き出した。

　頼通の説得にほだされたからではない。たとえ頼通がどんなになだめすかそうとも、自分が納得していないことにはしたがわない――その頑がん固こさ、よくも悪くもおのれの我を押し通そうとするところが、ルテティアの本質だった。

　ルテティアが日本に向かうのは、彼女がそうしたいと思ったからである。イギリスからフランスに渡ってきた時のように、今度はフランスから日本へ、ルテティアがそうしたいと思ったから行くのである。

　けれども、鼻の奥の涙るい腺せんがつんと痛むのは、どうしようもなかった。

　どんなにわがままなルテティアでも、涙があふれてくるのを止めることはできないのだった。






























　店側がそれをどう感じているかはともかく、冷房の効きいたファーストフード店で広いテーブルを長時間占せん有ゆうし、勉強にいそしむ学生というものは確実に存在する。

「――――」

　その日、夏休みの課題をかかえて店にやってきた白しら石いしつぐみは、少し遅れてやってきた友人たちを見て、しばし言葉を失った。

　牧まき島しまさつきとむつきの双子の姉妹は、つぐみとは中等部の頃からの友人である。当然、彼女たちの変化は間近で見てきている。だが、きょう彼女が目の当たりにした双子の変化は――より正確にいうなら姉のほうの変化は――クラス内で冷淡な直ちよく言げんの士しという地位を築きつつあるつぐみをして、数秒絶句せしめるほどのものだった。

「やっほー、シライシ！　ちょっち古文見せてよ、古文！　さつきってば、珍しく宿題にほとんど手ぇつけてなくってさ！」

　テーブルに着くなりそんな虫のいいことをいっているむつきが、この時期、健康的に日焼けしているのは、まだ判わからないではない。陸上部で毎日のように走り回っているなら当たり前のことだろう。彼女が夏休みの宿題を写させろといってくるのも、つぐみにとっては想定の範囲内だった。

　しかし、むつきの隣となりの席におずおずと腰を降ろしたさつきの変化には、さすがのつぐみもついていけなかった。生き真ま面じ目めなさつきがまだ宿題に手をつけていないということも驚きだが、それさえも瑣さ末まつに思えるほど、さつきの変化は劇的だった。

　シャーペンを置き、冷たいコーラで喉のどをうるおし、ひとつ深呼吸して、つぐみは小さな声で切り出した。

「……何があったわけ？」

「な、何があったって聞かれても……」

　さつきは肩をすぼめるように身を縮ちぢこまらせ、うつむいたまま曖あい昧まいに笑った。

「その……ちょっとした、心境の変化、かな――」

「心境の変化には違いないだろうけど、ちょっとしたものとは思えないよ」

　夏休みに入る前、腰に届くほどに長かったさつきの黒髪が、今は肩のあたりでばっさりと切り落とされ、おまけに軽くカラーリングまでされている。アクティブなむつきなら、このくらいのイメージチェンジをやらかしてもおかしくはないが、引っ込み思案で臆おく病びようなさつきがここまで大胆に髪を切ったという理由が、つぐみにはどうにもよく判らなかった。

　つぐみは眉み間けんにしわを寄せ、ずいと身を乗り出してさらに尋たずねた。

「……まさか宮みや本もとに告コクって見事に玉ぎよく砕さいしたとか？」

「そっ、そんなんじゃないって、ホント！」

　額ひたいに浮いた汗をハンカチでぬぐい、さつきは慌あわてて立ち上がった。

「――わ、わたし、飲み物買ってくる！　むつきはアイスコーヒーでいいよね？」

　妹の意見を最後まで聞くことなく、あわただしく階下へ向かったさつきを見送り、つぐみはいぶかしげに目を細めた。

「シライシさ～、女が髪切ったイコール男にフラれたっていうのはさー、いまどき短絡的すぎない？」

　つぐみのポテトを勝手につまみ食いしながら、むつきが唇くちびるを吊つり上あげる。

「じゃあむっちーは知ってんの？　さっちーが髪切った理由？」

「少なくとも、その宮本くんにフラれたからってわけじゃないみたいよ？　むしろ前より仲がいいんじゃない？」

「そうなの？」

「まー、本人がモジモジして詳しい話しないからさー、こっちも勝手に想像するしかないんだけどね」

「それじゃどうしてあんなにばっさりいったわけ？　もしかして、宮本ってロングよりショートが好みとか？」

「宮本くんの好みなんて知らないけどさ」

　おそらくむつきにとって、本の虫である宮本伊い織おりはストライクゾーンにかすりもしない男子なのだろう。気のないその返事に、むつきの男の好みが反映されているかのようだった。

「――時間もったいないし、さっさと宿題やらなきゃね」

　両手にアイスコーヒーとアイスティーのカップを持って戻ってきたさつきが、ひとり言にしてはボリュームの大きな声で呟つぶやく。先ほど断ち切った話題を蒸し返されたくないのがありありだった。

　さっそく問題集とノートを開いて宿題に取りかかったさつきに、つぐみがいった。

「で、どうして髪切ったの？」

「えっ？　だ、だから、それは別にいいじゃない、今は――」

「今いったほうが楽だよ？」

「ちょっ……白石さん！　どうしてそういう――」

「だってさ、あんた、新学期に学校行ったら、絶対に今と同じ質問されるよ？」

「う――」

「女子全員に取り囲まれて、男子もたくさんいる前で吐はかされるよ？　ちゃんと説明するまで許してもらえないよ？」

「うう……！」

「そういう公開処刑みたいな思いするのと、ここでわたしにだけでも真実を語って、新学期にわたしにフォローされながら説明するのと、どっちがいい？」

　まっさらなノートの上を指でとんとん叩たたきながら、つぐみはさつきに決断を迫った。長年のつき合いから、さつきがこうしたたたみかけに弱いということを、つぐみは熟知している。

　ちゃっかりつぐみのノートを写し始めていたむつきが、他ひ人とごとのようにいった。

「アレだよ、シライシ、例の宮本くんと無関係ってわけでもないから。――ねえ、そうだよね、さつき？」

「ちょっと……むつき!?」

「そうなの、さっちー？」

「そっ、それは――」

　ぬぐったばかりの汗が、ふたたびさつきの額にじくじくと吹き出してくる。

　それを横目に一いち瞥べつし、むつきが悪戯いたずらっぽく笑った。

「――さつきがいわないんだったら、わたしが勝手な思い込みでテキトーに説明しといてあげるけど？」

「やっぱり知ってるの、むっちー？」

「いやぁ、詳しい事情は知らないけど、えーと、宮本くんの……叔お母ばさん？　叔母さんに当たるの、あの子？　とにかく、何かすっごくさつきの世話してくれる美少女がいるのよ」

「むつき！　あなたはちょっと黙ってて――」

「叔母さんで美少女……？」

　つぐみは眉まゆをひそめて友人の言葉を反はん芻すうした。叔母さんという単語から生じるイメージが、どうやっても美少女という単語とフィットしない。

　つぐみはすぐに自力で答えを出すことを放ほう棄きし、むつきに尋ねた。

「それ、どういうこと？　おかしいじゃん、叔母さんが美少女って？」

「わたしも詳しくは知らないんだけどさー、その宮本くんには叔お父じさんて人がいるんでしょ？」

「ああ……」

　いわれてみれば、いつだったか、つぐみたちの通う学校に、青い目をした美少女が伊織を捜して泣きながら乗り込んできたことがあった。確かあの時の少女が、伊織の従い姉と妹こ――伊織の叔父という男が、アメリカだかフランスだかで現地女性との間にもうけた子らしいという話を、つぐみも覚えている。

「あれ？　でも、確かその叔父さんて――女の出入りが激しくて、奥さんに逃げられたっていってなかった？　宮本があとでそう説明してたような気がするけど」

「いや、そこは――」

「うん、だから今回の叔母さんていうのは、逃げた人とは別人。学校に来た女の子の母親じゃなくって、その叔父さんがあらたにゲットして日本に連れてきたパリジェンヌなんだって」

「フランス人？　もしかして若いの？」

「うん。写メで見た感じ、わたしらと変わんないくらい。――だよね、さつき？」

「う、うん……」

　ぎくしゃくとうなずいたさつきは、ひと呼吸置いてから、「たぶん一七……」とつけ足した。

「一七!?」

　つぐみは腰を浮かせて頓とん狂きような声をあげた。

「宮本の叔父さんていくつよ!?」

「に、二七……かな？　古ふる田た先生の、ひとつ先輩だっていってたし――」

「二七が一七の子引っかけて、それで犯罪にならないわけ!?　っていうか、写メあるんだったら見せてよ、さっちー！」

　いつになく興奮しているのを自覚しつつ、つぐみはさつきの手を摑つかんで揺さぶった。

「ちょ、ちょっ……！　わ、判ったから、あんまり騒がないでよ、もう……」

　つぐみの強ごう訴そに簡単に白旗を上げたさつきが、ケータイを取り出して画面にフォトデータを呼び出す。

「え――」

　画面の中で、明らかに困こん惑わく顔のさつきと頰ほおを触れ合わせて微笑ほほえんでいるのは、オレンジがかった長い髪にブラウンの瞳ひとみを持つ美少女だった。ノースリーブから伸びた贅ぜい肉にくのない腕がすらりとまぶしい。

　少女が真っ白なアオザイを着ているのに気づいたつぐみは、ふとさつきに尋ねた。

「……もしかして、ヤマザキが夏休み前に口走ってた、宮本の知り合いのチャイナ服の美少女って、この子のこと？」

「う、うん……」

「まさかこの子も宮本と同居？」

「うん」

　つぐみの問いに何度もうなずくさつき。つぐみはふーっと溜ため息いきをもらし、ケータイをさつきに返してソファに座り直した。

「……で、この宮本のオバサンが、さっちーのことを気に入ってるって？」

「そういうことみたいよ？　ほら、あそこの角のさ、できたばっかりの真新しいビル、あるじゃん？」

「ああ、一階がコンビニの？」

「それそれ。あのビルの二階にさ、わたしたちにはすっごく敷しき居いの高そうなヘアサロンがあるんだけど、その子、あの店までさつきを引っ張ってって、帰ってきたらもうコレだもん」

「…………」

　つぐみは少し身を引いて、さつきを頭の上から爪つま先さきまで、ゆっくりと時間をかけて観察した。

「……察するに、きょうのワンピースも彼女の見立て？」

「ど、どうして判ったの？」

「まあね。いつものさっちーらしからぬ――というか、さっちーにしては趣味がよすぎると思ったんだ。それに、滅多に出さないナマ脚あし出してるし」

「…………」

　さつきは顔を赤くし、チュニック風のキャミソールの裾すそを引っ張って、ショートパンツから伸びる自分の脚を隠そうとした。

「恥ずかしがるなら最初からこんなカッコしなきゃいいのに」

　さつきのナマ脚をぺちんとひっぱたき、むつきが呆あきれたようにぼやく。

「だ、だって――このくらいしないと、変われないっていうか……」

「変わるって？」

「わたし――自分を変えたいんだ」

「え？」

「変わりたいの、わたし」

　そう繰り返したさつきの手が、アイスティーの紙カップをわずかにへこませた。

　つぐみは小首をかしげてむつきを見やった。

「この前からずっとこれ。変わりたい変わりたいって」

　ずこ～っとアイスコーヒーをすすり、むつきは嘆たん息そくした。

「……さっちー、やっぱり宮本に何かいわれたんじゃないの？　それでそんなこといい出したんじゃないの？」

「…………」

　さつきは何も答えなかったが、何よりもその沈ちん黙もくが、つぐみの疑念を肯こう定ていしているかのようだった。

「あ」

　唐とう突とつに、さつきが立ち上がった。

「どしたの、さつき？」

「その……ちょっと、用事ができて――」

「また呼び出し？」

　むつきが呆れたように溜息をもらす。

「呼び出しって？」

「だから、そのオバサンにたびたび呼び出し食らってんのよ、ここんところ。まるでパシリみたい」

「そういうのじゃないって何度もいってるでしょ！」

　妹の言葉を否定し、さつきは広げたばかりの宿題を慌ててバッグにしまい込んだ。

「――ごめんね、それじゃ、わたし行くから」

「はいはい」

　むつきはひらひらと手を振って姉を送り出した。あくまで他力本願で宿題を片づけようと考えているむつきにとって、まだほとんど宿題に手をつけていないさつきは完全に戦力外、いてもいなくても同じなのだろう。

　コーラを飲み干し、つぐみはむつきにいった。

「大丈夫なの、さっちー？　その子にいいように使われてるんじゃなくて？」

「むしろわたしとしてはさー、本人が変わりたい変わりたいっていってるのがピンと来ないっていうか、あやういかなって気はするんだよね」

「あやうい？」

「人間、変わらなきゃって自覚がなきゃ変われないのはホントかもしれないけど、さつきのはどうもね……単に引っ込み思案なところを直したいっていうのならともかく、とにかく変わりたいってことだけを考えて、何かヘンなほうに突っ走っていかなきゃいいんだけどさ」

「…………」

　つぐみはやや驚きをもってむつきを見つめた。ちゃらんぽらんなようでいて、存外にむつきは人を見ている。たぶん、むつきがしっかり見ているのは姉のさつきだけなのだろうが、だとしても、むつきがそこまで深いことを考えているとは、これもまたつぐみにとっては大きな驚きだった。

「……何？　どうかしたの、シライシ？」

「別に。いい加減わたしのノート返してっていいたかっただけ」

　むつきが勝手に写していたノートを取り上げ、つぐみは宿題に取りかかった。

「あ、ちょっと！　そしたらわたしはどうやって宿題片づければいいのよ!?」

「自力でしょ」

　むつきを冷ややかに突き放し、つぐみは小さく笑った。

　　　　　[image: ]

　宮本家には、書しよ斎さいにしかエアコンがない。それも、実をいえば住人のために設置されたものではなく、書斎にある大量の蔵書のため、温度と湿度を適度にコントロールする必要性から設置されたものなのである。

　がしかし、人のためであろうと本のためであろうと、エアコンはエアコンである。こうも暑い日が続くと、やはり逃げ込む先は涼気が確保された書斎しかない。

「…………」

　父親が使っていた大きなマホガニーのデスクに問題集とノートを広げ、宮本伊織は夏休みの宿題にいそしんでいた。

　この家でもっともうるさいチビっ子は、今は庭に出て遊んでいたし、次にうるさい小娘は、買い物だと称して外出している。叔父は大学に用があるといってこれまた外出していたから、家の中には今は伊織しかいない。そのおかげで、いつもより勉強がはかどっている。

　伊織の場合、もはやいつどこでどんなトラブルに巻き込まれるか判らない。まだ夏休みは半分近く残っているから――などというヤマザキ的な甘い考えで宿題を後回しにしていると、万が一にでも夏休み終盤に身動きの取れない状況におちいった場合、地じ獄ごくを見ることになる。実際、夏休みに突入する直前、伊織はパトリックという予想外の敵との戦いで深手を負い、何日も棒に振っているのである。

「……ふう」

　きりのいいところまで数学の問題集を進めた伊織は、とっくに空になっていたグラスを一瞥して立ち上がった。

　キッチンで湯を沸わかし、アイスティーを入れる準備をしていると、クリスたちのはしゃぐ声が聞こえてきた。きょうは常葉ときわが知人の見舞いのために病院に行くというので、その間、ここでリリオーヌを預かっている。

　いつもなら伊織の都合をこれっぽっちも考えずに――そこはまあ、頑がん是ぜない子供だから仕方がないが――「イオリー、イオリー！」とまとわりついてくることの多いクリスも、リリオーヌがいっしょにいれば、勝手にふたりだけで遊んでくれる。定期的に、おやつと呼ぶにはやや量が多い食料さえ用意してやればいいので、伊織としては大助かりだった。

　――と、思っていたのだが、どうにも裏庭の様子がおかしい。

「？」

　クリスとリリオーヌの笑い声だけなら何ということはないのだが、なぜかいっしょに派手な水音が聞こえてくる。

　伊織は慌ててガスを止め、勝手口から顔を出した。

「……おまえら」

　いつもなら叔父のスクーターが停まっているはずのところに、ちょっとした池ができていた。それも、かなり真新しい池である。

　そして、その池の中で、二匹の人魚がじたばたきゃいきゃい騒いでいた。厳密にいえば、じたばたしながらきゃいきゃいいっているのはクリスだけで、リリオーヌのほうは単にじたばたしているだけである。こんな時でも、この少女は口数が少ない。

　そんな瑣末な、どうでもいいことに意識が行ってしまったのは、伊織がこの現状から全力で逃げたいと感じていたからだろう。

「――あ、イオリ！」

　勝手口を開けた姿勢のままで硬こう直ちよくしていた伊織に気づいたのか、裸足はだしのクリスがホースについたトリガーから指を離し、にっこりと笑った。

　おそらくきょうの暑さに辟へき易えきしたのだろう、ふたりとも頭から水を浴びてびしょびしょだった。しかし、宮本家の裏庭には芝が植えてあるわけでもウッドデッキが置かれているわけでもない。当然のように剝むき出だしの地面は濡ぬれてぬかるんでいたから、そこで遊んでいたふたりは裾まで泥どろだらけになっていた。

　同じ泥だらけでも、安物のキャミソール姿のクリスはまだいい。が、リリオーヌはアレンジ浴衣ゆかたである。常葉先輩のお下がりなら、安物ということはまずないだろう。和服のあつかい方を知らない伊織には、泥で汚れた浴衣にどう対処したらいいかがまるで判らない。

「……！」

　咄とつ嗟さに何といったらいいか判らず、伊織はかすかに頰ほおをひくつかせて、ふたりにかけるべき言葉を捜した。

　そんな伊織をよそに、クリスはふとリリオーヌを見やって目を丸くした。

「――リリオー、ここ、ぽつってドロがはねてよごれてるよ」

「……ぬ？」

「ほら、ここ！　ほっぺたのとこ！」

　そういって、クリスはリリオーヌの頰を手で拭ふいてやった。

　ただ、その手はすでに泥で汚れていた。ふだん自分が伊織に面倒を見てもらっている立場のくせに、たまに人の面倒を見てやろうなどと思うからこんなことになる。おかげでリリオーヌの顔まで泥で汚れてしまった。

「あ、またよごれちゃった」

「ぬう……」

　自分の顔がどういうことになったのか、リリオーヌにも判ったのだろう。ことさら表情を変えることもなく、リリオーヌもまた泥だらけの手を伸ばし、クリスの顔をはさむようにしてぬるぬると泥を塗ぬりたくり返した。

「きゃっ」

「……泥パックは美容にいい……」

「え、ドロ遊びってびようにいいの？　それじゃルゥにもおしえてあげなきゃ！」

「毛穴の汚れが落ちるから……たぶん……」

「わーい♪」

　最後のタガがはずれた少女たちは、楽しげに笑いながら、おたがいの白い肌はだにぬりぬりと泥を塗り広げていく。もはや髪や襟えり首くびにも泥がこびりつき、服の内側まで汚れが入り込んでいるのは明白だった。

「……いい加減にしろ」

　サンダルを突っかけて勝手口を飛び出し、伊織は眉を吊り上げた。

「――ふたりとも、おれに無断で勝手な真ま似ねをするなといっておいたはずだぞ？」

　大声で怒ど鳴なりつけるようなことこそしなかったが、少女たちには伊織のその険のある声だけで効果は充分なようだった。

「だ、だって……」

　首をすくめて上うわ目め遣づかいに伊織を見やったクリスは、ホースを放り出し、蚊かの泣くような声でいった。

「……だってイオリ、あのお部屋であばれるなってゆったから……」

「確かに書斎で暴れるなとはいった。だが、ここで水遊びをしていいといったおぼえもない。そもそも、何かやりたいことがあればまずおれに断るという約束だったはずだ。まさかふたり揃そろってそれを忘れたわけじゃあるまい？」

　クリスとリリオーヌは顔を見合わせ、泥の中でしゅんとうつむいた。

　クリスには特に珍しくもない、毎度といっていい光景だが、リリオーヌを相手にここまでがっつりと怒ったことはこれまでなかった。しかし、おそらく常葉なら、ふたりがこんなことをしでかせば、ふたりセットできちんと叱しかるだろう。だから伊織も、クリスもろともリリオーヌも叱りつけた。

「…………」

　ふたりとも、心底反省しているかどうかはともかく、ガツンといわれて落ち込んでいるのは明らかだった。

「――まったく」

　いきどおりと一緒に大きな溜息をもらした伊織は、クリスとリリオーヌを左右の小脇にかかえ上げた。

「泥が飛び散るから暴れるなよ」

「はーい」

「ぬ……」

　伊織はそのまま少女たちをかかえて風呂場に向かった。本当なら、あの場で頭から冷水を浴びせて丸洗いしてやりたいところだが、これ以上この暑い盛りにあたりに水をまき散らして、周囲の緑をしおれさせたくはない。

　ふたりをバスルームまで運んだおかげで、伊織のシャツまで泥で汚れてしまった。途中、廊ろう下かにぽつぽつとしたたった泥水はあとで拭くとして、まずは自分と少女たちを身み綺ぎ麗れいにしなければならない。

「――おまえら、脱げ」

　少女たちを降ろし、伊織はぶっきらぼうにいった。聞きようによってはかなりの問題発言だが、伊織に他意はない。

「んぐぐぐぐ……」

「ぬう」

　濡れて肌に張りついた服を必死に脱ごうとしている少女たちを残し、伊織はＴシャツを脱いで洗せん濯たく機きに放り込み、自室に向かった。

「……病院に行ってる先輩に聞くわけにはいかないからな」

　ノートパソコンを開き、浴衣の洗い方を検索する。とりあえず、ここでは洗剤を使わずに手洗いするのが安全策だと確認し、伊織は駆け足でバスルームに戻った。

「イオリー！　ぬいだー！」

「泥で汚れた服を振り回すな」

　クリスの手からキャミソールとパンツを取り上げた伊織は、裸の少女たちを空のバスタブに並べ、その上からぬるめのシャワーを浴びせた。

「あわばばばばば」

「ぬぶぶぶぶ」

　何をいっているのかよく判らないけれど、ふたりとも楽しそうではある。伊織はクリスの服をぞんざいに手洗いしてから洗濯機に放り込むと、リリオーヌの浴衣は少し念入りに、何度も水を換えてていねいに洗った。とりあえず、ついた泥はあらかた落ちたように見えるが、素人しろうとにできるのはここまでだろう。あとは事情を説明してお詫わびして、常葉にパスするしかない。

「……こういう忙しい時にかぎってあいつは留守だからな」

　不在のルゥに小声で毒づき、伊織はバスチェアに座り直した。少女たちのほうも、ぱっと見たかぎりでは綺麗にはなっているが、仕上げに頭を洗ってやらなければならないだろう。何しろ髪にまで泥がこびりついていたのである。

「……よし、次、髪を洗うぞ。どっちか出ろ」

「え～、リリオ、どっちがいい？　先？　あと？」

「ぬぅ――」












　こんなどうでもいいことでも即断できない少女たちに軽い苛いら立だちを覚えながら、伊織はそれを口には出さず、そっとリリオーヌのほうを指差した。もしここでクリスを先に洗ってしまうと、伊織がリリオーヌの髪を洗っている間に、クリスがひとりでバスルームを飛び出し、また何かまずいことをしでかさないともかぎらない。しかしその点、リリオーヌなら、ひとりで自分の身体からだを拭いたり髪を拭いたりできるだろうし、逆にいえば、伊織の手間を増やすようなことはこれ以上やらかさないでくれるだろう。

「ぬ」

　まるで武道の稽けい古こか何かのように、リリオーヌは深く一礼してから伊織に背を向け、シャワーヘッドの真下で体育座りをした。

「常葉は……上手じようず」

「……は？」

　すでに充分濡れている少女の髪にシャンプーを馴な染じませようとしていた伊織は、リリオーヌのその言葉にびくっと動きを止めた。

「……どういう意味だ、それは？」

「常葉は、シャンプーするのがうまい……上手」

「……それは、おれにもそういうレベルのテクニックを要求しているということか？」

「別に……」

　リリオーヌはぼそりと否定したが、どう考えてもハードルを一気に高くされたような気がして、伊織は緊張気味に少女の髪を洗い始めた。
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　ダージリンの茶葉が入った袋を胸にかかえ、オルトニートは行きつけの喫きつ茶さ店てんをあとにした。

　オルトニートが暮らしていたアイルランドとくらべて、日本の夏は暑く、何よりも湿度が高いのが厄やつ介かいだった。べたつくようなこの蒸し暑さには、いまだに慣れない。

　脱いだハンチングではたはたと顔をあおぎ、オルトニートはひと息ついてから歩き出した。

　オルトニートが新しい生活に入ってから、まだ一週間とたっていない。

　かつてのオルトニートはほとんど夢を見ることがなく、むしろ悪夢にさいなまれる主人を気遣うくらいだったのに、今ではそのオルトニートが、昔の夢を見て夜中に目を醒さますことがよくある。そしてそのたびにオルトニートは、あらたな主人の言葉を思い返すのだった。

「――あ」

　うつむき加減で歩いていたオルトニートは、眉間にぴりっと来る感覚を覚え、ふと顔を上げた。

　向こうから、可か愛わいらしい女の子のふたり連れがこちらへと歩いてくる。

　その、向かって右側にいるスレンダーな少女の背中に、あざやかなオレンジ色の光の翼があることに気づいたオルトニートは、慌ててあたりを見回した。

　自分ひとりで行動している時、もしも同類と出会ったのなら、余計なことは考えずにとにかく身を隠せ――。

　オルトニートの頭の中に、しわがれた男の声がよみがえってくる。

　だが、路上でひとりおどおどとしているオルトニートのかたわらを、少女たちはそのまま通りすぎていった。すれ違いざま、怪け訝げんそうな表情で一瞥されたが、それは単にオルトニートが挙動不審に見えたからだろう。

「あ……そっか」

　安あん堵どの吐と息いきをもらすとともに、オルトニートは思い出した。

　自分がもう、彼女とは同類ではないということを。
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「……どこ見てるの、ルテティアさん？」

　大事な話の途中によそ見をしているルテティアに軽くカチンと来て、さつきは少しだけ声を硬くした。

「ああ、ごめんごめん、ちょっと可愛い子がいたから」

「さっきのハンチングの子？」

「そうそう。ちょっと気になっちゃってぇ」

「……頼より通みちさんにいいつけるよ？」

「別にいいよぅ、ミッチーはそのくらいのことで怒らないもん。オトナのオトコの余裕があるからぁ♪」

「まったく……」

　さつきは鼻の頭に浮いた汗をハンカチに吸わせ、溜息をもらした。

　きょうは妹やクラスメイトといっしょに夏休みの宿題をするつもりだった。夏休みに入ってからこっち、いろいろとあって、まだほとんど手をつけていなかったから、できるだけ進めておきたかったのに、取りかかろうと思った矢先にルテティアからの呼び出しである。

　しかも、勉強会をキャンセルして駆けつけてみれば、特に大切な用事があるわけでもなく、単に買い物につき合ってくれという話だったから、余計に腹が立つ。

　どうにもこのパリからやってきたウォーライクは、人の都合を考えないというか、あまりに自己中心的すぎる。この少女と同居して、なおかつそのワガママを片っ端から斬って捨てているという宮本伊織に、さつきはあらためて尊敬の念をいだいた。

　さつきが唇をとがらせて無言になってしまったのを見て、よほど立腹しているのだと勘かん違ちがいしたのか、ルテティアが慌ててさつきの顔を覗のぞき込こんだ。

「――ちょっとぉ、そんな怒らないでよ、サツキ！　何？　ハイスクールの宿題が心配なわけぇ？　だったらイオリのを見せてもらえばいいじゃない。たぶん今頃、すごいいきおいでやってると思うから」

「……そんな虫のいいことできるわけないじゃない」

　そもそもさつきは、宿題は自分の力でやらなければ意味がないといって、妹のむつきにすら丸写しさせるのを拒こばむ人間である。そういう面では、さつきは本当に頑がん固こで融ゆう通づうが利きかない人間だった。

「……あんなにいろいろとあってたいへんなのに、伊織くん、学校じゃそういうことおくびにも出さずに、毎日の宿題だって平然とこなしてたし、期末の成績だって上のほうだったんだよ？　むしろ中間より順位が上がってたくらいだし」

「そうなの？　でもまあ、よくよく考えてみるとさぁ、イオリから勉強とか読書とか取ったら料理しか残らないじゃない？　ミッチーと違って運動はからっきしだし」

「……それ、ルテティアさんがいえる立場じゃないと思う」

　じろりとルテティアを一瞥し、さつきはふたたび唇をとがらせた。

　ウォーライクがどうの〝鞘ロのー主ド〟がどうのという物騒な戦いのかたわら、伊織は立派に家事をやりながら、なおかつ学校の成績も落としていない。それを、何ひとつ家事をしていないルテティアがあれこれいうのは筋違いというものだろう。

「え～？　家事だったらわたしもしてるわよ？　洗濯とかぁ」

「自分の下着しか洗わないんでしょう？　伊織くんに聞いたよ」

「う――」

　さつきは雑貨屋のショーウインドウの前で立ち止まり、ふたたび嘆息した。

「――伊織くんとくらべたら、わたしは家事とかしなくてすむんだから、せめて勉強くらいがんばらないと」

「別にいいじゃない、イオリはイオリ、アナタはアナタなんだから」

「駄だ目めだよ、そんなんじゃ。……それに大おお路じ先輩だって、家事はしてないけど、薙刀なぎなたの練習とかやってても成績はいつもトップクラスだっていうし」

「……アナタ、イオリを見習うとかどうとかいうよりも、実はトキワのほうが気になってるんじゃないの？」

　窓ガラスに映ったルテティアと目が合う。思わず視線を逸そらしそうになり、さつきは咄嗟に拳こぶしを握り締めてそれをこらえた。

「……伊織くんと大路先輩が急に仲よくなった理由は判った。判ったけど、だからってのんびりはしてられないもん」

　誤解を恐れずにいうなら、さつきは常葉に勝ちたいのである。

　伊織と秘密を共有し合う人間としては、さつきもようやく常葉と同じステージに立つことができた。しかし、戦士としての力量ではとても常葉にはおよばない。女性としての魅力でも、まだまだ常葉にはかなわないだろう。

　ならせめて、何かひとつでもいい、常葉よりも自分のほうが上だというものを持ちたかった。それによって得た自信が、この先の伊織との関係を大きく変えてくれるのではないかと、さつきはそう考えている。

「……わたし、変わらないと」

　さつきがぽつりと呟くと、ルテティアはにこやかな笑顔とともに少女の腕をがしっと摑んだ。

「だったらまずはファッションから変えなきゃね」

「え!?　ま、またそれ？」

「少しずつ着るものも変えてかなきゃダメよぅ、髪型変えたんだから！」

　ルテティアはさつきの腕を引っ張り、冷ややかな空気の満ちるファッションビルへと入っていった。
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　きょうの陽ひ射ざしがこれほど強くなければ――あるいは紫外線が強くなければ、デパートの屋上にはもう少し親子連れの姿があっただろう。

　しかし、一日のうちでもっとも気温が上がりそうなこの時間帯に、そよ風すらなく容よう赦しやなく陽光が照りつけるだけの場所に、わざわざ出てくる物好きはそうはいない。街の緑化のために配されている豊富な植物群も、きょうの烈日に対してはあまりに無力だった。

　数年前に改装されたばかりの、まだ真新しさを感じさせる屋上庭園に立っていた藤とう堂どう蘭らん華かは、手にしていた写真をショートパンツのポケットに押し込んだ。

「ふっふ～ん♪　ウワサのメガネくんを捜しにきて、予想外の獲物を見つけちゃったカンジなんですけど～♪」

　長い爪の生え揃った手を目の上にかざし、蘭華は楽しげに笑った。これでもかというほどに過度にデコレートされた爪は、もはや指本来の機能を果たすのにすら支障を来きたすもののように思えたけれど、おそらく本人に、この装飾過多な爪を捨てるつもりはないだろう。

　キャミソールの胸もとに垂らしたゴールドのチェーンをいじり、蘭華はかたわらのバラクリッシュを見やった。

「それにしても、バラちゃん相変わらずマジで目がいいね」

「目じゃない。耳だ」

　蘭華のそばに立ち尽くしていたバラクリッシュは、たった今目撃したふたり連れが消えていったアーケードのほうを見み据すえたまま、チェック柄のネクタイを締め直した。この真夏日に黒いボンデージ系のパンクファッションは、はたで見ているだけでも汗が噴き出てきそうだったが、当のバラクリッシュはまったく熱さを感じていないらしい。ときおりミネラルウォーターのボトルを口もとに運ぶだけで、その動きも表情も、やけに淡々としている。

　手の甲こうで唇をぬぐい、バラクリッシュは首をかしげた。

「――どうする、ランカ？」

「もう少し様子を見ようよ。……何かさ、初うい々ういしくない？　わたしにもあんな頃があったなーって」

「ボク的にはない」

　ペットボトルのキャップを締め、バラクリッシュはメッシュの入った長い金髪を払った。ぽつりぽつりと彼女が呟くたびに、あたりに強いアルコールの香りが広がる。

「そりゃあバラちゃんにはないだろうけどさ」












　バラクリッシュの白い腕にしがみつき、蘭華がくすくすと笑った。女同士で手をつないだり腕を組んだりしている少女たちの姿は、いまどきさほど珍しいものでもなかったが、女というものを原液のままあたりに垂れ流しているような蘭華と、少年体形で中性的なバラクリッシュが腕を組んでいる姿は、それを見る者に、どこかいかがわしげな、倒錯的な印象をあたえずにはおかなかった。

　蘭華はバラクリッシュが腰にぶら下げているボトルを見やり、尋ねた。

「……きょうは何飲んでるカンジ？　ホントはお水じゃないでしょ、それ？」

「ウォッカ」

「おいしいわけ？」

「味は判らない。けど、ボク的には疲れが取れる気がする」

「飲むのはいいけど、アルコールだってこと、くれぐれもバレないようにしてね？　バラちゃん、どう見たって未成年なんだから」

「……面倒な国だな」

「その手間をケチると、もっと面倒なことになるのよ」

　淡々とぼやくバラクリッシュをたしなめ、蘭華は彼女の腕を引いて歩いていった。
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　印象的なスタイルの少女たちが立ち去った屋上庭園のかたすみ、数少ない日影に置かれた白いベンチに、トラディショナルなチェック柄のスーツを上品に着こなした紳しん士しが座っている。

　ステッキを手にして少女たちを見送った老紳士は、かたわらに立つ半ズボンの少年に尋ねた。

「彼女たちのことが気になるかね、オルトニート？」

「……彼女たちというのは誰だれのことをいっているんです、〝男だん爵しやく〟？」

「目をつけられたほうの少女たちのことだよ。――彼女らは、きみが戦ったあのグレイブの少女の仲間だ」

「……ぼくにとってはきょう初めて見る人たちですよ」

　そう答えながらも、オルトニート少年の表情はどこかこわばって見えた。

「判っているとは思うが」

　モノクルを押し上げ、老人は呟いた。

「――きみはもう、ウォーライクではないのだよ」

「はい」

「きみはもう、彼らの戦いに介入してはいけない。我々に許されているのは、彼らの戦いをただ見守ることだけなのだ。……そして、それがきみを生かそうとしていたグレアムの遺志に添うことでもある」

　老人のその言葉に静かにうなずいたオルトニートは、自分の肩にやわらかい手が置かれるのを感じ、後ろを振り返った。

　オルトニートのそばに、あざやかな緑のロングドレスを着た女が立っていた。無言のまま、おだやかな笑みを浮かべて少年を見つめている。

「さて、さいわい、あたりにはわがままなお姫さまの気配もなし――このまま監視を続けるとしようか」

　ステッキをついてベンチから立ち上がった老人は、軽く帽ぼう子しを浮かせた。さながらそれがスイッチとなったかのように、老人と少年、それに美女の姿が、その場からすぅっと消えていく。

　そして屋上庭園は完全に無人となった。
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　ハンガーで吊るされていたワンピースを胸に当て、姿見の前でいろいろと角度を変えながら我が身を眺めていたルテティアは、ふたつのスカートを手にして逡しゆん巡じゆんしている牧島さつきを振り返った。

「……ねえ、サツキ？　それってそんなに悩むこと？」

「う、うん……でも――」

　さつきが何で迷っているか、ルテティアにはだいたい見当がついていた。右のスカートは丈たけが短すぎ、左のスカートはフリルが多すぎる――たぶんそんな理由だろう。確かにどちらのスカートも、これまでのさつきのワードローブにはありえないものには違いない。

　ルテティアはワンピースをもとの場所に戻し、さつきにいった。

「別にいいじゃない、夏なんだし、女の子なんだし、そのくらい短いスカートはいたっておかしくないわよ？　……ひょっとして、短すぎて下品になるかもとかって考えてるわけぇ？」

「げ、下品とまではいわないけど――」

　ごにょごにょと語尾を消え入らせ、さつきはうつむいた。

　ふつう、綺麗で可愛い服がこれだけ揃っている場所に来たら、年頃の少女なら否いや応おうなしにテンションが上がるものだが、さつきはむしろ萎い縮しゆくしている。自分はそういうノリが似合わない人間なのだと最初から決めつけ、その枠わくからはずれることがひどく恥ずかしいことだと思い込んでいるのかもしれない。

　さつきの手からひったくったスカートを少女の腰に当て、ルテティアは溜息混じりにいった。

「――ほら、アナタが思うほど短くないでしょ？　これにオーバーニーソックスとスニーカー合わせたらすごく可愛いじゃない」

「か、可愛いには可愛いんだけど……」

「けどが多い！　どうして素直に可愛いっていえないわけ？」

「う、うん……」

　首をすくめるさつきを見て、ルテティアは何となく伊織の気持ちが理解できた。

　ルテティアはさつきにスカートを返し、ふたたび自分の服を選び始めた。

「――変わる変わるっていってるだけでさぁ、結局アナタ、たいして変われてないじゃない」

「そ、それは……まだ、そんなにすぐには変われないっていうか……」

「じゃあどれだけかかるわけ？　ひと月？　半年？　それとも一年？　ずいぶんとスローペースなんだぁ」

「…………」

　ふたりの間にただよっている――というか、ルテティアのほうが一方的に放っている険悪な空気を読んでか、ブティックの店員も、あえてふたりに声をかけてこようとはしない。ルテティアはカラフルな麦むぎ藁わら帽子を頭に載のせ、唇をとがらせた。

「アナタ、口では変わりたいっていってるけど、アナタが変われるのは〝魔性の血エルフインブラツド〟に酔っ払ってる時だけじゃない？　でもそれって当たり前のことでしょ？　誰だってそうなんだから。――アナタが変えたいのはふだんの自分じゃないの？」

「……うん」

「あなたが自分でよくないと思ってるのは、その引っ込み思案な部分なんでしょ？　だったら多少ドラスティックにでもそこを変えていかないとダメじゃない」

「でも、だからって――」

　さつきはさっきのスカートを腰に当て、鏡の前で赤面している。きょうのホットパンツを買う時でさえ躊ちゆう躇ちよしていたさつきにとっては、このマイクロミニのスカートはさらにハードルが高いアイテムに違いない。

　ルテティアは麦藁帽子をマネキンにかぶらせ、フィッティングルームを指差した。

「――似合うか似合わないか、実際に着てから確かめたっていいんじゃない？　わたしは別の店見てくるから、またあとでね」

　さつきの返事を待つことなく、ルテティアはエスカレーターのほうへと歩き出した。

　おそらく今のルテティアの言葉は、さつきにはこたえただろう。変わりたい変わりたいといっているくせに、結局〝血〟の力を借りてしか変われない現実に、さつき自身もジレンマを覚えているはずだった。

　そこからさつきがどういう形で抜け出すのか、実をいえばルテティアは、そのへんには興味がなかった。最終的にさつきが自己主張の強い派手めなギャルになろうと、これまで通りの読書好きの少女のままでいようと、どちらでもかまわない。

　ルテティアにとって重要なのは、さつきが今の煮えきらない性格から脱却できるかどうかということだった。何かにつけて思い悩み、躊躇しすぎるようでは、ロードとしては非常に心もとないからである。
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　フィッティングルームに入ってカーテンを閉めたさつきは、大きな鏡に向かって溜息をついた。ルテティアから投げかけられた言葉を胸のうちで反はん芻すうしながら、のろのろとショートパンツの上からマイクロミニを穿はいてみる。

「…………」

　穿く前から判っていたことだが、やはり丈が短い。太ふと腿ももがほとんど剝き出しになっているし、意識していないと簡単に下着が覗けてしまう。とてもこんな短いスカートを穿いて人前を歩く気にはなれなかった。

「……オーバーニー穿いたって、スカートの丈の長さは変わらないじゃない」

　ぼそりともらし、さつきはスカートを脱いで壁に寄りかかった。

　髪型を変えても、ファッションを変えても、それだけでは中身は変わらない。何かのきっかけにはなるかもしれないが、あくまでさつき自身が変わろうとしなければ、本当の意味で変われはしない。

　――それは判っている。ルテティアが何かというと自分を連れ出し、あれこれ焚たきつけるのも、要するに、内向きでためらいがちなさつきの性格を変えようとしているからだろう。

　何よりも、さつきは自分の意志でロードとなった。宮本伊織と同じステージに立つために、二度と引き返せない一歩を踏み出してしまった。

「……自分で決めたことだもんね」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに呟いたさつきは、大きく深呼吸し、鏡を見つめて髪の乱れを直した。

　自分で選んで歩き出した道が平へい坦たんでなかったからといって、いまさらあれこれ文句をいうのはフェアではないし、恰かつ好こうが悪い。たぶん伊織は、そういう人間を冷ややかな目で見るだろう。現に伊織は、クリスタベルを守って戦うという道を自分で選び取り、何度も死にそうな目に遭あいながらも、そこから逃げ出そうとはしていない。

　だからさつきも、自分の選択から逃げ出すまいと決意した。たとえ途中で何度も弱音を吐くとしても、立ち止まったり、後戻りはしたくない。少しずつでも前に進まなければ、伊織との距離はいつまでたっても縮まらないだろう。

　最近ようやく自分でも見慣れてきた髪型を手て櫛ぐしでととのえ、さつきがフィッティングルームを出ようとした時、その音が聞こえてきた。

「――え!?」

　陰いん鬱うつな鐘かねの音――〝逢魔が刻トワイライト〟への扉が開かれたことを告げる晩ばん鐘しようを耳にしたさつきは、荷物を放り出してフィッティングルームを飛び出した。

「ちょっ……！」

　すでにそこは現実から大きく乖かい離りした異世界と化していた。華やかなはずのファッションフロアはあざやかな色彩を失い、人の不安感をあおる茜あかね色いろの斜陽がどぎつい影をそちこちに落としている。まったく人ひと気けのなくなった空間に、さつきの息を呑のむ音が、やけに大きく反響した。

　次の刹せつ那な、さつきの目の前の天てん井じようが轟ごう音おんとともに崩くずれ落おちた。

「きゃあ!?」

　崩れ落ちるというより、何か強い力で粉ふん砕さいされたというべきだろうか。天井が直径数メートルにわたって崩ほう落らくし、悲鳴とともに飛びのいたさつきの眼前に、ちょっとした瓦が礫れきの山ができ上がっていた。

「いつつつ……」

「るっ、ルテティアさん!?」

　瓦礫になかば埋うもれるようにして呻うめいている自分の連れの姿を認め、さつきは慌てて駆け寄った。

「どっ、どうしたの、ルテティアさん!?」

「どうしたって……見て判らないわけ……？」

　さつきの手を借りて立ち上がったルテティアは、天井を見上げて目を細めた。

「――ほら、タチの悪いのがこっち見てるわよ」

「えっ？」

　ルテティアの言葉にさつきがふっと顔を上げると、天井に開いた大穴から、上下さかさまになった白い顔がふたつ、ぶら下がっていた。

「ひっ？」

「……ランカ、あいつ、今ボクらを見て悲鳴あげたよ」

　長い金髪をだらりと垂らした少女が、茫ぼう洋ようとした表情でさつきを見下ろしている。

「あら、ひょっとして新人さん？　場慣れしてないカンジ？」

　少し年上に見える女が、天地が逆転したままさつきを見つめて笑っている。しかし、決して友好的な笑顔ではない。たとえるならそれは、獲物を見つけた猛獣が浮かべるような、敵意をその下に忍ばせた笑みだった。

　このトワイライトの中に存在できるのは、ウォーライクとそのパートナーであるロードだけである。それも、ふたりが揃っていなければならない。ならばさつきたちを見下ろしているあのふたりも、いまさら問うまでもなく、ウォーライクとロードのペアに違いない。

「……！」

　背中に走る悪お寒かんに首をすくめながら、さつきはルテティアとキスを交わした。

　熱い血がぬるりと流れ込んできた瞬間から、さつきの足をすくませる恐怖が麻ま痺ひし、代わって全身に力がみなぎってくる。戦意というよりは高こう揚よう感かん、今の自分には何でもできるという根拠のない万能感が、さつきの唇に笑みの形を取らせた。

「とにかく今は態勢を立て直すよ、ルゥ！」

「あ、こら――」

　一瞬で超人と化したさつきは、まだ顔をしかめているルゥをひょいとかつぎ上げ、その場から走り出した。

「態勢を立て直すって……ちょっと待ちなさいよ、サツキ！　態勢を立て直してどうする気よ!?　まさかあいつらと戦う気じゃないわよね!?」

「いいからいいから、わたしに任せてよ！　大丈夫、悪いようにはしないから！」

「アナタ……ぜんっぜん学習してないわね、ホント！」
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　不安定な瓦礫の山の上に降り立ったバラクリッシュは、長い髪を払ってペットボトルのキャップを開けた。

「…………」

　度数の高いアルコールをひと口含み、あたりを見回す。すでにあのふたりの姿はどこにも見えない。

　だが、彼女たちがどこへ逃げたか、バラクリッシュにはおよその見当がついていた。

「――ね～ぇ、バラちゃ～ん♪」

　自分を呼ぶ声にバラクリッシュが振り返ると、蘭華が向かいのテナントに並べられていたブーツを手に取り、にやにや笑っていた。

「これ、ちょっと可愛くない？」

「……かもね」

「可愛いじゃない、ほら？」

「……ランカが可愛いって思うなら、たぶん可愛いよ」

「え～？　何その薄いリアクション？」

　蘭華は頰をふくらませて抗議したが、だからといって、バラクリッシュにはその場を取りつくろうような気の利いたセリフは口にできない。

　ブーツを放り出し、蘭華は嘆息した。

「……バラちゃんに意見を求めたわたしが間違ってたわ」

「そうだね」

　淡々と応じたバラクリッシュは、おもむろにその場に身を伏せると、床にぺたりと耳を押し当てた。

　ブーツやサンダルを次々に手に取り、ためつすがめつしながら、蘭華はバラクリッシュに尋ねた。

「――で、どんなカンジ？」

「……まだこのビルからは逃げてない。たぶん、ふたつ下のフロアにいる」

「ふーん。――ねえ、片づいたらあとで買い物してかない？」

　立ち上がってほこりを払ったバラクリッシュは、蘭華をかえりみて小さく嘆息した。

「ランカ、ゆるすぎだよ」

「え～？　だってあのロード、どう見たってドがつく新人じゃない？」

「だから？」

「そんなに慌てて追いかけなくてもいいじゃん？　どうせ瞬殺でしょ？」

「ボク的にはそう簡単にいくとは思えない。ロードはともかく、ウォーライクはボクらの不意討ちにもすぐに反応してた」

「わたしらがホンキ出してなかったからでしょ？」

「だからここからはホンキでいこうっていってる。……せっかくの獲物をほかの誰かに取られたくないし、あのふたりに仲間がいる可能性もありえる」

「きょうはまたずいぶん口数が多いのね、バラちゃん？」

　落ちていた帽子をマネキンの頭に載せた蘭華は、静かにウォッカをあおるバラクリッシュを横目に見据えて笑った。

「――そんなに戦いたいカンジ？」

「ボク的には戦いたいね」

「あのさバラちゃん、いっていい？」

「いいよ。何？」

「わたし、あのウォーライク、スゴくムカつくんですけど」

「……そう」

　何が美しくて何がみにくいか、そのへんの美的感覚が決定的におかしいバラクリッシュは、ルテティアと呼ばれていたあのウォーライクを見て美しいと感じることはない。ただ単に、これまでの経験の積みかさねによって、ひとつの類型としてルテティアが美しい部類に入るのだと理解しているだけにすぎない。

　しかし、とても美しいがゆえに、ルテティアは蘭華の憎ぞう悪おの対象となる。

　バラクリッシュは蘭華に歩み寄り、尋ねた。

「――ねえランカ、もしボクがああいうタイプだったらどうする？」

「え？　刺し殺すー」

　くるくるとした髪をいじりながら、蘭華はこともなげに笑って答えた。だが、それが冗じよう談だんではないことはバラクリッシュが一番よく知っている。

　とにかく藤堂蘭華は、女らしい女、女を感じさせる美しい女が大嫌いなのだった。
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　ルテティアをかかえて下のフロアへと逃げてきたさつきは、インフォメーションカウンターの内側に身をひそめてひと息ついた。

「……あいつらいったい何なの？」

　さつきはあたりの様子を窺うかがいつつ、ささやくような声でルテティアに尋ねた。

「わたしだって知らないわよ。初めて会うウォーライクだったし……」

「どっちがウォーライク？」

「金髪ストレートのほうよ。髪巻いてつけまつげびっしりのほうがロード」

「そんな細かいところまでは見てないけど、とりあえず敵はそのふたりだけなんだよね？　なら大丈夫！」

「ナニが大丈夫なのよ……？」

　ふだんうじうじと後ろ向きなくせに、エルフィンブラッドを飲んだ時のさつきは無む駄だに前向き、むしろ有害なほどにポジティブ、気分だけなら絶対無敵だった。現に今も、何の根拠もなく大丈夫だと断言している。

　細かな傷がふさがるのを待って、ルテティアは立ち上がった。

「――バカなこといってないで、さっさと移動するわよ」

「移動？　どこに？」

「どこでもいいわ。とにかく逃げるのよ。あいつらが根負けして、もう一度門を開いて引き下がるまで、どこまでだって逃げ続けるの」

「え!?　どうしてそんな面倒なことしなきゃいけないの？」

「……だったらわたしは、どうしてバカ正直にあいつらと戦わなきゃいけないのって聞きたいけど」

「だって……戦えるじゃない！　別にこの前みたいに向こうのほうがずっと数が多いわけじゃないんだし、やればできるよ！　大丈夫大丈夫！」

「だから大丈夫じゃないっていってるじゃないの」

　苛立ちの混じった溜息をもらしたルテティアは、あくまで声は低く、もはや能天気ともいえるさつきを見据えていった。

「いい？　さっき見たあのふたり組はかなり経験を積んだペアよ？　クスコと同じ強力な飛び道具が使えて、おまけに他人を攻撃するのにぜんぜん躊躇がない。……正直いって、アナタとわたしで勝てる相手じゃないのよ」

「そんなのやってみなきゃ判らないじゃない」

「アナタのその馬ば鹿かげた意見を認めてたら、そのうち〝吟遊詩人ミンストレル〟が相手でも、やってみなきゃ判らないって特攻されそうだわ」

「さすがにそこまではわたしもいわないよ」

　さつきはあっけらかんと笑って頭をかいた。

「だって、ミンストレルって、伊織くんや先輩でもかなわない相手なんでしょ？」

「イオリやトキワの意見は聞くのにわたしの意見は聞かないってどういうことよ？」

「だってほら、わたしたちより長く戦ってる伊織くんたちのほうが、こういうことでは信用できるっていうか――」

「……本当にイライラするわ」

　ルテティアが自分のロードに求めるものは四つ――自分がキスをするのに抵抗のない容よう姿しと、敵と戦って死なずにすむ強さ、それ以前に戦いをうまく回避する用心深さ、そして従順さである。

　しかし、これはと思って選んだ牧島さつきは、一点目においては及きゆう第だい点てんだったが、それ以外はすべて駄目だった。二点目と三点目については、おいおい成長していけば自然と身につくものと割りきることはできる。だが、とにかく最後が問題だった。

　ふだんのさつきなら、ルテティアが完全にイニシアチブを取れるが、肝かん心じんの〝血〟を飲んだ状態となると、この不必要な前向きさのおかげでまったくいうことを聞こうとしない。前回の初うい陣じんですでに露ろ呈ていしていたことだが、これがルテティアにとっては人生最大の誤算といえた。

　ルテティアは静かに深呼吸を三回繰り返し、気分を落ち着けてさつきの肩に手を回した。無様にわめいたりしないよう、努つとめて冷静な声でささやく。

「……いい、サツキ？　それなりに多くのウォーライクを見てきたわたしからすれば、あのふたりはホントに厄介なわけ。判る？　実力的には確実にわたしたちより上だし、容赦がないということでいえばイオリやトキワ以上よ？　落ち着いて、冷静に考えてみて、そんな相手と戦って勝てると思う？　相手とくらべてわたしたちが勝ってる部分がどこにある？」

「ルゥ、そんなに自分を卑ひ下げしなくても――」

「卑下してるのはわたしの実力じゃないの！　卑下するとしたら、ロードとしてのアナタの実力よ！」

　心底可か哀わい相そうなものを見るような目でさつきに見つめられ、ルテティアは一分前の決意も忘れて思わず怒鳴ってしまった。

「とにかくねえ、勝てないものは勝てないの！　チャレンジ精神大いにけっこうよ！　でもね、失敗したらまず命がないような無む謀ぼうなチャレンジなら、わたしまで巻き込まないで自分ひとりで挑んでくれない？　同じ無謀なチャレンジにしたって、イオリに告白して玉砕する程度ですむ話じゃないんだから！」

「ちょっ……玉砕って――」

「したでしょ、現に？　でもさぁ、あんなのは別にしくじっても死人なんか出ないじゃない。それをさんざんためらって引っ張ってきたあなたが、しくじったら命がないこの局面ではノータイムでチャレンジ決定っておかしいでしょ？　こういう時こそ慎重に行くべきなのに！」

「だって、戦わなきゃわたしもルゥも強くなれないじゃない！　だから戦おうよ！」

「勘違いしないでよ、サツキ。いくら戦ったって、わたしは強くなれないの。相手を倒して、その上で生き残ることでしか強くなれないのよ。強くなるために第一に考えなきゃいけないのは、戦うことじゃなくて生き延びることなの」

　ふだんのさつきなら、ハードな言葉の連打を食らえばあっさりダウンして立てなくなってしまうだろう。だからルテティアも、いつもは手加減しながら打っている。だが、今のさつきを翻ほん意いさせるには、いつも以上に強烈なラッシュを叩き込んでやらなければならない。

「――だいたいアナタ、この前はその調子でイオリの足を引っ張りまくってたじゃないの。まさか都合よく忘れたわけじゃないわよねぇ？　それとも途中でクスコが助けに来てくれたから、結果オーライで何も問題ないとでも思ってる？　だとしたら、同じステージに立つどころか、むしろアナタ、いつかイオリを殺すことになるわよ？」

「え!?　どっ、どうして!?」

「ちょっと考えれば判るでしょ？　アナタが実力もないのに前に出ていくのは、それはアナタの自由よ。巻き込まれるわたしにとってはいい迷惑だけど、それもあなたを選んだわたしに責任があるわけだし、もしアナタを止められないのなら、それは自分の見通しが甘かったんだって納得するわよ。ほかの誰かのせいにしたりはしない」

　ルテティアは大おお仰ぎようなジェスチャーを交えて続けた。

「――けど、もしいっしょに戦うことになったら、何だかんだでイオリはアナタを放っておけないのよ？　イオリがそういう人間だって判ってるでしょ、アナタ？」

「それは……うん。たぶん。伊織くん、やさしいから――」

「要するに、未熟なあなたがイオリといっしょに前に出て戦うってことは、イオリは自分の身だけじゃなく、あなたまで守らなきゃいけないってことなの。もしアナタが危険な目に遭えば、イオリは自分を盾たてにしてでもアナタを守るかもしれない。そしてその結果、アナタの代わりにイオリが命を落とすかもしれない。……アナタがいつかイオリを殺すっていうのはそういう意味よ？」

「――――」

　ポジティブに生まれ変わったはずのさつきが、ルテティアの言葉に押し黙ってしまった。いい方を換えれば、これだけ客観的な現実を容赦なく叩きつけなければ、今のさつきは自分の有害な前向きさをかえりみることすらできないのである。

「――でも」

　唇を嚙かんでしばらく考え込んでいたさつきは、逆接の接続詞を口にした。

「それじゃわたし、強くなれないじゃない」

「強くなることより先に、まずは生き残る方法を覚えなさいっていってるのよ。――現に、イオリがトキワを信頼してあれこれ相談してるのはねぇ、トキワがそういうところをきちんと理解してる人間だからなのよ？」

「う――」

　常葉を引き合いに出したことで、さつきはふたたび返事に詰まった。

　このトワイライトの中で――どこかに自分たちの命を狙ねらう敵がいるというのに――なぜ自分はさつきに説教などしているのか、ルテティアにもよく判らなかったが、ここでどうにか叩いて矯きよう正せいしておかなければ、さつきはこの先も実力をわきまえない行動に出て、ルテティアごと危険の渦か中ちゆうに飛び込むだろう。

　唇を吊り上げ、さらにたたみかけようとしたルテティアは、しかし、明確な言葉ではどうにも表現のしづらいある種の悪寒のようなものを感じて、さつきの腕を摑んで跳ちよう躍やくした。

　その直後、ふたたび天井が崩れ落ちた。
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「ま、また!?」

　視界を埋め尽くす白っぽい粉ふん塵じんをつらぬき、唐突に光の矢が飛んできた。

「！」

「いわんこっちゃない……！」

　咄嗟に両手を振るって〝魔矢エルフインダート〟をばらまき、こちらに殺到してくる矢をすべて撃げき墜ついしたルテティアは、腹立たしげに舌打ちしながらみずからの影の中に沈み込んだ。

『――いっておくけど！　わたしはホントに勝負にならないって思ったら、アナタを見捨ててひとりだけでも逃げ出すわよ!?　あとでイオリやミッチーに何いわれるか判らないけど、それでもわたしはアナタにつき合って命を捨てるつもりはないんだから！』

「大丈夫大丈夫！」

　ひと振りのファルシオンと化して現れたルテティアを握り締め、さつきは後方へと飛んだ。

「――何が大丈夫だって？」

　白いベールの向こう側から、あの女たちが悠ゆう然ぜんと姿を現した。

　ルテティアいわく、右にいる鬼盛りつけまつげがロードで、左側の金髪ゴスロリパンクがウォーライクだという話だったが、この距離まで接近しても〝変形シエイプシフト〟していないのは、さつきたちをなめてかかっているからなのかもしれない。

　つけまつげのほうが、さつきを見つめて不敵に笑った。

「ふっふ～ん♪　何だかこの子、さっきまでとずいぶん態度が違うじゃない。見るからにおどおどしてたくせに」

「ふつうはエルフィンブラッドを飲むと性格が変わるんだよ。……ランカはあまり変わらないほうだけど」

　空になったペットボトルを紙のように引きちぎって捨てた金髪が、両手の指をぽきぽき鳴らしてさつきのほうへと歩いてくる。そのほっそりした容姿とは裏腹の、物騒かつ剣けん呑のんな仕し種ぐさだった。

　と、その一〇本の指が食虫花のように開き、そこに紫色の輝きが宿った。

「……っ！」

　注意深くふたりを見据えて身構えていたさつきは、金髪が〝鉄槌ヘビーラム〟を放つつもりだと判断して横へ飛んだ。

「……素人っぽい動きだな」

　金髪はあの巨大な光の杭くいを放たなかった。代わりに、手の中に集束させた光を握にぎり潰つぶし、細かな飛礫つぶてに変えてさつきへと投げつける。

「!?」

　着弾した飛礫がまばゆい光を発してはじける。その瞬間、さつきは思わずルテティアをかざして顔をかばってしまった。

『バカ！　敵から目を逸らしてどうするわけ!?』

「――！」

　ルテティアの忠告にさつきが目を見開いた時、すぐそこに薄ら笑いを浮かべた金髪の顔があった。

「……ぬるいな」

　さつきのみぞおちに、金髪のブーツの爪先がふかぶかとめり込んだ。

「は、ぐ……っ」

　マネキンたちを巻き込み、ショーウインドウのガラスを粉砕して、さらに歩道にまで吹き飛ばされ、さつきはアスファルトの上に転がって身を丸めた。

「……ふ、ぅ――」

　さいわい、エルフィンブラッドのおかげで苦痛はほとんど感じない。ただ、息が詰まってすぐに立ち上がることができなかった。かろうじて顔だけを上げて、ガラスに開いた大穴からゆっくりと出てくる金髪を凝ぎよう視しした。

「……いい蹴けり心地ごこちだ」

「バラちゃ～ん、ここからはホンキでいこうっていってたくせに、自分のほうこそ遊んでるじゃない。ホンキなら今ので終わってたんじゃないの？」

「違うよ、ランカ。――あれはホンキで遊ぶって意味だよ」

「や～ん♪　バラちゃんサディスト～♪」

「ほめないでいいよ、別に」

「ほめてないんですけど～」

　あとから路上に出てきたつけまつげは――彼女は蘭華と呼ばれていたが――くねくねしながら金髪の肩に寄りかかり、鼻につく声でけらけら笑っている。さつきは軽く頭を振り、膝に手を当てて立ち上がった。












「な……何なの、この、ふたり――？　ちょっと、おかしいよ……」

『どこかおかしいロードやウォーライクなんて珍しくもないわよ。それよりさつき、気をつけて！　また来る――！』

　ようやく立ち上がったさつきの眼前へ一瞬で踏み込んできた金髪が、今度は少女の顎あごを蹴り上げた。

「ぐっ……！」

　本能的にガードをかためたおかげで顎の骨を砕くだかれることはまぬがれたが、何しろ人ひとりを一〇メートル近くも吹っ飛ばす金髪のキック力である。大きくのけぞると同時に、さつきはルテティアを放り出してしまった。

『さつき!?』

　金髪は軸じく足あしをすばやくスイッチすると、その場でコンパクトに回転し、無防備なさつきの胸に後ろ回し蹴りを叩き込んだ。

「ぐ、ふ……っ」

　ふたたび五、六メートルも吹き飛ばされたさつきは、ガードレールに背中から激突し、その場に崩れ落ちた。

『さつき！』

　激しく回転しながら宙を舞って落ちてきたファルシオンが、影の中に沈むのとほとんど同時に、ルテティアの姿に戻ってさつきのそばへ駆け寄った。

「……ランカはあっちのウォーライクのほうがムカつくっていうけど、ボク的にはこっちのほうが頭に来るよ」

　両手両足をぷらぷらさせ、いまさらのように全身をほぐしながら、金髪の美少女格闘家風は淡々と斬り捨てた。

「……ボク的にはその気になってるのに、相手が弱すぎる。どうしてこんな弱いヤツがロードになれるんだろう？」

「ウォーライクのほうに見る目がないんじゃないの～？」

　ガラスの破片といっしょに転がっていたブーツやサンダルを手に取り、さつきたちのほうも見ずに蘭華が嘲あざ笑わらった。

「――まあ、相性はいいみたいだけど」

　ルテティアにささえられて立ち上がったさつきを見て、金髪がつけ足す。

　敵の言葉を肯定するわけではないが、さつきが受けたダメージは、結果としては微び々びたるものといえた。みぞおちを蹴られても回し蹴りを食らっても、すぐにこうして立ち上がれるということは、受けたダメージの総量を回復量が大きく上回っているということを意味している。

　だが、それだけでは勝てない。

「ね～え、バラちゃん」

　サンダルを捨てて蘭華が声をかけたが、金髪はさつきたちを見据えているだけで返事をしなかった。その金の瞳には、冷たい炎のような異様な輝きがちらついている。

「バ～ラちゃん？　ねえ？　――ちょっと、バラクリッシュ！」

「……何？」

「そういえばわたし、夕方からネイルの予約入れてたのよね」

　自分の爪をひと吹きし、蘭華は上目遣いに金髪――バラクリッシュを見やった。

「遅れるとまずいから三時までに終わらせたいんですけどぉ」

「……仕方ないな」

　長い金髪を払い、バラクリッシュはゆっくりとあとずさった。

「それじゃバトンタッチだ。……どのみちこのロードが相手じゃ、ボク的には燃えられない」

「じゃ、その前にちょっとエネルギー補給ね♪」

「ああ」

　冷淡に呟いたバラクリッシュと蘭華が、おたがいの背中に両手を回してしっかりと抱き締め合い、さつきたちの前で熱烈なキスを交わし始めた。

「やだ、ちょっと……！」

「いまさら照れてどうするのよ!?」

　さつきの背中を軽くひっぱたき、ルテティアは影の中へと沈み込んだ。

「――えいっ！」

　ふたたびファルシオンとなって現れたルテティアを摑み、まるでテニスのラケットでも振り回すかのように、フォアハンドの握りで思い切り一いつ閃せんさせる。その切っ先からほとばしり出た光の矢が蘭華たちへと殺到した。

「んふ♪」

　蘭華が満足げに唇をぬぐうと同時に、バラクリッシュの細い身体がすとんと影の中へと落ちていった。

「ふっふ～ん♪　おあいにくさまで～す」

　ひょいっとひと飛びで大きく移動し、光の矢を避けた蘭華は、路上に不自然にわだかまっているバラクリッシュの影に向かって右手を伸ばした。

「バ～ラちゃん！」

『いちいち呼ばなくても行くよ』

　特異な形をした剣が影の中から飛び出し、蘭華の右手に装着された。

　それは、籠こ手てと両刃の直剣を組み合わせたような黒光りする武器だった。肘ひじから先をすっぽりと覆うガントレットめいたパーツの先端から、一メートル近い刃がまっすぐに伸びている。

「……え？　な、何、あれ……？」

『パタとかいう武器じゃない？　アナタ、ファンタジー読まないの？』

「ファンタジーも読むけど……そもそも活字自体読まないルゥが、どうしてそんなこと知ってるの？」

『……こういう時のアナタ、素すで無礼よね』

「そんなこといってる場合じゃないよ！」

　パタと称される武器を右手にはめた蘭華が、ソールの厚いサンダルで床を蹴り、一気にさつきに肉薄した。

「！」

　パタの刃がファルシオンの刃の上をすべり、火花が散る。するどい突きをはじいて逸らしたさつきは、ほとんど体当たりのような蘭華のいきおいをささえきれず、片膝をついてしまった。

『さつき！　平手、気をつけて！』

「えっ――!?」

　ルテティアの声に反射的に左手のガードを上げたさつきは、肘のあたりに強い衝撃と一瞬の痛みを感じて跳はね飛とばされ、不法駐輪されていた自転車の列に突っ込んだ。

「どっ、な……？」

　慌てて身を起こしたさつきの左肘の、剝き出しの白い肌の表面に、赤い火ぶくれができていた。

　対する蘭華の左手と両足の先は、青白いぼんやりとした鬼火のようなものがともっていた。この火ぶくれは、あの左手に宿った鬼火に焼かれてできたものだろう。

『アナタ……やる気だけはあっても、センスがないわ――』

　ルテティアの呻きに、さつきは思わず彼女を握る手に力をこめた。

「センスがないって……え？　どういうこと!?」

『確かにエルフィンブラッドを飲んだアナタはすっごく前向きになれるわよ。別にね、それはかまわないわけ。残ざん虐ぎやくさに支配されて自分自身をコントロールできなくなることもないし、わたしとの相性もいいから回復力もあるしね。――でもさぁ』

　どこか投げやりに、ルテティアは続けた。

『――アナタの場合、何より問題なのは、戦いに関するセンスがまるで欠けてるってことなのよね。やる気はある、反射神経や身体能力、回復力も超人レベル、だけどそれを存分に生かすセンスがゼロ』

「ゼロ!?　そこまでいう!?」

『だってゼロだもの。……それってもう、武術や格闘技の経験のあるとかないとかいう話じゃなく、確かにセンスっていう以外にないのよね。で、アナタにはそれが決定的に欠けてるわけ』

「そ、そんなこといったって……そんなの急にはっ!?」

　さつきが途中でその言葉を呑み込む。自転車を無む造ぞう作さに跳ね飛ばしながら、蘭華が正面から突っ込んできたのである。

「く――」

　袈け裟さ懸がけの一撃をルテティアで受け止めたさつきは、ふたたび飛んできた蘭華の平手を、手首を摑んでどうにか押さえ込んだ。

「そう何度も、同じ手を――」

「そうよねえ？　そう何度も同じ手を使うわけないわよねえ？」

「――ぐっ!?」

　蘭華のにやけ顔を睨にらみつけていたさつきの右足ががくんと力を失う。あの鬼火のともったサンダルでローキックを入れられたのだと気づいた時には、バランスを崩してその場にへたり込んでいた。

「下へまいりま～す♪」

「――――」

　片膝をついたさつきの目の前で、蘭華がたかだかと右足を振り上げる。丈の短いスカートから下着が丸見えになっていたが、さつきの視線はそこではなく、自分の頭よりもはるかに高い位置にまで上がった蘭華の右のかかとを追いかけていた。

『こういうシーンでぽかんと大口開けて動き止めてるからセンスがないっていってるのよ！　よけなさいって！』

　蘭華のかかと落としがギロチンのごときいきおいで降ってくるより早く、ルテティアの刃からほんの小さな光の矢がひとすじ、弧こを描いてほとばしり、ぼんやりしていたさつきの額を直撃した。

「きゃ――!?」

　赤くうっすらと痣あざになるくらいの威力しかなかったが、その光の矢を食らって仰あお向むけにのけぞったおかげで、さつきの脳天を直撃するはずだった蘭華のかかと落としはすがすがしいほどに空を切った。

「……ちっ」

　腹立たしげに舌打ちする蘭華のそばから慌てて離れて立ち上がったさつきに、ルテティアが冷淡にいった。

『……アナタさぁ、ホンキでイオリと同じ場所に立ちたいわけぇ？』

「もっ、もちろんよ！」

『だったらわたしのいうことをよく聞きなさいよ。やる気があるのはかまわないけど、何の策もなしに大丈夫大丈夫って突っ込んでくのはバカのすることでしょ？　イオリはそういうバカなお調子者は大っ嫌いよ、たぶん？』

「う――」

　いわれてみればそうかもしれない。いや、おそらくそうだろう。

　思い返してみれば、この前の初陣の時も、伊織の指示を無視してさつきは何度も勝手に前に出て、そのたびに伊織の手をわずらわせてしまった。あの時は、とにかく自分も伊織といっしょに戦えることが嬉うれしかったのと、伊織の力になりたい気持ちがあまりに強すぎて、そんな自分を伊織がどう思っているかを想像する余裕がなかったけれど、ごく当たり前に考えれば、伊織がそんな自分に腹を立てるのは当然だろう。

　自分をどうにか律しなければ、この先の戦いで、自分をかばって伊織が命を落とすこともありえる――ルテティアのさっきの言葉を思い出し、さつきはおのれの胸の高鳴りを必死に鎮しずめようとした。

「ただ前に出ればいいってものじゃないんだ……よく考えて突っ込まないと――」

『突っ込むのはやめないわけね』

　さつきの独白に、ルテティアがくすっと笑った。

『――まあ、基本、アナタは頭のいい子なんだから、わたしのいう通りにしてればどうにかなるわ。いい？』

「うん……うん、判った。大丈夫、わたしたちならやれる！」

『そうそう。アナタがじゃなく、わたしたちがね』

「うん、わたしたちね！」

　ひょっとしたら、ふだんの自分がそうであるように、今の自分もうまくルテティアに丸め込まれ、手た綱づなを取られているのかもしれない。

　しかし、ひとまず今はそれでいいのだと、さつきは割りきった。こういう局面では、これまで幾度となく修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきたルテティアのいうことが正しい。彼女の指示にしたがうほうが、生き延びる確率はずっと高くなるはずだった。

『さっそくだけど、あの相手とはあまり間合いを広げすぎないで。……ヘタに離れると、またあの大砲が飛んでくるかもしれないから』

「判った！」

　充分な距離さえあれば、蘭華たちは余裕をもってヘビーラムを撃てる。全力を出した時の破壊力がどれほどのものかは判らないが、少なくとも薬くす子こは、平然と学校の校舎を崩ほう壊かいさせるほどのヘビーラムを何発も撃っていた。蘭華たちがあの強力な飛び道具をあと何発撃てるのかはあちらの余力次第だが、直撃すればそこですべてが終わってしまう以上、脅きよう威いには違いない。

『あと、あの武器は斬るより突くほうが向いてるから、突きには気をつけて』

「斬られてもそんなにたいしたことないってことね！」

『思いっ切り突かれるよりはマシって程度ね。……いざとなればわたしの奥の手出してあげるから』

『……ねえ、ランカ』

　蘭華の右手のパタが、細かく振動してみずからのロードに語りかけた。

『あいつ今、奥の手っていったよ？』

「バラちゃんはどう思う？」

『ブラフ……かもしれない。奥の手なんかないのにあると思わせて、こっちを牽けん制せいしようとしてるとか』

「じゃ、奥の手はないの？」

『……と思わせて、本当は奥の手があるのかもしれない』

「どっちよ？」

『ボク的にはあると思うけど、本当のところは判らないよ』

「……どうせあってもたいした奥の手じゃないでしょ」

　パタにキスをし、蘭華は走り出した。それに合わせて、さつきがファルシオンを振り上げる。

「このっ！」

「……ガキが何その気になっちゃってるわけ？　バっカみたい」

　さつきの斬ざん撃げきをパタで受け流して立ち位置を入れ替えた蘭華は、すぐさま振り返ってさつきの背中に突きかかった。

『さつき！　しゃがんで！』

「うん！」

　身を沈めて蘭華の突きをかわしたさつきは、地面を薙なぎ払はらうかのようにファルシオンを大きく振るった。

「鬱うつ陶とうしい……！」

　足首を斬り飛ばされそうになり、蘭華は咄嗟に後ろに飛びのいた。そこに、ルテティアが放った光の矢が綺麗にホーミングして飛んでいく。

「――こっちは時間がないっていってるじゃない！」

『ランカ、少し落ち着きなよ』

「バラちゃんは黙ってて！」

　左手の鬼火で光の矢を打ち消した蘭華は、交差点に立つ信号機に飛び乗り、パタの切っ先をさつきに向けた。

「ルゥ！　もしかしてあれ、大砲撃つ気じゃない!?」

『逃げないでいいわ！　それより放して！』

「えっ？」

『わたしを放して！　この前覚えたばっかりの新着の奥の手、見せてあげるわ』

「判った！」

　ルテティアの指示通り、さつきはその場にぽいっとファルシオンを放り出した。

「――は？　何考えてるの、あのガキ？」

　さつきが武器を手放したのを見て、蘭華がいぶかしげに眉をひそめる。

「……そうやってさぁ、いい気になって人を見下ろしてるから足元をすくわれるんじゃないの？」

　美少女の姿に立ち戻ったルテティアは、右手の人差し指を天に向けて小さな輪を描くようにくるくる回した。その白い指の軌き跡せきを追いかけるように、そこに明るいオレンジの光の輪が出現する。

「……まだ慣らしってトコだけど、これで充分よね」

　いつしかオレンジ色の光輪は、ルテティアの指に引っかかっていた。

『ランカ！』

　紫がかった光を充分に溜め込んだバラクリッシュが、これまでにない切羽詰まった声をあげた。

『――気をつけて！　〝光輪ハイロウ〟だ！』

「何よ、それ!?　そんなもの、こいつで――」

「エクスキュゼ・モア♪　お先に失礼」












　ルテティアが見事なサイドスローで投じた光の輪が信号機をささえる柱を直撃し、あっさりと切断した。

「ちょっ……！」

　バランスを崩した蘭華の右手から、凶悪な紫の輝きが天に向かって走った。

「やった！」

　さつきはルテティアに抱きついて快かい哉さいをあげたが、当のルテティアの表情は渋い。さつきは怪訝そうにルテティアの顔を覗き込んだ。

「……どうしたの、ルゥ？」

「そもそもわたしには、アナタがそこまで大喜びできる理由が判らないんだけど」

「だって！　スゴいじゃない、今の！　たぶん伊織くんや先輩にも使えない必殺技だよね!?　何かこう……しゅぱっ！　しゅぱって！　何でも斬れそうじゃない！」

「当たらなきゃ意味ないのよ。……今の、当てるつもりで投げたのに」

「え？　最初から柱を狙ったんじゃないの？」

「そんな手心加えてどうするのよ、こっちのほうが不利なのに！　コントロールしやすいように、できるだけ小さくコンパクトにまとめて、なのにあんなに大きく逸れちゃったの！　……実戦に投入するには早すぎたわ」

　能天気に喜んでいるさつきの手を摑み、ルテティアは走り出した。

「ちょっ――え？　ど、どうするの!?」

「予定通り逃げるのよ！」

「どうして!?　ルゥのいう通りにすれば勝てるんでしょ!?」

「勝てるなんてひと言もいってない！　どうにかなるっていっただけ！」

「でも――」

　ここでいまさら逃げ出したとしても、相手が見逃してくれるかどうかは判らない――そんなさつきの疑問を読み取ったかのように、ルテティアは低い声でいった。

「アナタのいいようじゃないけど、それこそ大丈夫よ。……今のを見れば、わたしたちと迂う闊かつに撃ち合いしようなんて思わないから」

「そうなの？」

「威力の低さを手数でごまかすエルフィンダートと違って、ハイロゥは当たると痛いのよ。迂闊に受けたりはじこうとしたりすれば、わたしたちでもけっこう簡単に刃こぼれするわ。もちろん、アナタが食らったらあっさり輪切りね。さっきの見たでしょう？」

「そういうもんなんだ――」

「……まあ、わたしだってついこないだ思い出したばっかりなんだけどね」

　悪戯っぽく笑って、ルテティアはさつきとともに近くのアーケードに逃げ込んだ。
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　ゆっくりと倒れていく信号機から近くの銀行の屋上へと移動し、蘭華はすぐさま敵の姿を捜した。目を放したのはほんの一瞬だったはずだが、すでにあのふたりの姿はどこにもない。

「小こ賢ざかしい真似をしてくれるわね、まったく……！　おかげで無駄撃ちしちゃったじゃない！」

『最初から撃たなきゃよかったんだよ。……だいたい、本来あれは何発も立て続けに撃つものじゃない。ボク的にはすごく疲れるから、あまり撃ちたくないんだ』

「だったらいいわ、バラちゃんお望みの、接近戦でケリをつけてあげるから」

『それはいいけど』

「何よ？」

『いったんボクをはずして確認したほうがいいかもしれない』

「確認？　何を？」

『爪』

「ウソ!?　冗談でしょ!?」

　蘭華は慌ててパタを引き抜き、右手を広げて自分の爪に見入った。

「やだっ……！　小指の爪にヒビ入ってるじゃん!!」

「ボクのせいじゃない」

　無造作に放り出されたバラクリッシュは、少女の姿に戻って金髪を払い、薄い胸の前で腕を組んだ。

　陰鬱な茜空を、現実世界の暑さとは無縁の中途半端に生ぬるい風が駆け抜けていく。その風に乗ってどこからか聞こえてきたかすかなきしみを、その時、バラクリッシュの耳は確かに捉とらえた。

「…………」

「ねえ、ちょっとこれ！　見てよバラちゃん！」

「どうせサロンの予約入れてるんだろ？　ついでにリペアしてもらうくらい別にいいと思うけど」

「だぁって――」

「ストップ」

　なおも何かいいつのろうとする蘭華を制し、バラクリッシュは耳にかかる髪をかき上げた。

「どうしたの、バラちゃん？」

「……誰か入ってきたかも」

「入ってきたって――誰が!?」

「そこまでは判らないよ。ボク的に判るのは、誰かがここへ入ってきたってことだけ。――ランカには、アポなしでここへ入り込んでくる知り合いがいる？」

「いないわよ」

「なら、少なくともボクらの味方じゃない」

　バラクリッシュは冷ややかに笑った。そもそもバラクリッシュたちに味方などいはしない。おたがいがおたがいにとっての唯ゆい一いつの理解者――ふたりをつないでいるのは、そういう内向きな連帯感だった。

「……で、どうする？」

　何者かの気配を探りつつ、バラクリッシュは蘭華に尋ねた。

「どうするっていわれてもさぁ、そもそもバラちゃんが調子に乗って遊んでるから時間切れになっちゃったんですけどー？」

　蘭華は唇をとがらせ、上目遣いにバラクリッシュを睨んだ。彼女が本気でバラクリッシュを責めているわけではないということは、その表情を見れば判る。最近は滅多になくなったが、蘭華が本気で怒ると、まず言葉がスムーズに出なくなるからである。

　バラクリッシュはネクタイを締め直し、顔色を変えることなくいい放った。

「ボクを責めるのはお門違い。だったら最初に見かけた時にすぐさま仕掛ければよかったんだ。それを、微笑ましいだの何だの、わけのわからないことをいって様子見したのは誰だった？」

「それはそうだけど――」

「で、どうする？　向こうだって、もうボクらに気づいていると思うけど」

「……いいわよ、きょうはここまでにするわ」

　割れた小指の爪とバラクリッシュとを交互に見やった蘭華は、大きく溜息をついて肩をすくめた。

「最後がスッキリしなかったけど、まあまあ楽しかったからそれでいいわ。――そう、そういうことよ」

「ランカが楽しかったのならボク的には問題ない」

　バラクリッシュは蘭華に歩み寄り、ほこりで汚れた彼女の頰をそっとぬぐった。

　蘭華には、人として大切な何かが決定的に欠けている。

　そう考えているバラクリッシュ自身、人間としてこの社会で暮らしていくために必要なものが欠けすぎている。蘭華という〝保護者〟がいなければ、生きていくのは難しいだろう。

　だからバラクリッシュは、せめて自分だけは、傷だらけの蘭華を守ってやりたいと思っている。

　　　　　[image: ]

　愛用の帽子の形をととのえてかぶり直した老紳士は、レディ・ベアトリアスに預けていたステッキを手に取り、苦笑混じりに嘆息した。

「……できるかぎり静かに入ってきたつもりだったんだが、どうやら気づかれてしまったようだね」

　静かなプラットホームには、〝男爵〟とロングドレスの美女、それにオルトニートの三人しかいない。彼らの影を伸ばす陽射しは鬱々とした茜色で、それがこの世界の非日常性を雄弁に物語っていた。

　遠く鐘の音を聞きながら、オルトニートは呟いた。

「……どうやら双方ともここから出ていったみたいですね」

「もうそれが判るようになったかね。……きみは覚えが早いな」

「ねえ、〝男爵〟」

　称賛の言葉にぽりぽりと鼻の頭をかき、少年は老紳士を見上げた。

「……もしかして、わざとばれるように侵入したんじゃありませんか？」

「どこかのおひいさまやマダムのような勘かん繰ぐりをするものではないよ、オルトニート」

〝男爵〟はモノクルのレンズを磨いてかけ直し、小さく笑った。

「たまにはこんなこともある。確かに、本来はもっと注意深く、気配を殺して監視すべきだが――まあ、誰しも間違いというものはある。要するに、我々〝吟遊詩人ミンストレル〟ですら完かん璧ぺきたりえないのだよ」

「みなさんは、もっと全能なんだと思ってました」

　次第に陰鬱な鐘の音が大きくなっていく。聞き慣れているはずなのに、なぜか胸を強く締めつけられる気がして、オルトニートはかぶっていたハンチングを脱ぎ、ぎゅうっと握り締めることで、その不安に立ち向かった。

「あなたがたには、判らないことも、できないことも、何ひとつないのだと――」

「この世界を創造した神というものが存在すると仮定してだが」

　少年の肩に手を添え、〝男爵〟はいった。

「――この世界を見るかぎり、その神ですら完全とはいえないよ。そしておそらく、私たちを創造したのも同じ神なのだろう。完全ではない神が生み出した我々が、神を超えて万能であるはずもない。そうだろう？」

「……はい」

「我々ミンストレルの使命は、この不完全な世界がうまく回るように監視を続けることだ。そしてきみたち〝秤の妖精ウオーキーパー〟は、我々とともに〝妖精の書レボル・シオグ〟をめぐる〝剣の妖精ウオーライク〟たちの戦いを見守り続けなければならないのだよ」












　自分がもう彼女たちと同類ではないということを再確認し、オルトニートは束つかの間ま息を詰めた。

「……もうひとつ、お聞きしてもいいですか？」

「何かね？」

「ぼくは――グレアムさんは、クリスタベルというウォーライクが〝書〟の持ち主だと聞かされました。それは、本当なんですか？」

「……半分は真実といえるかもしれん」

「半分？　どういう意味です？」

「今、〝書〟はクリスタベルの手には渡ってはいない。まだ誰のものにもなってはいないのだろう。――しかしね、そんなことは、実はどうでもいいことなのだ。重要なのは、最終的に〝書〟の〝語フりイ部リ〟に選ばれるのは誰かということだけだよ」

「フィリ……？」

「〝書〟というものは、一時的に手にしたところで、それにふさわしい資格がなければすぐに別の者の手に渡ってしまう。〝書〟は、みずからを手にするのにふさわしいウォーライクをみずから選び、おのずとその手もとへとやってくるものなのだよ」

「それじゃ、〝書〟を手に入れるためにウォーライク同士が戦うなんて、まるで無意味なことじゃないんですか？　いくら戦っても、勝ったとしても、〝書〟のほうが持ち主を選ぶんじゃ――」

「まったくの無意味ではないよ。――おいで、レディ」

〝男爵〟が軽く手を振ると、ずっと無言で微笑んでいた翡ひ翠すい色のドレスの美女が、その姿をたちまち一羽の鳥に変じさせ、老紳士の肩へととまった。

「すべてのウォーライクにはフィリとなる権利があるが、現実問題として、弱いウォーライクではこの舞台に長くとどまることはできないからね」

　まるで階段を降りるような気安さで、〝男爵〟はひょいとホームから飛び降りた。

「――逆にいえば、戦いに勝ち続けて強い力を手にしたウォーライクほど、フィリになれる確率は高い。だから、彼らが戦うことにはそれなりの意味がある。多くの知識と強い力を持ったすぐれたウォーライクでなければ、フィリにはなれないのだよ」

　この黄昏たそがれの世界で動くものは、もはやこの老人たちしかいない。電車が走ることのない線路の上を、〝男爵〟は綱渡りでもするかのようにバランスを取って歩き出した。

　飄ひよう々ひようとした老人の、存外に子供っぽい姿にくすりと笑って、オルトニートもまた至極安全な綱渡りに興じた。ハンチングをかぶり直し、両手を水平に伸ばして、空の色の変化を見上げながら歩いていく。

「……〝書〟はいまだフィリを選んではいないが、それにもっとも近い場所にいるのは、やはりクリスタベルと宮本伊織だろう。――その証拠に、あの少女はパトリック・ハーンとの戦いで、〝書〟を歌ったことがある」

「……それってどういうことですか？」

「答えばかりを求めて焦ってはいけないよ、オルトニート」

　老人は少年を振り返り、軽くウインクした。

「――好むと好まざるとにかかわらず、我々は、それを最後まで見守らなければならないのだから」
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「お客さま――？　お客さま？」

　いつまでたってもフィッティングルームから出てこないさつきに、さすがに不自然なものを感じたのか、ブティックの店員がカーテン越しに声をかけている。

「あ、いや、ちょっと――」

「お客さま？」

「ああああ、ま、まだ開けないで！　はっ、裸！　裸なんです！」

　ひどくうろたえたさつきの声に苦笑しながら、さっき上の階から降りてきたばかりのルテティアは、さつきに似合いそうなＴシャツを摑んでフィッティングルームに向かった。

「あ、すいませ～ん」

　さりげなく店員を押しのけ、ルテティアはカーテンを細く開けて中にＴシャツを差し入れた。

「サツキー、さっきのスカートにこれ合わせてみて」

「う、うん」

「それで似合うようだったらさぁ、買ってそのまま着てけばいいじゃん」

「うん」

　カーテンの向こうでがさごそと音がする。怪訝そうな顔をしつつも店員が離れていくと、ルテティアはフィッティングルームの中に首を突っ込んだ。外には聞こえないように、声を低く落としてさつきに尋ねる。

「――どう？」

「ど、どうっていわれても……」

　すっかりエルフィンブラッドが抜けていつもの性格に戻ったさつきは、下着姿のまま小部屋の隅で震ふるえている。胸を隠すその手には、あの丈の短いスカートと、さっきルテティアが持ってきたＴシャツが握られている。

「これはちょっと――」

「仕方ないでしょ？　わたしは最初から逃げろって主張してたのに、大丈夫っていって戦うことを選んだのはアナタなんだから。キャミの一枚や二枚ですんだだけでもラッキーじゃない」

　蘭華とバラクリッシュが撤退したと知ったさつきたちは、トワイライトから吐き出される前に、大慌てでこのブティックまで戻ってきた。フィッティングルームにいたはずのさつきがいきなり人前に出現しては大騒ぎになるし、何より、一度さつきを着替えさせなければ、とても人前をうろつけなかったからである。

　さつきのバッグの上に置かれている焦げ目のついたキャミソールをつまみ上げ、ルテティアは皮肉っぽく唇を吊り上げた。

「……こんなの着てたら余計に注目されるわよ？」

　激闘の代だい償しようと呼ぶべきなのか、いつの間にかさつきのキャミソールは、あちこちちぎれたり焦げたりしてワンショルダーのヘソ出しになっていたし、ショートパンツにいたっては、下着もろともお尻しりに当たるところが大きく裂けてしまっている。こんなものを着たまま外を出歩いていたら、注目されるどころの話ではない。

　Ｔシャツを引っかぶったさつきは、おずおずとスカートをルテティアに差し出した。

「……パンツにまで穴が開いちゃってるのに、こんな短いの穿けないよ……」

「ダオコーーケルー」

　肩をすくめてスカートを受け取ったルテティアは、代わりにもう少し長めのデニムのスカートを持ってきた。

「――これでいいでしょ？」

「う、うん、ありがと」

　スカートでお尻を隠し、バッグの中に可燃ゴミと化した服を詰め込むと、さつきは簡単に髪をととのえてフィッティングルームを出た。

「す、すいません、これ、そのまま着ていきたいんですけど――」

「はい、少々お待ちください」

　さつきがレジでタグを取ってもらっている間、ルテティアはエスカレーター脇のベンチに座り、しわくちゃの写真を見つめていた。

「――お待たせ、ルテティアさん」

「ん」

　ルテティアはやってきたさつきを一瞥し、手にしていた写真を差し出した。

「何これ？」

「イオリの写真。さっき拾ったのよ」

「――え？」












　さつきは眉をひそめて写真に見入った。

　それは確かに宮本伊織の写真だった。だが、本人に承しよう諾だくを得て撮影されたものかどうかはかなり怪しい。伊織がどこかを歩いているところを望遠で撮影して、それをさらに引き伸ばしたもののように見える。

　ルテティアの隣に腰を降ろしたさつきは、あたりをそっと見回してから尋ねた。

「……これ、どこで？」

「すぐそこよ。落ちてたの。……もしかしてアナタの？」

　ルテティアに聞き返され、さつきはぶるぶると首を振った。

「アナタのじゃないとしたら、誰が落としたのかしらね」

　ルテティアはさつきの手から取り上げた写真を裏返した。そこには、伊織の名前と年齢が英語で記されている。

「日本語のしゃべれない探たん偵ていが、伊織くんのことを嗅かぎ回まわってる……なんてことはないよね？」

　引きつった笑みとともにさつきが提示した可能性を一笑に付し、ルテティアは写真をさつきのスカートのポケットに押し込んだ。

「アナタが海外の探偵事務所にでも依頼しないかぎり、その可能性はないんじゃない？　それならむしろ、どこかのロードがイオリとクリスを狙ってあれこれ調べてるって考えたほうが、よっぽど現実味があると思うけど？」

「……まさか、さっきのふたり――？」

「アナタ、イオリに電話かけてみて。わたしがかけてもスルーされることが多いけど、アナタなら無視はされないだろうし」

「う、うん」

「わたしはミッチーに連絡しておくから。――いずれトキワやクスコにも伝えておかないとね」

　ルテティアとさつきは並んでベンチに座り、ふたり揃って電話をかけ始めた。

　はたから見れば、それはよくある少女たちの姿のように映るだろう。

　しかし、彼女たちが首までどっぷりと浸かっているのは、常人には思いもつかない、非日常の世界なのであった。
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「うわー……」

　真夏の陽射しがようやくいきおいを弱め始める頃、大学の研究室から戻ってきた宮本頼通は、いつもスクーターを停めている裏庭の一角がぬかるんでいるのを見て眉をひそめた。

　だらしなく転がったホースに子供たちの足跡、そして開け放たれたままの勝手口と、そこから点々としたたって乾いたとおぼしき泥のドット柄――これだけの状況証拠が揃えば、ここで何がおこなわれていたか、おおよその察しはつく。

「おーい、伊織！　大丈夫か？　何か手伝うことあるかー？」

　勝手口を閉め、玄関のほうから家に上がった頼通は、甥おいの名を呼ばわりながらバスルームに向かった。

「――あれ？　仕事が早いな」

　すでにバスルームに人影はなく、ミニスカート丈にアレンジされた浴衣が陰干しされているだけだった。

「おい、伊織――」

　ヘルメットをかかえて書斎のドアを開けた頼通は、冷ややかな空気の中で眠っている甥たちを見つけて口を閉ざした。

　クッションを枕まくらにして、伊織はラグの敷しかれていない床の上に横になっていた。風呂上がりなのか、Ｔシャツにハーフパンツという涼しげな恰好だったが、寝顔は決して安らかとはいえない。悪夢にでもうなされているのか、眉間に深くシワを寄せ、ぎりぎりと歯をきしらせている。

　そして、お揃いのスリップ姿のクリスとリリオーヌが、クリスは伊織の胸を、リリオーヌは腹を枕代わりに、頭を預けて並んで眠っているのである。伊織が感じている寝苦しさの原因は、おそらくこの少女たちの重みに違いない。

「傍はた目めには微笑ましい光景なんだろうが……俺の前でこんな無防備な寝姿をさらすとは迂闊な奴やつめ」

　人知れずほくそ笑んだ頼通は、携帯電話のカメラで三人の写真をぱしゃりと撮影し、常葉やさつきたちのアドレスに一斉送信で送りつけてやった。たぶん、あとで伊織にはひどく恨まれるだろうが、このところ何かと生意気になってきた甥に対する復ふく讐しゆうとしては充分だろう。それに、少女たちからは好評を得られるはずだ。

「――っと」

　そのメールを送信した直後、ルテティアから電話が入った。

「はい、もしもし」

　子供たちが風か邪ぜをひかないよう、エアコンのスイッチを切り――嫌でも三〇分後には目を醒さますだろう――頼通は書斎をあとにした。

　眼鏡めがねといっしょにローテーブルの上に置かれていた伊織のケータイが、きょう何度目かの着信を知らせて震え始めたが、本人がそれに気がつくのも、おそらく三〇分ほどあとのことになるだろう。







　あとがき




　みなさんこんにちは、嬉うれし野の秋あき彦ひこです。『彼かの女じよは戦争妖精ウオーライク　小しよう詩し篇へん』の第二巻、いかがでしたでしょうか？　いつもならここで時じ候こうの挨あい拶さつでもしたいところなのですが、今回もまたあとがきページが少ないので、さっそく各エピソードの解説を。




　まずは一本目、『Lebor Gruagachレボル・グルアガツハ　うるわしき乙女おとめの書しよ』は、確か去年の夏頃だったと思いますが、ファミ通文庫の公式サイト「FBonline」に連載していた作品です。ご一読いただければお判わかりの通り、当時本編のほうでスゴくエラそうな態度で登場したルテティアの、来日前の姿を描いたエピソードです。時間軸的には、第一巻以前から始まって、ラストで第二巻ラストにつながる感じですかね。

　何というか、すごく自分勝手、自己中心的なルテティアは、伊い織おりには何かとヘコまされることが多いわけですが、でも本当はとても可か愛わいい女の子なのだと思います。

　あと、個人的にはダーヴィッド＆メヒティルトがかなり気に入っていたので、登場即リタイアという展開はちょっともったいなかったです。




　そして二本目は今回の書き下ろし、『Lebor Cyhiraetレボル・カーヒライス　死しを告つげる女おんなの書しよ』。第五巻の直後ということで、すでにさつきはロードになっています。伊織やクリスたちも登場しますが、これは「短編集とはいえ主人公がまったく登場しないのはいかがなものか？」というぼくの判断で、ああいう形で出させました。

　たぶんさつきは、当初のような読書仲間として、あと何年もかけて少しずつ距離を縮めていければ、伊織にあまり煙けむたがられずにすんだんだと思うんですけど、それができないのが思し春しゆん期きの厄やつ介かいなところなんでしょう。

　いろいろとルゥに説教食らったあとの休み明け、さつきがどう変化するのか見ものといえば見ものです。……変化がないという可能性もないわけじゃないですがね。




　そんなこんなで駆け足でお送りしてまいりましたが、毎度お世話になっております関係者のみなさま、今回もありがとうございました。

　そして読者のみなみなさま、次回は本編の第六巻、夏頃にお送りできると思いますので、そちらのあとがきページでまたお会いしましょう。

　オ・ルヴォアール！





嬉野秋彦
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